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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle SNMPサポートの機能と特定の製品との併用をサポートするパ
ブリックおよびプライベートMIBを説明します。この情報は、これらの製品用の SNMP
ベースの管理アプリケーションを開発するときに役立ちます。

このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、主に SNMPベースの管理アプリケーションのサードパーティ開発者を
対象としています。SNMPの実際に役立つ深い知識を身につけている方でも、リレーショナ
ル・データベース、あるいは特に Oracle製品については十分な知識がないという場合があ
ります。その他、Oracle製品についての知識はあるが、SNMPについてはよく知らないとい
うデータベース管理者の方も対象としています。

関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル
他の Oracle資料にも、このマニュアルで説明されている項目の関連情報が含まれているも
のがあります。システム（Oracle7または Oracle8i ）が指定されていない場合は、ご使用の
システム固有のドキュメントを参照してください。

� 『Oracle Server概要』

Oracle Serverの技術的な概説であり、次の重要な項目が取り上げられています。

– 基本的なデータベースの構造および操作

– システム・アーキテクチャ

– データ・アクセス

– プログラム構成体

– データベース・セキュリティ

– 分散データベース処理
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– データベースのバックアップおよび回復

『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』に記述されているデータベースの項
目と用語の詳細は、このマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Serverリファレンス・マニュアル』

プライベート OracleデータベースMIB変数の値が取り出されるソースに関する、次の
情報が含まれています。

– Oracle7または Oracle8 Serverの構成パラメータ

– データ・ディクショナリ表

– ダイナミック・パフォーマンス表

パブリックおよびプライベート・データベースMIBの SNMPによる取出し可能なパラ
メータおよび変数の詳細は、このマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Serverチューニング』

Oracle7または Oracle8 Serverのチューニング方法の説明と、次の情報が含まれていま
す。

– Oracle7または Oracle8 Serverの構成パラメータ

– データ・ディクショナリ表

– ダイナミック・パフォーマンス表

データベース・パフォーマンスの各種チューニング・タスクに関連する、SNMPによる
取出し可能な特定の変数については、このマニュアルを参照してください。このような
タスク本位の情報によって、『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』のMIB
変数の参照情報がよりわかりやすくなります。

� 『Net8の理解』

Net8に関する次の機能が説明されています。

– Net8の用途、機能およびアーキテクチャ

– Oracle Listenerの用途および機能

– Net8および Oracle Listenerの構成パラメータ

Net8および Oracle Listener、これらの製品の SNMPによる取出し可能な構成パラメー
タの詳細は、このマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Names管理者ガイド』

Oracle Names製品に関する次の機能が説明されています。

– Oracle Namesの用途および機能

– Oracle Namesの構成パラメータ
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Oracle Namesとその SNMPによる取出し可能な構成パラメータの詳細は、このマニュ
アルを参照してください。

� Oracleのオペレーティング・システム固有のマニュアルでは、各プラットフォームでの
Oracle SNMP Supportのインストール方法を説明しています。

プラットフォームまたはオペレーティング・システム固有のインストール方法、その他
の情報は、このマニュアルを参照してください。

� 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』

次のコンポーネントに関する構成情報は、このマニュアルを参照してください。

– Oracle Enterprise Manager

� 『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』

次のコンポーネントに関する構成情報は、このマニュアルを参照してください。

– Oracle Intelligent Agent

– Oracle Enterprise Manager SNMPサポート

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』は、4つの章と 6つの付録から構成され
ています。

第 1章 Oracle7、Oracle8 Server、Oracle Listener、Oracle MultiProtocol 
Interchange、Oracle Namesおよび Oracle Enterprise Managerのための
Oracle SNMP Supportの概要を説明しています。Oracle SNMP Supportの
利点、基本用語およびコンポーネントを取り上げて説明しています。

第 2章 SNMPサポートが提供される Oracle製品、これらの製品をサポートする
MIB、SNMPオブジェクト ID（OID）の解釈方法を説明します。

第 3章 Oracle製品用の最も有効な管理アプリケーションの開発に役立つ情報を説
明しています。十分なサンプルを使用した比率計算、パフォーマンス率の
グラフ表示、値のダイナミックなスケール変更、ラップアラウンド回避、
および上位 20のデータベースのパフォーマンス率を取り上げています。

第 4章 このマニュアルの付録にあるMIB変数の記述に使用される形式を説明し
ています。

付録 A プライベートの Oracle7および Oracle8データベースMIBの各変数の解釈
と表示に役立つ情報を説明しています。これらの変数により、Oracle7お
よび Oracle8 Serverの監視がサポートされます。

付録 B プライベートの Oracle Listener MIBの各変数の解釈と表示に役立つ情報
を説明しています。これらの変数により、リスナー・サービスの監視がサ
ポートされます。
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関連資料関連資料関連資料関連資料
Oracle SNMP Supportの管理アプリケーションの開発者は、SNMPの概要に精通している必
要があります。標準的なテキストには、次のものがあります。

� 『How to Manage Your Network Using SNMP: The Networking Management 
Practicum』（Marshall T. Rose、Keith McCloghrie共著、Prentice Hall、1995年刊）

� 『Managing Internetworks with SNMP』第 2版（Mark A. Miller著、M & T Books、1997
年刊）

� 『Network Management Standards: SNMP, CMIP, TMN, MIBS, and Object Libraries』第
2版（Uyless Black著、McGraw Hill Text、1994年刊）

� 『SNMP, SNMPv2, and RMON: The Practical Network Management』第 2版（William 
Stallings著、Addison-Wesley、1996年刊）

� 『The Simple Book: An Introduction to Networking Management』第 2版、CD付き
（Marshall T. Rose著、Prentice Hall、1996年刊）

� 『Total SNMP: Exploring the Simple Network Management Protocol』第 2版（Sean J. 
Harnedy著、Prentice Hall、1997年刊）

関連の RFCには、次のものがあります。

� RFC 1441『Introduction to version 2 of the Internet-standard Network Management 
Framework』

� RFC 1442『Structure of Management Information for version 2 of the Simple Network 
Management Protocol』

付録 C プライベートの Oracle Names MIBの各変数の解釈と表示に役立つ情報を
説明しています。これらの変数により、Oracle Names製品の監視がサ
ポートされます。

付録 D パブリックの RDBMS MIBの各変数の解釈と表示に役立つ情報を説明して
います。これらの変数により、Oracle7および Oracle8 Serverの監視がサ
ポートされます。

付録 E パブリックの Network Services MIBの各変数の解釈と表示に役立つ情報
を説明しています。これらの変数により、Oracle7 Server、Oracle Server8
および Oracle Names製品の監視がサポートされます。

付録 F プライベートの Oracle Enterprise Manager MIBの各変数の解釈と表示に
役立つ情報を説明しています。これらの変数により、Oracle Enterprise 
Managerによるデータベースの監視がサポートされます。

付録 G 一般的なWindowsのキーボード・ショートカットのリストが記載されて
います。
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� RFC 1565『The Network Services Monitoring MIB』

� RFC 1697『The RDBMS MIB』

関連の Oracle MIB定義には、次のものがあります。

� Oracle RDBMS MIB

� Oracle Listener MIB

� Oracle Names MIB

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは、次の構文表記規則が使用されています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

クーリエ標準 クーリエで表記されるテキストは、コンピュータの表示、または示され
たとおりに入力しなければならないテキストを示します。

クーリエ・イタリック イタリックのクーリエで表記されるテキストは、コマンド・パラメータ
や変数を示します。適切な値を代入してください。

大文字 テキストの大文字は、コマンド名、ファイル名およびディレクトリ名を
示します。UNIXのように大文字・小文字を区別するオペレーティン
グ・システムでは、これらの名前は必ずしも大文字ではないことに注意
してください。

イタリック イタリックのテキストは、通常、値を代入する必要のある変数を示して
います。イタリックは、テキスト内の定義された項の最初のインスタン
スを目立たせるためにも使用されます。
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Oracle SNMPサポートの概要
1

Oracle SNMPサポートの概要サポートの概要サポートの概要サポートの概要

この章では、次の項目を含む Oracle SNMPサポートの概要について説明します。

� Oracle SNMPサポートの利点

� SNMPの機能

� SNMPのコンポーネント

� SNMPによる通信方法

� Oracleでの SNMPサポート

� Oracle用の SNMPの構成

SNMP（Simple Network Management Protocol）は、異種ネットワーク管理アプリケーショ
ン用に発表されたオープン・スタンダードとして認められています。

Oracle SNMPサポートは、主にデータベースおよびネットワーク、システムの管理者向けに
設計されており、これによって、Oracle製品の管理を普及している既存の各種管理システム
に統合できます。この機能によって、ネットワーク自体のアクティビティの監視にこれまで
使用されてきたのとほとんど同じ方法とツールで、中央のノードで稼働中の管理ステーショ
ンにより、企業のネットワーク上の任意の場所で稼働している主要な Oracle製品を検索、
識別および監視できます。その結果、データベース管理者およびネットワーク管理者の作業
が統合され、両者とも同じツールを使用して、作業の統合を改善できます。従来、SNMPが
使用されているツールには、ネットワーク・コンポーネントを監視する強力な機能がありま
す。Oracleではこの機能が拡張され、SNMPにより一部の Oracle製品を監視できるように
なりました。

Oracle SNMPサポートの利点サポートの利点サポートの利点サポートの利点
Oracle SNMPサポートの主な利点には、次のものがあります。

� 主要な Oracle製品の監視機能を SNMPに基づいた任意の管理フレームワークに迅速に
統合します。
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SNMPの機能
� これらの Oracle製品を、任意の規模の企業ネットワーク全体でリアルタイムに検索、識
別および監視します。

� 管理者は、ネットワーク・マップで Oracle製品を表す標準の Oracleアイコンを参照で
きます。このマップは、ダイナミックにカスタマイズできます。実際に管理者は、目的
に応じて様々なネットワーク・マップを定義しカスタマイズできます。

� 管理者は、管理情報ベース（MIB）で製品ごとに定義されている数種類のステータス変
数によって示される Oracle製品の現在のステータスを参照、またはそれらのステータ
スに基づいて表示すべき要素を選択できます。

� 管理者は、しきい値および警告を定義することによって、例外的な条件の発生を予想
し、その発生と同時に特別な状況に対応するか、あるいは自動対応を可能にすることが
できます。

� 管理者は、データベースのサイズ、ユーザー数およびアクティビティ・レベルなどの
Oracleオブジェクトの主要な特性をより簡単に判別できます。

� 管理者は、SNMPを通じて取得した履歴データを保存し分析できます。

� 管理アプリケーションの提供業者は、SNMPがオープンな標準であるため、Oracleユー
ザー用にカスタマイズされたソリューションを容易に構築できます。

Oracle SNMPサポートの目的は、厳密にいえば、Oracle製品の管理よりも、監視に重点が
置かれています。Oracle SNMPサポートは、Oracle Applicationsのネットワーク全体のス
テータスを追跡するのに非常に重要です。これにより、最初に通常の操作が確認され、起こ
る可能性のある問題が検出されると、ただちにその発生場所を見つけ、対応します。ただ
し、問題によっては調査および改善のために、Oracle Server Managerなどのその他の
Oracle Toolsが適している場合もあります。これは、他の Toolsがシステム・パラメータの
設定または調整用に設計されているのに対して、Oracle SNMPサポートがシステム・パラ
メータの変更ではなく、ステータスを問い合せるように設計されているためです。主に、
SNMPによって現在提供されているセキュリティでは不十分と考えられていることから、
Oracleでは問合せとは対照的に、システム・パラメータの変更での SNMPの使用はサポー
トされていません。

SNMPの機能の機能の機能の機能
SNMP（Simple Network Management Protocol）は、ネットワーク内の特定のノード、すな
わち、管理ステーションまたは管理ノードから、その他のネットワーク・コンポーネントま
たはアプリケーションに対して、それらのステータスやアクティビティに関する情報を問合
せできるようにする標準のインターネット・プロトコルです。このような問合せは、SNMP
ポーリングとして知られています。ポーリングされる側は、管理対象の要素と呼ばれます。
従来、管理対象の要素は、ブリッジやルータなどのネットワーク・コンポーネントに限られ
ていましたが、最近ではこの定義は拡張され、データベースなどのミッション・クリティカ
ルなアプリケーションまで含まれるようになりました。

管理ステーションによって使用されるソフトウェアは、管理フレームワークまたは管理プ
ラットフォームと呼ばれます。管理フレームワークで、管理対象ノード上のエージェントか
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SNMPのコンポーネント
らの情報を要求するために SNMPプロトコルが使用されると、これらのエージェントから
適切な応答が返信されます。また、エージェントからは、フレームワークとは関係なく、特
定のイベントに応じてトラップと呼ばれるメッセージを、予約済のアドレスに送信すること
もできます。これは、トラップによって示される特定の条件に対して、迅速かつできる限り
自動的に対応できるようにするための機能です。

任意のネットワーク・ノードに送信されたすべての要求は、同じマスター・エージェントに
よって処理されます。このエージェントでは、場合によってはサブエージェントを使用し
て、ノード上の適切な管理対象の要素に要求がリダイレクトされます。これに使用されるプ
ロトコルはまだ標準化されておらず、SNMPではありません。SNMPで取得できる情報は、
管理対象の要素のノード上にある管理情報ベース（MIB）と呼ばれる構造体に記述されてい
ます。

図 1-1は、管理ステーションおよび管理対象ノード（サンプル）のコンポーネントを示して
います。

SNMPのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
図 1-1のコンポーネントについては、後続の項で説明します。

管理ステーション管理ステーション管理ステーション管理ステーション
管理ステーションとは、SNMPプロトコルを使用して管理対象の要素を監視するノードのこ
とです。これは、通常、管理対象の要素と同じネットワークまたはインターネットワーク上
にあるスタンドアロン・ワークステーションです。このマニュアルでは一貫して管理ステー
ションという用語を使用しますが、この他に管理コンソール、管理システムまたは管理ノー
ドという用語も使用されます。

管理フレームワーク管理フレームワーク管理フレームワーク管理フレームワーク
管理ステーションでは、管理フレームワークで SNMPを使用し、その他のノードから管理
情報を要求します。フレームワークによって、その SNMPデータが収集およびグラフ表示
され、場合によってはそのデータに基づいた処理が行われ、履歴の分析およびレポート作成
用に、そのデータの一部またはすべてがリポジトリに保存されます。管理フレームワークに
は、多数のツールやオプションがあります。管理対象ノードから情報を直接要求する機能に
加え、フレームワークでは通常、特定のセットの条件に応じて 1つの管理対象ノードからト
ラップが送信されると、デーモンを使用して管理対象ノードに警告が出されます。また、ト
ラップも管理アプリケーションの起動に使用できます。
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SNMPのコンポーネント
図図図図 1-1 Oracle SNMPサポートの基本コンポーネントサポートの基本コンポーネントサポートの基本コンポーネントサポートの基本コンポーネント

ほとんどのフレームワークで通信の基礎として SNMPが使用されるため、SNMPをサポー
トする Oracle製品は事実上すべての管理フレームワークに統合できます。このようなフ
レームワークの例には、次のものがあります。

� CA Unicenter

� HP OpenView

� IBM Netview/6000

� DEC Netview POLYCENTER

� Sun SunNet Manager

� Tivoli

� Novell Network Management System（NMS）

� Bull Integrated System Management（ISM）

� Cabletron Spectrum

� Castle Rock SNMP Network Manager

また、今日のほとんどの管理フレームワークには、次のような特別なニーズを満たすグラ
フィカル・ユーザー・インタフェースの作成に管理アプリケーションで使用可能なグラフィ
カル・オブジェクトが揃っています。

� 論理または物理ネットワーク・トポロジを表すマップ

� 個々のネットワーク・コンポーネントを表すアイコン

管理ステーション 管理対象ノード

Enterprise 
Manager

TNS
（非 SNMP）

TNS

管理アプリ
ケーション

管理アプリ
ケーション

SNMP

リポジトリ

SQL*Net

Oracle8
サーバー

サブエー
ジェント

（および MIB）

サブエー
ジェント

（および MIB）

Oracle 
Names

マスター・エージェント

管理フレームワーク
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� 管理情報変数を効率的に監視するための文字盤、棒グラフおよび折れ線グラフなどのグ
ラフ作成ツール

管理アプリケーション管理アプリケーション管理アプリケーション管理アプリケーション
管理アプリケーションは、より専門化されたネットワークまたはデータベース作業を行うた
めに、管理フレームワークに統合されたツールです。これらのアプリケーションには、事実
上、ネットワーク管理に関係する高度な論理がすべて含まれています。

カスタマイズされた管理アプリケーションは、（異なる管理ステーション上の）1つ以上のフ
レームワークとともに使用することも、独立して実行することもできます。Oracle SNMPサ
ポートではどのようなタイプのプロバイダにも同様にアクセスできるため、アプリケーショ
ンでの利用方法は様々です。

基本的な管理アプリケーションは、管理フレームワークに標準で添付されることが多く、
ネットワーク・トポロジの検出、および検出済の各ネットワーク・エンティティまたはサー
ビスに関する一部の基本識別情報の収集ができます。たとえば、このようなアプリケーショ
ンでは、サブセット内のすべてのホストがそれらのベンダー、場所およびステータスなどと
ともに検出されます。管理アプリケーションでは、後でこの情報を使用して環境の論理マッ
プを作成できます。

管理対象ノード管理対象ノード管理対象ノード管理対象ノード
管理対象ノードとは、監視対象要素が存在する、UNIXサーバーなどのプラットフォームで
す。図 1-1では、2つの管理対象の要素（Oracle7または Oracle8 Server、および
OracleNames）が管理対象ノード上にあります。

マスター・エージェントマスター・エージェントマスター・エージェントマスター・エージェント
マスター・エージェントは、管理フレームワークからの問合せ（「ポーリング」ともいう）
を受け入れ、問合せに応答するために管理対象の要素と対話する管理対象ノード上のプロセ
スです。また、マスター・エージェントでは、特定の条件に応じて、単独で SNMPトラッ
プを送信できます。各管理対象ノードには、1つのマスター・エージェントしか配置できま
せん。エージェントが存在しないノードでは、SNMP要求に応答できませんが、このため
ネットワーク上のその他のノードによる応答が妨げられることはありません。つまり、ネッ
トワーク上のすべてのノードが SNMPに応答できるのが通常望ましい状態ですが、必ずし
もそうなる必要はありません。

マスター・エージェントは、モノリシックでも拡張可能でもかまいません。モノリシックの
場合、マスター・エージェントでは、管理される要素と直接対話します。モノリシック・マ
スター・エージェントでは同一ノード上の複数の要素を管理できますが、モノリシック・
エージェント自体が管理対象の要素とのインタフェースの役割を果たすため、エージェント
の作成時に管理できる一連の要素が決まります。

これに対し、マスター・エージェントが拡張可能の場合は、管理しなければならない要素ご
とに特定のサブエージェントが使用されます。このサブエージェントは、その要素とのイン
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タフェースの役割を果たします。この場合、いつでも新規のサブエージェントをマスター・
エージェントに登録できるため、新しい管理対象の要素をダイナミックに追加できます。

一部のオペレーティング・システムでは、モノリシック・エージェントしか提供されませ
ん。この場合、Oracleが、モノリシック・エージェントを事実上サブエージェントとして扱
うことができるマスター・エージェントとなり、新しい管理対象の要素をノードにダイナ
ミックに追加できるようにします。

サブエージェントサブエージェントサブエージェントサブエージェント
サブエージェントは、マスター・エージェントから特定の管理対象の要素に対する問合せを
受け取り、適切な応答をマスター・エージェントに返信するプロセスです。管理対象ノード
上の管理対象要素ごとに 1つのサブエージェントが存在します（1つのサブエージェントで、
同一ノード上の複数の Oracleデータベース・インスタンスを処理できる場合を除く）。図
1-1では、1つのサブエージェントが Oracle7または Oracle8 Serverアプリケーション専用
で、もう 1つのサブエージェントが Oracle Namesアプリケーション専用になっています。
サブエージェントとマスター・エージェント間の対話は、マスター・エージェントによって
指定された多重化プロトコルを使用して行われます。この接続には標準のプロトコルはあり
ません。普及しているプロトコルはいくつかありますが、標準として指定されたものはあり
ません。

Oracle7および Oracle8 Serverのサブエージェントは、（IPCプロトコルを使用して）サー
バーと SQL*Netを介して対話する別のプロセスであることに注意してください。一方、
Oracle Namesサブエージェントは、アプリケーション・ソフトウェア自体に埋め込まれて
います。サブエージェントで SNMP値を抽出する特定の方法がマスター・エージェントと
フレームワークに対して定義されていないため、どちらの方法も使用できます。

Oracle Enterprise Manager
Oracle Enterprise Managerは、異種環境を管理するための統合ソリューションを提供するシ
ステム管理ツールです。Oracle Enterprise Managerは、グラフィカル・コンソールおよび
Agent、共通サービス、ツールの組合せによる、Oracle製品を管理するための統合された総
合システム管理プラットフォームを提供します。

Oracle Enterprise Managerでは SNMPは直接使用されません。かわりに、トランスペアレ
ント・ネットワーク・サブストレイト（TNS）接続を使用して、SQL*Net上で Agentと通
信します。Agentでは SNMP要求をリスニングし、それを Oracle Enterprise Managerに渡
します。

Intelligent Agent
Agentとは、ネットワークのリモート・ノードで稼働しているインテリジェント・プロセス
です。Agentは、サポートするサービスと同じノード上に存在します。ただし、その Agent
で、特定のノード上の複数のサービスをサポートできます。たとえば、1台のマシンに 2つ
のデータベースがインストールされている場合、1つの Agentで両方のデータベースをサ
ポートできます。Agentにより、ジョブの実行やイベントの監視といった作業が実行されま
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す。Agentのプラットフォームで SNMPがサポートされている場合には、SNMP要求の処
理も Agentで行われます。

Agentでは SNMPがサポートされているので、サポート・プラットフォームでは、アプリ
ケーションと Agent間で SNMPプロトコルを使用して直接通信できます。Agentからは、
Oracleのデータベース管理情報ベース（MIB）変数にアクセスできます。Agentで SNMP
がサポートされていても、Oracle Enterprise Manager通信デーモンでは、Agentとの通信に
TNSが使用されます。したがって、Oracle Enterprise Managerを使用すれば、データベー
スが SNMPをサポートしていないプラットフォーム上にあっても、デーモンを介して
Oracle MIB変数にアクセスするジョブまたはイベントを発行できます。

管理情報ベース（管理情報ベース（管理情報ベース（管理情報ベース（MIB））））
管理情報ベース（MIB）は、ASN.1表記法で書かれたテキスト・ファイルで、SNMPでアク
セス可能な情報を含む変数が記述されています。MIB内に記述された変数は、MIBオブジェ
クトとも呼ばれ、SNMPを使用して監視できます。監視される要素ごとに 1つのMIBがあ
ります。各モノリシック・マスター・エージェントまたはサブエージェントでは、取出し可
能な変数およびその特性を認識するために、それぞれのMIBを調べます。MIB内のこの情
報をカプセル化することによって、マスター・エージェントで新規のサブエージェントをダ
イナミックに登録できるようになります。マスター・エージェントでサブエージェントにつ
いて認識しておく必要のあることは、すべてそのサブエージェントのMIBに含まれていま
す。管理フレームワークおよび管理アプリケーションでも、同じ目的でMIBを調べます。
図 1-1では、Oracle Server用と Oracle Names用の 2つのMIBがあります。MIBは、標準
（パブリックとも呼ばれる）または専用（プライベートまたはベンダーとも呼ばれる）のい
ずれでもかまいません。

変数の実際の値はMIBには含まれていませんが、「組込み」と呼ばれるプラットフォーム依
存のプロセスによって取り出されます。すべての SNMP通信では、1つ以上のMIBオブ
ジェクトが参照されるので、MIBの概念は非常に重要です。基本的にフレームワークへ送信
されるものは、MIB変数およびそれらの現在の設定値です。

実際に、すべてのMIBは、各変数の一意の ID、データ型およびアクセス権を含む葉ノード
と、分類を示すパスからなる 1つの大きな階層構造の一部です。ここに、プライベート・サ
ブツリーの枝が含まれる標準的なパス構造があります。この構造の一部が、図 1-2に示され
ています。

このツリーの各葉では、1つのMIB変数に関する次の情報が提供されています。

� 変数名

� 変数のオブジェクト ID（OID）

� 変数のデータ型

� 変数に関連付けられたアクセス権

� 変数の意味についてのテキストによる説明
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変数名が説明的なものであるのに対して、OIDはその変数に到達するまでツリーでたどるパ
スを説明する数値です。たとえば、sysContactという名前の変数は、OIDの 1.3.6.1.2.1.1.4
（iso.org.dodなどの意味）によって識別され、基盤となるシステムの管理者に関する接続情
報を含む読み書き用の文字列変数です。

図 1-2のmgmtという枝の下にあるすべてのオブジェクト（つまり、OIDが 1.3.6.1.2で始ま
るすべてのオブジェクト）が標準とされ、Internet Engineering Task Force（IETF）によって
厳密に規定されています。たとえば、標準の RDBMS MIBはmgmt枝の下にあって、SNMP
が使用可能といわれるすべてのリレーショナル・データベース・サーバーによってサポート
されています。Oracleでは、Oracle製品をより管理しやすくするため、プライベートの枝の
下にさらに独自のMIBオブジェクトが追加されます。次のMIBは、Oracle Serviceに固有
で、{private.enterprise.oracle}という枝の下にあります。

� Oracle Database MIB

� Oracle Listener MIB

� Oracle Names MIB

図図図図 1-2 MIB階層階層階層階層

   ISO(1)

   org(3)

   dod(6)

internet(1)

directory(1)      mgmt(2) experimental(3)      private(4)

mib-ll(1)

   system(1)

sysDescr(1)       sysContact(4)

   rdbmsMIB(55)

    rdbmsObjects(1)          rdbmsTraps(2)

        enterprises(1)

   oracle(111)

           oraDbMIB(4)

          oraListenerMIB(5)
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SNMPによる通信方法による通信方法による通信方法による通信方法
SNMPは、フレームワークと管理対象ノード間の無接続通信に基づいています。ほとんどの
管理情報は、信頼性の高い配信は必要ないので、SNMPパケットはあるノードから別のノー
ドの予約済アドレスに送信されますが、無事に届いたかどうかは確認されません。簡単な無
接続 SNMP通信の後始末は、管理アプリケーションによって行われます。管理アプリケー
ションでは、SNMPトランザクションが適当な時間内に正常に完了したことを確認する必要
があります。SNMPパケットがネットワーク内で失われると、管理アプリケーションによ
り、関連のトランザクションが取り消され、場合によっては再度初期化されます。

SNMPは、Novell社の Internetwork Packet Exchange（IPX）および Apple社の AppleTalk
などのその他のプロトコルによっても実装されますが、最も一般的な実装には、インター
ネット・プロトコル（IP）でのユーザー・データグラム・プロトコル（UDP）が使用されま
す。

Oracleでのでのでのでの SNMPサポートサポートサポートサポート
このマニュアルの作成時には、次の製品で Oracle SNMPサポートが提供されています。

� 特定のプラットフォーム上の Oracle7 Server、リリース 7.2（7.0との上位互換性あり）
以上

� 2つのネットワーキング・サービス（SQL*Netリリース 2.2以上にバンドルされた
Network Listenerおよび Oracle Names）

� Oracle Enterprise Manager

多数のプラットフォームでは、SNMP Master Agentはオペレーティング・システムととも
に直接提供されています。このエージェントは、Oracle提供のサブエージェントとの互換性
がある場合とない場合があります（1-5ページの「マスター・エージェント」を参照）。

Oracle用の用の用の用の SNMPの構成の構成の構成の構成
この項では、Oracleデータベースおよび Oracle Enterprise Manager用に SNMPを構成する
一般的な手順を説明します。構成のより包括的な情報は、ご使用のプラットフォーム固有の
インストレーションまたは構成ガイドを参照してください。

Windows NTでのでのでのでの SNMPの構成の構成の構成の構成
管理対象ノードで Oracle SNMPサポートを構成するには、次に説明する手順に従ってくだ
さい。

1. マスター・エージェントがリスニングしているポートを指定します。

このポートは、$ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリにある MASTER.CFG
ファイルの TRANSPORTセクションに指定されます。
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たとえば、次のセクションをファイルに追加します。

TRANSPORT   ordinary     SNMP
  OVER UDP SOCKET
  AT PORT 161"
..

2. MASTER.CFGファイルの COMMUNITYセクションに認証を指定します。

COMMUNITY public
 ALLOW ALL OPERATIONS
 USE NO ENCRYPTION

カプセル化機能を使用する場合は、ステップ 3に進みます。

3. カプセル化したエージェントとMicrosoft SNMPサービスがリスニングしている未使用
ポートを指定します。Microsoft SNMP Serviceでは通常、ポート 1161が使用されます。

このポートは、NT_HOME¥SYSTEM32¥DRIVERS¥ETCディレクトリにある SERVICES
ファイルに指定されます。

たとえば、ファイルに次の行があるか確認します。

snmap               1161/udp        snmp

4. ORACLE_HOME¥PEER¥ADMINディレクトリにあるカプセル化機能のある構成ファイル
ENCAPS.CFGを編集して、どの非 PEERマスター・エージェントをカプセル化するかを
指定します。

カプセル化したマスター・エージェントには、NMSによる管理が可能なMIB-subtrees
を含む AGENTエントリを、少なくとも 1つ追加しなければなりません。

注意注意注意注意 : ポート 161は SNMP通信のデフォルト・ポートであるため、Oracle 
Peer SNMP Master Agentではポート 161を使用してください。ただし、この
ポートでリスニングしているマスター・エージェントに SNMP要求を送信す
る目的で NMSに管理アプリケーションを構成できる場合には、別の使用可
能なポートを指定することもできます。

注意注意注意注意 : SNMPのエントリがファイルにすでに存在する場合には、ポート 161
（デフォルト値）から別の使用可能なポートに変更してください（この例では

1161）。
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たとえば、ファイルにはセクションが必要です。次の例を参照してください。

AGENT AT PORT 1161 WITH COMMUNITY public
SUBTREES 1.3.6.1.2.1.1,
         1.3.6.1.2.1.2,
         1.3.6.1.2.1.3,
         1.3.6.1.2.1.4,
         1.3.6.1.2.1.5,
         1.3.6.1.2.1.6,
         1.3.6.1.2.1.7,
         1.3.6.1.2.1.8,
         1.3.6.1.4.1.77
FORWARD ALL TRAPS;
..

UNIXプラットフォームでのプラットフォームでのプラットフォームでのプラットフォームでの SNMPの構成の構成の構成の構成

SNMPコンソールのみの使用コンソールのみの使用コンソールのみの使用コンソールのみの使用
監視コンソールでは、Oracle Intelligent Agentとの通信に SNMP Master Agentが使用され
ます。SNMP Master Agentと Oracle Intelligent Agentを正しく構成しなければ、SNMPで
の Oracle Intelligent Agentとマスター・エージェント間の通信はできません。

1. 次の例は、UNIXプラットフォーム上の SNMP Master Agentを構成するプロセスです。
Intelligent Agentの構成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照し
てください。

注意注意注意注意 : ポート（この例では 1161）はステップ 3で指定したポートと合致し
ていなければなりません。

注意注意注意注意 : Intelligent Agent側の SNMPは、必ずしもすべてのプラットフォー
ムでサポートされているとは限りません。構成手順の違いと SNMPサポート
の有無を確認するには、ご使用のプラットフォーム固有のインストレーショ
ンまたは構成ガイドを参照してください。
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SNMP Master Agentの構成の構成の構成の構成
必要な SNMPファイルは、Oracle Intelligent Agentのインストール時に一緒にインストール
されます。Oracle Intelligent Agentのインストール後に、次のファイルを説明どおりに編集
します。

� $ORACLE_HOME/network/snmp/peer/CONFIG.master

� $ORACLE_HOME/network/snmp/peer/CONFIG.encap

� $ORACLE_HOME/network/snmp/peer/start_peer

� /etc/snmpd.config

CONFIG.Master（（（（PEERマスター・エージェント・ファイル）マスター・エージェント・ファイル）マスター・エージェント・ファイル）マスター・エージェント・ファイル）
CONFIG.masterファイルを編集するには、MANAGERで始まる行を探し、この行にコード化
されている IPアドレスを、SNMPトラップが送信されるマシンの IPアドレスと一致するよ
うに変更します。

CONFIG.encap（（（（PEERカプセル化機能ファイル）カプセル化機能ファイル）カプセル化機能ファイル）カプセル化機能ファイル）
CONFIG.encapファイルを編集するには、AGENT AT PORTの行を探します。通常は、
AGENT AT PORT 1161 WITH COMMUNITY publicとなっています。ポート番号を 1161
から変更する場合は、start_peerスクリプトも変更しなければなりません。

start_peerスクリプトスクリプトスクリプトスクリプト
start_peerスクリプトを編集するには、NEW_SNMPD_PORT=の行を探し、上の
CONFIG.encapファイルにリストされているものと同じポート番号が使用されていることを
確認します。NEW_TRAPD_PORT=の行を探し、ポート番号が NEW_SNMPD_PORT=と異なる
ことを確認します。

snmpd.configファイルファイルファイルファイル
ファイルに次の行を追加します。

trap <hostname or ipaddress>

山カッコ内には、ファイルがあるローカル・ホストの実際のホスト名または IPアドレスを
入れます。

SNMPAgentの起動の起動の起動の起動
1. SNMPコンポーネントが実行されていないことを確認します。主要コンポーネントは

master_peer、encap_peerおよび snmpdです。これらのプロセスのいずれかが実行さ
れている場合には、psコマンドを使用してそれらを探し、killコマンドでプロセスを
終了します。

たとえば、次のように入力します。

ps -ef | grep snmp

SNMP Master Agentが実行されているかどうかを見るためにチェックします。
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2. PEERマスター・エージェント、PEERカプセル化機能およびネイティブ Digital UNIX 
SNMPAgentを起動します。

  cd $ORACLE_HOME/network/snmp/peer
  su root
  ./start_peer -a

このコマンドにより 3つのプロセスがすべて起動します。次に、psコマンドを使用し
て、3つのプロセスがすべて起動したかどうかを確認します。

ps -aux |grep peer
ps -aux |grep snmpd
ps -ef | grep snmp

Oracle MIBのロードのロードのロードのロード
ご使用の SNMPコンソール構成ガイドの指示どおりに、Oracle MIBをロードします。

Oracle Enterprise Managerのののの SNMPとととと SNMPコンソールの構成コンソールの構成コンソールの構成コンソールの構成
必要な SNMPファイルは、Oracle Intelligent Agentのインストール時に一緒にインストール
されます。Intelligent Agentの構成の詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を
参照してください。

SNMP Master Agentを構成するには、「SNMPコンソールのみの使用」のステップに従い、
次のようにします。

1. 管理対象ノードで外部のトラップが受信されるように、SNMPコンソールを構成しま
す。

2. Oracle Enterprise Managerにイベントを登録する際には、「SNMPトラップの発生」
ボックスをチェックします。

SNMPコンソールに適切なMIBがロードされると、イベントの発生時に必ずトラップ
が SNMPコンソールに送信されます。
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Oracle MIBの概
2

Oracle MIBの概要の概要の概要の概要

この章の内容は、次のとおりです。

� SNMPサポートを提供する Oracle製品

� これらの製品をサポートするMIB

� SNMP OIDの解釈

SNMPサポートを提供するサポートを提供するサポートを提供するサポートを提供する Oracle製品製品製品製品
このマニュアルでは、SNMPサポートを提供する 4つの Oracle製品について説明します。
これらの製品は次のとおりです。

� Oracle Server（Oracle7および Oracle8）

� Oracle Listener

� Oracle Names

� Oracle Enterprise Manager

Oracle Server
Oracle Server（Oracle7および Oracle8）は、オラクル社が開発し、販売するリレーショナ
ル・データベース管理システム（RDBMS）です。これらの RDBMSには、情報のみでなく、
その情報をアクセスおよび操作するサーバー・ソフトウェアも格納するデータベースが含ま
れています。

Oracle Serverの詳細は、ご使用のシステム固有の『Oracle Server概要』を参照してくださ
い。
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リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（Listener））））
Oracle Listenerは、基礎となる様々なプロトコル上で動作するアプリケーションのために接
続を受け取る、プロトコルに依存しないアプリケーション・リスナーです。Oracle Listener
は、Oracleのリモート・データ・アクセス製品である SQL*Netのコンポーネントであり、
任意のネットワークでクライアントとサーバー間およびサーバー相互の通信を可能にしま
す。Oracle Listenerは、単一プロセスまたは単一タスクとして実行されます。

Oracle Listenerの詳細は、『Net8の理解』を参照してください。

Oracle Names
Oracle Namesは、データベース・アドレスおよびデータベース・リンク情報をネットワー
ク内のすべてのノードに対して使用可能にすることにより、ディレクトリ・サービスを提供
する製品です。

Oracle Namesの詳細は、『Oracle Names管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Enterprise Manager
Oracle Enterprise Managerでは、直観的で使用しやすいインタフェースと、リモート・タス
クの実行および事前・事後対策を講じる管理機能による高度な自動化を、Oracleデータベー
ス管理者に提供します。また、非常に大規模なデータベース構成に対応する一方で、多くの
データベースでのインストールにも柔軟に対応できるスケーラビリティがあります。Oracle 
Enterprise Managerでは、オープン・アーキテクチャ設計が採用されており、サードパー
ティ・ベンダーおよびユーザーは、独自に開発したアプリケーションをオラクル社のシステ
ム管理プラットフォームに統合できます。

これらの製品をサポートするこれらの製品をサポートするこれらの製品をサポートするこれらの製品をサポートする MIB

Network Services MIB
パブリック Network Services MIB（RFC 1565で説明）には、あらゆる種類のネットワー
ク・サービス・アプリケーションに適用するように設計された汎用変数が含まれています。
Oracleには、このMIBの中で、2つの Oracleサービスに関連のある変数が実装されていま
す。

� Oracle7 Server

� Oracle Names

これらの変数の特定の値は、構成ファイル、ネットワーク・サービス・アプリケーション内
部の表およびマスター・エージェント自体など、様々なソースから取り出されます。

Oracle Listenerでは、Network Services MIB変数は使用されません。
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パブリックパブリックパブリックパブリック RDBMS MIB
パブリック RDBMS MIBは、IETF作業グループによって定義され、リレーショナル・デー
タベース用に提案された標準MIBです。このMIBにより、データベースの検出、識別、
データベースのサイズおよびアクティビティ・レベルの特徴付けが可能になります。

パブリック RDBMS MIBには、すべての RDBMSに共通で、ベンダーとは無関係の管理変数
が含まれています。

このMIBによりデータベースとそのサーバーが明確に区別されますが、このとき Oracle
データベース・サブエージェントでは、サーバーとデータベースの 1対 1の標準的な Oracle
構成のみが認識されます。したがって、Oracle Parallel Serverまたはゲートウェイについて
は説明されません。

このMIB内の情報はほとんど、ダイナミック・パフォーマンス表（V$表）と Oracle7およ
び Oracle8 Serverの INIT.ORA構成ファイルから取り出されます。

プライベートプライベートプライベートプライベート Oracle Database MIB
プライベート Oracle Database MIBには、Oracle7アーキテクチャ固有の、RDBMS追加統計
が含まれています。パブリック RDBMS MIBと同様、プライベート Oracle Database MIBで
は、ほとんどの情報がデータベースのダイナミック・パフォーマンス表および INIT.ORA
データベース構成ファイルから導出されます。

プライベート Oracle Database MIBは、プラットフォームに依存しません。したがって、
MVSまたはWindows、SCOでサポートされているかどうかにかかわらず、1つの Oracle7
または Oracle8 Server MIBが適用されます。そのため DBAが使用するMIBは、管理されて
いるプラットフォーム数にかかわらず 1つになります。

その他のその他のその他のその他の Oracleプライベートプライベートプライベートプライベート MIB
プライベート・データベースMIBに加えて、Oracleでは、次の製品のプライベートMIBが
定義されています。

� Oracle Network Listener

� Oracle Names

� Oracle Enterprise Manager
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SNMP OIDの解釈の解釈の解釈の解釈
この項では、SNMPオブジェクト ID（OID）がどのように割り当てられるかを簡単に説明
します。これは Oracleで実装されたMIBに関係するからです。この項では、特に次の項目
について説明します。

� Oracle OIDの解釈

� Oracleで実装されたパブリックMIBの OIDの解釈

� プライベート Oracle MIB変数のインスタンスの OIDの解釈

SNMP OIDの詳細は、「はじめに」にある標準的な SNMPのテキストの一覧のいずれかを参
照してください。

簡単に参照できるように、Oracleで実装された特定のMIBの各オブジェクトのオブジェク
ト IDを示した表が、そのMIBを説明する付録に記載されています。

Oracle OIDの解釈の解釈の解釈の解釈
SNMP標準（RFC 1442）では、各オブジェクトを一意に識別するのにオブジェクト ID
（OID）が使用されるように規定しています。OIDとは、IDの階層型構造を示す一連の要素
です。これらの要素は点で区切られた一連の整数の形をとり、インターネット・アドレスの
形式と似ています。

プライベート Oracle MIB変数の OIDの例を次に示します。

1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.1

この OIDでは、

� 最初の要素（1）は、isoオブジェクト

� 2番目の要素（3）は、orgオブジェクト

� 3番目の要素（6）は、dodオブジェクト

� 4番目の要素（1）は、internetオブジェクト

� 5番目の要素（4）は、プライベート・オブジェクト

� 6番目の要素（1）は、企業オブジェクト

� 7番目の要素（111）は、Oracleオブジェクト

前述の各要素は、Oracle以外の単位によって割り当てられます。したがって、Oracle ID空
間内のすべてのオブジェクト（つまり、Oracleによって OIDを割り当てられたオブジェク
ト）は、ルート OID 1.3.6.1.4.1.111を共用します。

上の OIDの例を引き続き説明に使用するため、Oracleでは、そのプライベート ID空間の要
素を次のように定義しています。
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� 8番目の要素（4）は、MIBサービス IDです。Oracleでは、次のMIBサービス IDを定義
しています。

– 4 - Oracle Private Database MIB

– 5 - Oracle Listener MIB

– 6 - Oracle Names MIB

– 7 - Oracle MultiProtocol Interchange MIB

� 9番目の要素（1）は、MIBオブジェクト IDです。Oracleでは、各サービスのMIBオブ
ジェクト IDを次のように定義しています。

– 1 - SNMP変数

– 2 - SNMPトラップ

� 10番目の要素（7）は、MIB表 ID（この場合は、oraDbConfigTable）。

� 11番目の要素（1）は、表エントリ IDです。この要素は、プレース・ホルダーと考えら
れ、常に 1です。

� 12番目の要素（1）は、葉オブジェクト ID（表内の特定の変数を識別）。

Oracleで実装されたパブリックなで実装されたパブリックなで実装されたパブリックなで実装されたパブリックな MIBのののの OIDの解釈の解釈の解釈の解釈
Oracle OID空間内に属する 4つのプライベート Oracle MIBの他に、Oracleでは、Oracle 
OID空間以外に属する 2つのパブリックMIB（Network Services MIBおよび RDBMS MIB）
の一部が実装されています。これらのMIB内の変数のオブジェクト IDは、それぞれの RFC
で割り当てられています。

パブリック RDBMS MIB変数の OIDの例を次に示します。

1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.3

この OIDでは、最初の 4つの要素（1.3.6.1）は、Oracleルート IDの 4つの要素に一致し、
このオブジェクトが iso、org、dodおよび internetのオブジェクトの下に来ることを示しま
す。ただし 5番目の要素（2）は、このオブジェクトがインターネット管理 OID空間に属す
ることを示します。7番目の要素（39）は、このオブジェクトがパブリック RDBMS MIBに
属することを示します。パブリック RDBMS MIBのすべての変数は、このルート OID 
1.3.6.1.2.1.39を共用します。9番目の要素（2）は、このオブジェクトが rdbmsDbInfoTable
の一部であることを示します。11番目の要素（3）は、これを葉オブジェクト
rdbmsDbInfoSizeUnitsとして識別します。

パブリック Network Services MIB変数の OIDの例を次に示します。

1.3.6.1.2.1.27.1.1.1.6

この OIDでは、最初の 4つの要素（1.3.6.1）は、Oracleルート IDの 4つの要素に一致し、
このオブジェクトが iso、org、dodおよびインターネットの下に来ることを示します。ただ
し、5番目の要素（2）は、このオブジェクトがインターネット管理OID空間に属すること
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を示します。7番目の要素（27）は、このオブジェクトがパブリック Network Services MIB
に属することを示します。パブリック・ネットワーク・サービスMIBのすべての変数は、
このルート OID 1.3.6.1.2.1.27を共有します。9番目の要素（1）は、このオブジェクトが
applTableの一部であることを示します。11番目の要素（6）は、これを葉オブジェクト
applOperStatusとして識別します。

Oracle MIB変数のインスタンスの変数のインスタンスの変数のインスタンスの変数のインスタンスの OIDの解釈の解釈の解釈の解釈
OracleのMIB内の変数は表内で定義されるため、単一の変数の複数インスタンスがある場
合があります。たとえば、特定の管理対象ノード上で 2つの Oracleデータベースが実行さ
れている場合、各データベースには、applInboundAssociations、rdbmsDbNameおよび
rdbmsSrvInfoDiskReadsなど、独自のMIB変数値が割り当てられます。

前述のように、すべての変数にサービス単位で索引が付けられるわけではありません。1つ
の変数が 1つのデータベースに対して多くのインスタンスを持つ場合もあります。たとえ
ば、rdbmsSrvParamEntryは単一のデータベース構成パラメータを示していますが、その同
じ管理対象ノードでは、rdbmsSrvParamNameのインスタンスが多数生じます。

これらの変数の複数インスタンスを一意に識別するために、各MIB表にその表の行を一意
に識別する 1つ以上の変数によって索引が付けられます。（これらの索引変数は、概念的に
はリレーショナル・データベース表の主キーと同じです。）変数の特定のインスタンスを示
すには、変数の OIDに、変数が属するMIB表の索引変数の値を連結します。

たとえば、rdbmsDbNameは、変数 rdbmsDbIndexによって索引が付けられる
rdbmsDbTable表内に定義されています。たとえば、ホスト上で 2つのデータベースが実行
されており、一方の SNMP索引が 2、もう一方の SNMP索引が 4だとします。最初のデー
タベースの名前は、rdbmsDbNameの OID（1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.4）に、rdbmsDbIndexの該
当する値（2）を連結して、1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.4.2として指定できます。同様に、2番目の
データベースの名前は、1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.4.4の値になります。

表が複数の変数によって索引を付けられている場合は、各インデックス変数の該当する値を
OIDの終わりに、表のMIB定義の INDEX句にリストされている順序に点で区切って追加し
ます。前述のホスト（rdbmsDbIndexは 4）上の 2番目のデータベースの 5番目のデータ・
ファイル（5）のサイズ（oraDbDataFileSizeAllocated、すなわち 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.3）の
値は、1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.3.4.5です。
2-6　Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド



Oracle MIBに基づいた管理アプリケーションの設
3

Oracle MIBに基づいた管理アプリケーションに基づいた管理アプリケーションに基づいた管理アプリケーションに基づいた管理アプリケーション

の設計の設計の設計の設計

この章の内容は、次のとおりです。

� 異なる用途でのMIB変数の使用

� チューニング率の計算での十分なサンプル・サイズの使用

� パフォーマンス率のグラフ表示

� MIB変数の値のダイナミックなスケール変更

� ラップアラウンドの回避

� 最も有効なデータベース・インスタンスのパフォーマンス率

異なる用途での異なる用途での異なる用途での異なる用途での MIB変数の使用変数の使用変数の使用変数の使用
MIB変数は、2つの異なる用途に使用できます。障害管理に使用する場合、データベース管
理者は、短期間における 1つの変数の値や比率に見られる大きな変化に注目します。データ
ベース管理者がその変化に気付けば、原因をつきとめ、必要に応じて訂正できます。一方
で、MIB変数は、パフォーマンスのチューニングに使用することもできます。この場合、適
切な変数または比率で測定されるベンチマーク・パフォーマンスを設定するのが目的です。

チューニング率の計算での十分なサンプル・サイズの使用チューニング率の計算での十分なサンプル・サイズの使用チューニング率の計算での十分なサンプル・サイズの使用チューニング率の計算での十分なサンプル・サイズの使用
パフォーマンス・チューニングにMIB変数を使用するときには、ある程度確実なパフォー
マンスを測定するために、1つの変数について十分な数のインスタンスを集計してください。
この章で扱っているデータベース・インスタンスのパフォーマンス率の場合、個別に 1,000
の統計を集めれば十分でしょう。これらの比率のグラフ表示を設計する場合、チューニング
率の計算に使用された変数の個別のインスタンスが 1,000未満のときには、ユーザーに警告
することを検討してください。
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パフォーマンス率のグラフ表示パフォーマンス率のグラフ表示パフォーマンス率のグラフ表示パフォーマンス率のグラフ表示
一般的に、ユーザーの最大の関心事は、一定期間におけるパフォーマンス率の変化の監視で
す。したがって、時間に対するこれらの比率の値の変化を記録する基本的な時系列グラフ
が、非常に有効です。

MIB変数の値のダイナミックなスケール変更変数の値のダイナミックなスケール変更変数の値のダイナミックなスケール変更変数の値のダイナミックなスケール変更
データベース・パフォーマンスを測定するMIB変数（およびこれらの変数に基づいた比率）
のスカラー値は、データベース・アプリケーションのタイプ、データベースにアクセスする
ユーザー数および処理されるデータの量によって、著しく変動する可能性があります。これ
は、この情報を表示する管理アプリケーションの開発者にとっては難題です。スカラー値の
全域が収まるように作成されたグラフ要素では、範囲内の低レベルのスカラー値を表示する
と、誤解を招く恐れがあります。たとえサイズの割に大きな変化であっても、他のデータ
ベースで得られる可能性のあるより大きな値に対応するように設計されたグラフに記入する
と、取るに足らない変化に見えるからです。

データ範囲の両端のユーザーに対応するための良策の 1つが、データ表示のダイナミックな
スケール変更です。これには、データが特定のしきい値に達したときに、データを測定する
グラフのスケールを調整する必要があります。たとえば、ジェット機の離陸から巡航高度に
達するまでのスピードを時系列のグラフに記入する場合、離陸時には時速 200マイルを上限
に設定します。このしきい値に達すると、上限をダイナミックに調整して、時速 400マイル
にし、時速 400マイルと時速 600マイルのしきい値に達した時点で、さらに 2回調整できま
す。

ラップアラウンドの回避ラップアラウンドの回避ラップアラウンドの回避ラップアラウンドの回避
現在の処理能力が著しく伸び、Oracleデータベースのサイズの上限が膨大になったため、実
際、一部のMIB変数の値が、SNMPで定義された 32ビット・カウンター値の上限と、整数
値の上限（4294967295）を超える（ラップアラウンドする）ことがあっても驚くに足りませ
ん。管理アプリケーションの設計者は、ユーザーに対して、常にインスタンス起動時間
（applUpTime）を示して、ラップアラウンドが発生したかどうかを判断するために十分な回
数のみ変数の値を調べるように薦めることで、この問題を回避できます。ラップアラウンド
の候補については、半時間に最低 1回調べることをお薦めします。

カウンタ変数の値が減少した場合は、データベース・インスタンスが引き続き実行されてい
ても、その値は範囲の上限にラップアラウンドしたものと考えられます。しかし、値の変化
量が範囲の理論上の上限よりも小さいことが確認できるだけポーリングを行う必要がありま
す。これにより、ユーザーに対しては、ラップアラウンドを考慮した値と比率を提示できま
す。
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最も有効なデータベース・インスタンスのパフォーマンス率最も有効なデータベース・インスタンスのパフォーマンス率最も有効なデータベース・インスタンスのパフォーマンス率最も有効なデータベース・インスタンスのパフォーマンス率
この項では、Oracle7または Oracle8のデータベース・インスタンスのパフォーマンス・
チューニングにおける最も有効な比率を説明します。これらは、Oracle7および Oracle8 
Server用の管理アプリケーションの使用を考えている顧客が最も関心を寄せる、パフォーマ
ンスの指標です。これらの各比率は、プライベート Oracle Database MIBの変数に基づいて
います。これらの比率は、重要度の順ではなく、アルファベット順にリスト表示されていま
す。

これらの比率の詳細は、ご使用のシステム固有の『Oracle Serverチューニング』を参照して
ください。これらの比率の計算に使用されるMIB変数の詳細は、付録 A「Oracleデータ
ベースMIBの変数の解釈」を参照してください。

トランザクション当りのブロック変更トランザクション当りのブロック変更トランザクション当りのブロック変更トランザクション当りのブロック変更
この比率により、各トランザクションで実行されるデータ操作言語（DML）の量が測定され
ます。索引を作成または削除すると、索引ブロックの変更によって増分するため、この値に
影響を与えます。

oraDbSysDbBlockChanges / oraDbSysUserCalls

ブロック読取り率ブロック読取り率ブロック読取り率ブロック読取り率
この比率によって、ブロックの読取り率が決まります。ブロック読取り率は、アプリケー
ション・システムがデータベースを参照する比率の基本的な指標です。通常、この比率で使
用される時間単位は 1秒です。

(oraDbSysConsistentGets + oraDbSysDbBlockGets)/ time unit

トランザクション当りのブロック・ビジットトランザクション当りのブロック・ビジットトランザクション当りのブロック・ビジットトランザクション当りのブロック・ビジット
この比率により、各トランザクションに課されるワーク・データベースの負荷が測定されま
す。この比率が単独で変動する場合には、アプリケーションの作業負荷に変化があったこと
をはっきりと示しています。

(oraDbBlockGets + oraDbSysConsistentGets) / oraDbSysUserCommits

キャッシュ・ヒット率キャッシュ・ヒット率キャッシュ・ヒット率キャッシュ・ヒット率
この比率により、バッファ・キャッシュの効果が測定されます。標準の許容域は、70～
85%です。

(oraDbSysConsistentGets + oraDbSysBlockGets - oraDbSysPhysReads) / 
(oraDbSysConsistentGets + oraDbSysBlockGets)

コール率コール率コール率コール率
この比率により、すべてのワーク・ソースから、そのインスタンスに課されている作業要求
の比率が測定されます。ただし、この比率は、タイム・ループ構成の行が操作セットとして
記録されたか、あるいはその逆というバージョン変更が加えられたアプリケーション・シス
テム間では、直接比較できない場合があることに注意してください。配列インタフェースを
使用しても、この比率に影響を与えます。
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(oraDbSysRecursiveCalls + oraDbSysUserCalls) / time unit

トランザクション当りのコールトランザクション当りのコールトランザクション当りのコールトランザクション当りのコール
この比率により、トランザクション当りのクライアント要求の数が測定されます。トランザ
クション当りのコールは、アプリケーションにおける変化またはアプリケーションの使用さ
れ方の変化を検出するのに使用できます。この値は、非定型の問合せの増加につれて急激に
上がる可能性があります。

oraDbSysUserCalls / oraDbSysUserCommits

ブロック変更率ブロック変更率ブロック変更率ブロック変更率
この比率により、データベース・アプリケーション内の問合せと DMLの間のバランスが測
定されます。この比率の変化は、索引付けまたはアプリケーションの使用方法に変更があっ
たことを示し、変更の量がわかる場合があります。

oraDbSysDbBlockChanges / (oraDbSysBlockGets + oraDbSysConsistentGets)

一貫した変更率一貫した変更率一貫した変更率一貫した変更率
この比率により、アプリケーションで読込み一貫性のメカニズムを実行する必要のある範囲
が測定されます。この接続では、UPDATEまたは DELETE、あるいはその両方の操作の問
合せ処理の部分が読込みの対象となることを認識しておくことが重要です。

oraDbSysConsistentChanges / oraDbSysConsistentGets

行の継続率行の継続率行の継続率行の継続率
この比率は、長い LONG列を処理するアプリケーションの場合を除けば、ゼロに非常に近
くならなければなりません。この比率が一定期間中に増加した場合、通常、1つ以上の表で
PCTFREEが低すぎる値に設定されています。

oraDbSysTableFetchContinuedRow / (oraDbSysTable FetchRowid + oraDbSysTableScanRows)

ライブラリ・キャッシュ・ミス率ライブラリ・キャッシュ・ミス率ライブラリ・キャッシュ・ミス率ライブラリ・キャッシュ・ミス率
この比率が上がり始めると、それに伴ってリソース使用率も上がることが予想されます。ラ
イブラリ・キャッシュ・ミス率の上昇は、アプリケーションの機能の使用範囲が広がり、以
前よりも多くの SQL文とストアド・プロシージャがアクティブになることが原因と考えら
れます。

(oraDbLibraryCachePins - oraDbLibraryCacheReloads) / oraDbLibraryCachePins

ユーザー・コール再帰率ユーザー・コール再帰率ユーザー・コール再帰率ユーザー・コール再帰率
Oracle7および Oracle8のもとでは、この比率の変化は、アプリケーションの変化を反映し
ているか、または共有プールのサイズ調整が必要であることを示している場合があります。
また、DDLロード内でマーク変更によっても、この比率は影響を受けます。

oraDbSysRecursiveCalls / oraDbSysUserCalls
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REDOログ空き領域待ち率ログ空き領域待ち率ログ空き領域待ち率ログ空き領域待ち率
この比率により、メモリー割当てが測定されます。この比率が 1/5,000よりも大きい場合
は、REDOログ空き領域待ち率がなくなるまで、REDOログ・バッファを増加しなければな
りません。

oraDbSysRedoLogSpaceRequests / oraDbSysRedoEntries

行ソース率行ソース率行ソース率行ソース率
この比率により、全表走査から取り出されたすべての行の割合が測定されます。この割合が
0より大幅に上昇し始めたら、すぐに他の統計の解釈を見直すことをお薦めします。

oraDbSysTableScanRows / (oraDbSysTableFetchRowid + oraDbSysTableScanRows)

ソート・オーバーフロー率ソート・オーバーフロー率ソート・オーバーフロー率ソート・オーバーフロー率
oraDbSysSortsDisks / (oraDbSysSortsMemory + oraDbSysSortsDisks)は、ソート・オーバー
フロー率です。この比率により、一時セグメントを使用しているソート数の割合が算出され
ます。標準サイズのソートが圧倒的に多い場合の制限環境下では、ソート領域サイズを拡大
すると効率がよくなる可能性があります。

oraDbSysSortsDisks / (oraDbSysSortsMemory + oraDbSysSortsDisks)

トランザクション率トランザクション率トランザクション率トランザクション率
トランザクション率は、アプリケーション作業の基本的な指標であり、1秒当りのトランザ
クション（tps）単位で基準的な OLTPベンチマークが測定されます。管理者は、接続ユー
ザー数の増加に伴ってこの値が減少した場合、またはその逆の場合に、特に注意する必要が
あります。アプリケーション構造や作業パターンの変化も、この数値に影響を与える場合が
あります。

oraDbSysUserCommits

ユーザー・コール率ユーザー・コール率ユーザー・コール率ユーザー・コール率
この比率により、インスタンスのもとで実行中のクライアント側のアプリケーションによる
作業要求率が測定されます。ただし、コードをクライアントからサーバーへ、またはサー
バーからクライアントに移動した場合には、バージョンの変わったアプリケーション・シス
テム間でこの比率を直接比較できないことがあります。

oraDbSysUserCalls

解析当りのユーザー・コール解析当りのユーザー・コール解析当りのユーザー・コール解析当りのユーザー・コール
この比率は、アプリケーションによってコンテキスト領域がどれだけ効率的に管理されてい
るかを示します。この比率が変化した場合、アプリケーションの変更に原因がある可能性が
最も高くなります。使用パターンが変化し、ユーザーが 1つのモジュールから他のモジュー
ルへ移動する頻度が増加または減少していることを示している可能性もあります。

共有 SQL領域では、この比率を最大に活用することが、Oracleの以前のバージョンほど重
要ではなくなりました。それでもこの比率を上げることによってリソース使用を軽減できま
す。

oraDbSysUserCalls / oraDbSysParseCount
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ユーザー・ロールバック率ユーザー・ロールバック率ユーザー・ロールバック率ユーザー・ロールバック率
oraDbSysUserRollbacks / (oraDbSysUserCommits + oraDbSysUserRollbacks)が、ユー
ザー・ロールバック率です。ユーザー・ロールバック率は、アプリケーションのトランザク
ションが失敗する率を示します。トランザクションのロールバックにはかなりのリソースが
使用され、トランザクションの実行に費やされたリソースがすべて無駄になったように見え
ます。

oraDbSysUserRollbacks / (oraDbSysUserCommits + oraDbSysUserRollbacks)
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MIB変数の説明の解
4

MIB変数の説明の解釈変数の説明の解釈変数の説明の解釈変数の説明の解釈

この章では、次の 6つの付録にあるMIB変数の説明に使用される形式を説明します。

バージョン 2の SNMP MIB定義の STATUS要素は、これらのMIB変数の説明に含まれてい
ないことに注意してください。OracleにはすべてのMIB変数が CURRENTとして実装され
ているので、この値は変わりません。

変数名変数名変数名変数名
構文構文構文構文
バージョン 2の SNMP MIB定義の SYNTAX要素にマップします。

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
バージョン 2の SNMP MIB定義のMAX-ACCESS要素にマップします。

ステータスステータスステータスステータス
バージョン 2の SNMP MIB定義の STATUS要素にマップします。

説明説明説明説明
変数のファンクション、使用方法および正確な導出方法を説明します。（たとえば、変数は
特定の構成ファイル・パラメータまたはパフォーマンス表フィールドから導出されます。）
適切であれば、バージョン 2のMIB定義の DESCRIPTION部分を組み込みます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
変数の論理的な範囲ではなく代表的な範囲を示します。たとえば、多くのMIB変数の整数
値の論理的範囲が 4294967295までであるのに対して、実際にインストールされたものの代
表的な範囲はもっと小さくなります。一方、大規模データベースの変数値のいくつかは、実
際にはこの論理的限界（ラップアラウンド）を超える場合があります。変数値が通常 0～
1,000または 1,000～ 30億までの範囲になるように指定すると、サードパーティの開発者が
その変数の最も便利なグラフィック表示を開発するのに役立ちます。
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変数名
重要度重要度重要度重要度
通常にインストールしたものを監視するときの、変数の重要度を示します。重要度の段階
は、「高」、「中」、「低」または「通常は使用されない」です。データベース管理者にとって
は、他の変数よりも綿密に監視する変数があります。しかし、こうした変数は、アプリケー
ション、データベースのサイズおよびデータベース管理者の目的によって、インストールご
とに異なる可能性があります。それでも、MIBにある他の変数に対する変数の重要度を評価
することで、サードパーティの開発者はほとんどのデータベース管理者にとって最も関心の
あるこれらの変数に開発努力を集中しやすくなります。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
この変数になんらかの方法で関連しているMIB、または Oracleによる実装の他のMIBの変
数をリスト表示します。たとえば、この変数の値は別のMIB変数の値から導出されます。
また、この変数の値は、別の変数の値とは逆に変化する場合があります。この情報を知って
いると、サードパーティの開発者は、関連するMIB変数用に便利なグラフィック表示を開
発できます。

表示内容表示内容表示内容表示内容
管理アプリケーションを使用しているデータベース管理者にとって最も役立つように、この
変数を表示する方法（たとえば、単純な値、ゲージまたは警告として）を示します。
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Oracleデータベース MIBの変数の解
A

OracleデータベースデータベースデータベースデータベースMIBの変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈

この付録では、プライベート OracleデータベースMIBの各変数の解釈に役立つ情報を提供
します。特に、次の表の SNMP変数を取り上げます。

� oraDbSysTable

� oraDbTablespaceTable

� oraDbDataFileTable

� oraDbLibraryCacheTable

� oraDbLibraryCacheSumTable

� oraDbSGATable

� oraDbConfigTable

� oraRepTable

� oraRepSchemaTable

� oraRepMasterSchemaTable

� oraRepSnapshotSchemaTable

� oraRepLinkTable

この付録で挙げたデータベース・インスタンスのパフォーマンス率の詳細は、第 3章
「Oracle MIBに基づいた管理アプリケーションの設計」、「最も有効なデータベース・インス
タンスのパフォーマンス率」の項を参照してください。Oracleデータベース・サーバーおよ
びこの付録で取り上げる特定の項目の詳細は、ご使用のシステム固有の『Oracle Serverリ
ファレンス・マニュアル』、『Oracle Serverアプリケーション開発者ガイド』および『Oracle 
Server概要』を参照してください。
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oraDbSysTable
oraDbSysTable
oraDbSysTableには、管理対象ノードでの現行セッションのデータベース・アクティビティ
をサポートするために使用される、様々な測定値が含まれます。この情報は、データベー
ス・インスタンスのグローバルなパフォーマンス監視に特に有用です。

oraDbSysTableの各エントリは、ノード上の現行データベース・インスタンスを表します。
各エントリには、rdbmsDbIndexによって索引が付けられます。ただし、rdbmsDbTableに
は、現在オープンされているかどうかにかかわらず、SNMPサポート用に構成された各デー
タベースを示すエントリが含まれているため、どの時点でもこれら 2つの表のエントリ間に
1対 1の対応関係が成立しているとは限りません。（この索引の詳細は、付録 D「パブリック
RDBMS MIBの変数の解釈」を参照してください。）oraDbSysTableの各変数の値は、管理
対象ノードのデータベース・インスタンスの V$SYSSTAT表に含まれる、対応するフィール
ドから直接取り出されます。

多くの場合、変数は他の変数との関連で、普通は比率として考えた場合にのみ意味を持ちま
す。次の変数の説明で取り上げる率の詳細、および Oracleデータベース・サーバーの
チューニングにおけるそれらの率の重要度については、ご使用のシステム固有の『Oracle 
Serverチューニング』を参照してください。

表表表表 A-1 oraDbSysTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbSysConsistentChanges 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.1

oraDbSysConsistentGets 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.2

oraDbSysDbBlockChanges 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.3

oraDbSysDbBlockGets 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.4

oraDbSysFreeBufferInspected 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.5

oraDbSysFreeBufferRequested 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.6

oraDbSysParseCount 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.7

oraDbSysPhysReads 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.8

oraDbSysPhysWrites 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.9

oraDbSysRedoEntries 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.10

oraDbSysRedoLogSpaceRequests 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.11

oraDbSysRedoSyncWrites 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.12

oraDbSysSortsDisk 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.13

oraDbSysSortsMemory 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.14

oraDbSysSortsRows 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.15
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oraDbSysTable
表 A-1に、oraDbSysTableの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraDbSysConsistentChanges

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの CONSISTENT CHANGESの値から直接取り出されます。この
変数の値は、問合せ整合性ポイント以降に変更が行われたために、一貫した取得操作でブ
ロックを現行の状態で受け入れることができなかった場合に、増分されます。

oraDbSysConsistentChangesは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、
一貫した変更率を算出するのに使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
2桁以上で、oraDbSysConsistentGetsより小さい値

重要度重要度重要度重要度
中

oraDbSysTableFetchRowid 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.16

oraDbSysTableFetchContinuedRow 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.17

oraDbSysTableScanBlocks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.18

oraDbSysTableScanRows 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.19

oraDbSysTableScansLong 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.20

oraDbSysTableScansShort 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.21

oraDbSysUserCalls 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.22

oraDbSysUserCommits 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.23

oraDbSysUserRollbacks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.24

oraDbSysWriteRequests 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.25

表表表表 A-1 oraDbSysTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID
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oraDbSysTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysConsistentGets

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysConsistentGets

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの CONSISTENT GETSの値から直接取り出されます。この変数
の値は、Oracle Buffer Managerが、読込み一貫性操作（問合せ）の一部としてデータベー
ス・ブロックを探し出すことを要求されるたびに増分されます。要求されたブロックが
Oracleのバッファ・キャッシュにない場合に限り、一貫した取得の結果は物理 I/Oになり
ます。

oraDbSysConsistentGetsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、ブ
ロック取得率、トランザクション当りブロック参照回数およびキャッシュ・ヒット率、変更
ブロック率および一貫した変更率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムでは、毎秒数千ずつ増分する可能性があるため、この
変数は繰り返しカウントする必要があります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysUserCommits、oraDbSysConsistentChanges、oraDbSysPhysReads、
oraDbSysDbBlockChanges、oraDbSysDbBlockGets

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysDbBlockChanges

構文構文構文構文
Counter32
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの DB BLOCK CHANGESの値から直接取り出されます。この変
数の値は、データベース・ブロックがメモリー内にあって、使用済ブロックを作成するたび
に増分されます。この統計には、データベース作業合計の概略値が示されます。

oraDbSysDbBlockChangesは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、ト
ランザクション当りブロック変更回数および変更ブロック率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムでは、毎秒数千ずつ増分する可能性があるため、この
変数は繰り返しカウントする必要があります。この変数の値は、oraDbSysConsistentGetsよ
り小さくなる傾向にあります。

重要度重要度重要度重要度
作業率またはスループットの測定値のうち、比較的重要度の低いものの 1つ

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysBlockGets、oraDbSysConsistentGets、oraDbSysUserCalls

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysDbBlockGets

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの DB BLOCK GETSの値から直接取り出されます。この変数の値
は、Oracle Buffer Managerがデータベース・ブロックを、読込み一貫性には関係なく、現
行モードで要求されるたびに増分されます。このモードは、更新するブロックを探し出す場
合や、セグメント・ヘッダーなどの制御情報にアクセスする場合に使用されます。要求され
たブロックが Oracleのバッファ・キャッシュにない場合に限り、データベース・ブロック
取得の結果は物理 I/Oになります。

oraDbSysBlockGetsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうちブロック取
得率、トランザクション当りブロック参照回数、キャッシュ・ヒット率の算出に使用されま
す。
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代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムでは、毎秒数千ずつ増分する可能性があるため、この
変数は繰り返しカウントする必要があります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysDbBlockChanges、oraDbSysConsistentGets、oraDbSysPhysReads、
oraDbSysUserCalls

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysFreeBufferInspected

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
V$SYSTATの free buffer inspectedパラメータ

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
この変数には、バッファを見つけるために、最低使用頻度（LRU）キューの末尾からスキッ
プされた再使用可能バッファの数が示されます。この値と dirty buffers inspectedの値との
差が、ビジーであったかまたは急速な老化により書込みが必要であったために使用できな
かったバッファの数です。これらのバッファは、ユーザーまたは空き待ちのユーザーがいる
か、あるいは読込みまたは書込み中です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysFreeBufferRequested

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ
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oraDbSysFreeBufferRequested

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
V$SYSTATの free buffer requestedパラメータ

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
この変数は、ブロックを作成またはロードするために空きバッファが要求された回数のカウ
ントです。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysFreeBufferInspected

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysParseCount

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの PARSE COUNT（合計）の値から直接取り出されます。この変
数では、接続されたアプリケーションおよび再帰コールから RDBMSが受け取った解析コー
ル数がカウントされます。Oracle7および Oracle8では、解析コールは多くの場合、共有
SQL領域を参照することで満たされます。この統計は、実行された解析数ではなく、コール
数のみを計測します。

oraDbSysParseCountは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、解析当
りユーザー・コール数の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。毎秒数百を超える増分率を示すことはほとんどありません。
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重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheTable変数、oraDbSysUserCalls

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysPhysReads

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの PHYSICAL READSの値から直接取り出されます。この変数の
値は、データベース・ブロックがディスク・サブシステムから取り出されるたびに増分され
ますが、マルチブロック I/Oが使用されている場合があるため、必ずしもホスト・オペレー
ティング・システムに対する I/O要求数とは一致しません。物理読込みは、SGAバッファ・
キャッシュ・ミス、障害となるスループット（競合発生）および CPU（コード・パス長）
処理として表示されます。

oraDbSysPhysReadsは、データベース・インスタンス・パフォーマンス率のうち、キャッ
シュ・ヒット率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。毎秒数百を超える増分率を示すことはほとんどありません。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysConsistentGets、oraDbSysDbBlockGets

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysPhysWrites

構文構文構文構文
Counter32
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの PHYSICAL WRITESの値から直接取り出されます。この変数の
値は、データベース・ブロックがディスクに書き込まれるたびに増分されます。すべての書
込みは、ブロックを SGAから取得し、ディスクに書き込むために使用される、DBWRと
LGWRの 2つのバックグラウンド・プロセスのどちらかによって行われます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムでは、毎秒数千ずつ増分する可能性があるため、この
変数は繰り返しカウントする必要があります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoファミリ

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysRedoEntries

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの REDO ENTRIESの値から直接取り出されます。このカウンタ
は、REDOデータがログ・バッファにコピーされるたびに増分されます。この変数は、行わ
れる変更の数によって異なります。

oraDbSysRedoEntriesは、データベース・インスタンス・パフォーマンス率のうち、REDO
ログ領域待ち率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムでは、毎秒数千ずつ増分する可能性があるため、この
変数は繰り返しカウントする必要があります。

重要度重要度重要度重要度
中
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoLogSpaceRequests、oraDbSysRedoSyncWrites、oraDbSysUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysRedoLogSpaceRequests

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの REDO LOG SPACE REQUESTSの値から直接取り出されます。
この変数では、サーバー・プロセスが REDOログのエントリを取得するために待機した回
数をカウントします。

oraDbSysRedoLogSpaceRequestsは、データベース・インスタンス・パフォーマンス率のう
ち、REDOログ領域待ち率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 10,000,000（値は 0が理想的ですが、毎秒 1または 2の増分であれば問題ありません）

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoEntries

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysRedoSyncWrites

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの REDO SYNC WRITESパラメータの値から直接取り出されま
す。この変数の値は、通常はコミットの結果として、プロセスが REDO書込みの完了を待
機するたびに増分されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 10,000,000（通常の増分値は毎秒 1未満）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoEntries、oraDbSysRedoLogSpaceRequest、oraDbSysUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysSortsDisk

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの SORTS DISKSの値から直接取り出されます。この変数は、
ディスク作業領域を割り当てなければならないソートが実行されるたびに増分されます。

oraDbSysSortsDisksは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、ソート・
オーバーフロー率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
OLTPの場合は 0

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoEntries、oraDbSysRedoLogSpaceRequest、oraDbSyncWrites、
oraDbSysSortsMemory、oraDbUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ
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oraDbSysSortsMemory

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの SORTS MEMORYの値から直接取り出されます。この変数の値
は、ディスク上に作業領域の割当てを要求しないソートが実行されるたびに増分されます。

oraDbSysSortsMemoryは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、ソー
ト・オーバーフロー率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムの場合を除き、毎秒数十を超える速度で増分すること
はほとんどありません。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoEntries、oraDbSysRedoLogSpaceRequest、oraDbSyncWrites、
oraDbSysSortsDisks、oraDbUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysSortsRows

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの SORTS ROWSの値から直接取り出されます。この変数の値は、
ディスク領域の割当てが要求されたかどうかには関係なく、ソートが実行されるたびに増分
されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295
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重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoEntries、oraDbSysRedoLogSpaceRequest、oraDbSyncWrites、
oraDbSysSortsMemory、oraDbSortsDisks、oraDbUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysTableFetchRowid

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの TABLE FETCH BY ROWIDの値から直接取り出されます。この
カウンタは、ROWID（通常は索引から回復）を使用して行がフェッチされたときに増分さ
れます。この統計は、アプリケーションに返されたかどうかにかかわらず、データベース・
エンジンが参照したすべての列を記録することに注意する必要があります。

oraDbSysTableFetchRowidは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、継
続行率および行ソース率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。最大規模のシステムでは、毎秒数万ずつ増分する可能性があるため、この
変数は繰り返しカウントする必要があります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysRedoEntries、oraDbSysRedoLogSpaceRequest、oraDbSyncWrites、
oraDbSysSortsDisks、oraDbSysTableFetchContinuedRow、oraDbSysTableScanRows、
oraDbUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ
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oraDbSysTableFetchContinuedRow

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの TABLE FETCH CONTINUED ROWの値から直接取り出されま
す。この変数の値は、2つ以上のデータベース・ブロックにまたがる行が見つかった場合、
または移行された行が ROWIDを使用して取り出された場合に増分されます。

oraDbSysTableFetchContinuedRowは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率の
うち、継続行率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
ロング LONG値を使用している場合を除いて、ほぼ 0

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysTable FetchRowid、oraDbSysTableScanRows

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysTableScanBlocks

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの TABLE SCAN BLOCKS GOTTENの値から直接取り出されま
す。走査操作の実行中には、RDBMSでは各行が連続的に取り出されます。このカウンタは、
RDBMSによる走査が新しいデータベース・ブロックに移るたびに増分されます。
OraDbSysTableScanBlocksには、走査のためにバッファ・キャッシュから一貫して読み込ま
れたデータベース・ブロックの数が示されます。この値を oraDbSysConsistentGetsの値と
比較することで、走査のために実行された一貫した読込みアクティビティの数を推測できま
す。
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代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 30億。OLTPではきわめて少なくなります。DSSアプリケーションでは毎秒数千ずつ増
分するので、この変数は明らかに繰返しカウントする必要があります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysConsistentGets

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysTableScanRows

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの TABLE SCAN ROWS GOTTENの値から直接取り出されます。
このカウンタは、走査操作中に行が処理されるたびに増分されます。ここでカウントするた
めに、行をコール元アプリケーションに解析して返す必要はないことに注意してください。

oraDbSysTableScanRowsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、行
ソース率および継続行率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 100,000,000/日

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysTableFetchContinuedRow、oraDbSysTableFetchRowid

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ
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oraDbSysTableScansLong

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの TABLE SCANS LONG TABLESの値から直接取り出されます。
ロング表とは、高水位線を下回るデータ・ブロック数が、初期化パラメータ
SMALL_TABLE_THRESHOLDの値を超える表のことです。全ロング表走査の際に参照され
たデータベース・ブロックは、LRSリストではプロンプトされません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
OLTPでは、通常は 0

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysTableScansShort

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysTableScansShort

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの TABLE SCANS SHORT TABLESの値から直接取り出されます。
ショート表は、oraDbSysTableScansLongで定義されるロング表の基準を満たさない表とし
て定義されます。ショート表とは、低水位線を上回るデータ・ブロック数が、初期化パラ
メータ LONG_TABLE_THRESHOLDの値より小さい表のことです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。毎秒数百ずつ増分する可能性があります。
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oraDbSysTable
重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysTableScansLong

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysUserCalls

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの USER CALLSの値から直接取り出されます。ユーザー・コール
には、解析、実行またはフェッチがあります。Oracle Serverには遅延および一括実行機能が
あるため、この統計は必ずしもクライアント /サーバーのメッセージ通信量と相関関係があ
るとは限りません。

oraDbSysUserCallsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、トランザ
クション当りブロック変更回数、コール率、トランザクション当りコール数、ユーザー再帰
コール率、ユーザー・コール率および解析当りユーザー・コール数の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 10,000,000/日

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysDbBlockChanges、oraDbSysParseCount、oraDbSysRecursiveCalls、
oraDbSysUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysUserCommits

構文構文構文構文
Counter32
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oraDbSysTable
最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの USER COMMITSの値から直接取り出されます。この変数に
は、正常終了および異常終了したデータベース・トランザクション数がそれぞれ記録されま
す。

oraDbSysUserCommitsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、トラ
ンザクション当りブロック参照回数、トランザクション当りコール数およびトランザクショ
ン率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
実社会のほとんどのアプリケーションでは、この値は毎秒 1未満です。

重要度重要度重要度重要度
OLTPでは、高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbBlockGets、oraDbSysConsistentGets、oraDbUserCalls

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysUserRollbacks

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATの USER ROLLBACKSの値から直接取り出されます。この変数に
は、異常終了したデータベース・トランザクション数が記録されます。

oraDbSysUserRollbacksは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、ユー
ザー・ロールバック率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中
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oraDbTablespaceTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysUserCommits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSysWriteRequests

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、V$SYSSTATのWRITE REQUESTSの値から直接取り出されます。この変数に
は、ホスト・オペレーティング・システムに対する書込み要求の数が記録されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295。毎秒数百を超える増分率を示すことはほとんどありません。

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSysPhysWrites

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbTablespaceTable
oraDbTablespaceTableには、現行の Oracleデータベース・インスタンス内の表領域に関す
る情報が含まれます。表領域は、Oracleデータベースの論理的な 1部分で、表および索引
データへの記憶域の割当てに使用されます。本番環境では、トランザクション・アクティビ
ティが増加するにつれて、表が満杯になる可能性があります。表領域アクティビティを監視
することは、表領域を使用し尽くしたり、無駄なスペースが発生したりするのを防ぐために
重要です。

oraDbTablespaceTableの各エントリは、現行データベース・インスタンス内の特定の表領域
を表します。各エントリには、まず rdbmsDbIndex、次に oraDbTablespaceIndexによって
索引が付けられます。そのため、rdbmsDbTableのエントリと、それに対応する
oraDbTablespaceTableのエントリとの間には、通常、1対多の関係が成立します。
（rdbmsDbIndexの詳細は、付録 D「パブリック RDBMS MIBの変数の解釈」を参照してく
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oraDbTablespaceTable
ださい。）oraDbTablespaceTableの各変数の現行の設定値は、対象の表領域について選択を
行う DBA_TABLESPACES、DBA_DATA_FILESおよび DBA_FREE_SPACEの結合から直接
取り出されます。

表 A-2に、これらの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

oraDbTablespaceIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
アクセス不可

説明説明説明説明
これは、1つの Oracleデータベース・インスタンス内の表領域間で一意な、番号による索引
です。この索引は、データベース・インスタンス内の表領域に対して、名前のアルファベッ
ト順に割り当てられます。ほとんどのプラットフォームでは、データベース・ファイルの数
は仕様上 1023までに制限されており、この数は事実上の上限です。一部の管理者は、表領
域とデータベース・ファイルとが 1対 1に対応することを好みますが、複数のファイルで 1
つの表領域を構成することもできます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 1,000

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbTablespaceName、rdbmsDbIndex

表表表表 A-2 oraDbTablespaceTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbTablespaceIndex 1.3.6.1.4.1.111.4.1.2.1.1

oraDbTablespaceName 1.3.6.1.4.1.111.4.1.2.1.2

oraDbTablespaceSizeAllocated 1.3.6.1.4.1.111.4.1.2.1.3

oraDbTablespaceSizeUsed 1.3.6.1.4.1.111.4.1.2.1.4

oraDbTablespaceState 1.3.6.1.4.1.111.4.1.2.1.5

oraDbTablespaceLargestAvailableChunk 1.3.6.1.4.1.111.4.1.2.1.6
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oraDbTablespaceTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

oraDbTablespaceName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
DBA_TABLESPACESの TABLESPACE-NAMEの値から取り出した、この表領域の名前を示
します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 30文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbTablespaceIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraDbTablespaceSizeAllocated

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この表領域に割り当てられたディスク領域の量（KB単位）を示します。この値は、表領域
に関連付けられたデータ・ファイルのサイズの合計です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 10GB
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oraDbTablespaceTable
重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbTablespaceSizeUsed

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraDbTablespaceSizeUsed

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データを格納するために実際に使用されているディスク領域の量（KB単位）を示します。
この値は、表領域に関連付けられたデータ・ファイルのサイズの合計と、表領域に関連付け
られた空き領域のサイズとの差です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ oraDbTablespaceSizeAllocatedの値

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbTablespaceSizeAllocated

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraDbTablespaceState

構文構文構文構文
INTEGER (1)オンライン (2)オフラインおよび (3)無効

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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oraDbTablespaceTable
説明説明説明説明
DBA_TABLESPACESの STATUSの値から取り出した、この表領域の現行のアクセス可能性
を示します。表領域がオフライン (2)の場合、SQL文では表領域に含まれるオブジェクトを
参照できません。無効 (3)な表領域とは、すでに削除された表領域のことです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1～ 3

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列またはアイコン

oraDbTablespaceLargestAvailableChunk

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
表領域内にある連続した空きデータ・ブロックの最大の集まりのサイズ（KB単位）を示し
ます。この変数は、DBA_TABLESの NEXT_EXTENTの値から直接取り出されます。表領域
内に、NEXT_EXTENTの値がレイアウト・チャンクより大きいオブジェクトがある場合は、
このオブジェクトは拡張できません。これは、重大な問題を引き起こすこともあります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
oraDbTablespaceSizeAllocatedから oraDbTablespaceSizeUsedを引いた値以下

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbTablespaceSizeAllocated、oraDbTablespaceSizeUsed

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ
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oraDbDataFileTable
oraDbDataFileTable
oraDbDataFileTableには、管理対象ノードの現行データベース・インスタンス内にあるデー
タ・ファイルに関する情報が含まれます。データ・ファイルには、データベースのデータに
割り当てられたディスク領域が示されます。データ・ファイルを監視することは、ファイル
内の領域がまもなく使用し尽くされるかどうかを判断したり、特にディスクのキューの長さ
を測定する方法が他にないプラットフォームで、ディスク上のデータにアクセスする際の
O/Sの応答時間を判断するために重要です。

oraDbDataFileTableの各エントリは、ノード上の現行データベース・インスタンス内の特定
のデータ・ファイルを表します。各エントリには、まず rdbmsDbIndexによって、次に
oraDbDataFileIndexによって索引が付けられます。そのため rdbmsDbTableのエントリと、
それに対応する oraDbDataFileTableエントリとの間には、通常は 1対多の関係が成立しま
す。（rdbmsDbIndexの詳細は、付録 D「パブリック RDBMS MIBの変数の解釈」を参照し
てください。）oraDbDataFileTableの各変数の現行の設定値は、そのデータベース・インス
タンス内の指定したデータ・ファイルの、V$FILESTATまたは DBA_DATA_FILESの対応
するフィールドから直接取り出されます。

表 A-3に、oraDbDataFileTableの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

oraDbDataFileIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 214748364)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
アクセス不可

表表表表 A-3 oraDbDataFileTable変数および対応する変数および対応する変数および対応する変数および対応する ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbDataFileIndex 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.1

oraDbDataFileName 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.2

oraDbDataFileSizeAllocated 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.3

oraDbDataFileDiskReads 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.4

oraDbDataFileDiskWrites 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.5

oraDbDataFileDiskReadBlocks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.6

oraDbDataFileDiskWrittenBlocks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.7

oraDbDataFileDiskReadTimeTicks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.8

oraDbDataFileDiskWriteTimeTicks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.3.1.9
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oraDbDataFileTable
説明説明説明説明
これは、1つの表領域に関連付けられたデータ・ファイル間で一意な、番号による索引です。
oraDbDataFileIndexの値は、DBA_DATA_FILESの FILE_IDの値から直接取り出されます。
小規模なデータベースの場合、通常は 1つの表領域に 1つのデータ・ファイルが含まれま
す。典型的な大規模データベース（80GB）の場合、1つの表領域に 200のデータファイルが
含まれます。上限は、1023にハードコーディングされています。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 400

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

oraDbDataFileName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータ・ファイルの完全修飾名を示します。この値は、DBA_DATA_FILESの
FILE_NAMEの値から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
10～ 100文字。約 15文字がロー・パーティション用。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbTablespaceName（ファイルが表領域のメンバーであるため）

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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oraDbDataFileTable
oraDbDataFileSizeAllocated

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
DBA_DATA_FILESの BYTESの値から取り出した、データ・ファイルに割り当てられたサ
イズ（KB単位）を示します。現時点で使用済となっている領域の量を示します。領域を使
用し尽くすと、このデータ・ファイルでサポートされる表によっては、データベースを停止
しなければならない場合があるため、この変数を監視することは重要です。ただし、通常
は、データ・ファイルをもう 1つ表領域に追加することで問題を解決できます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
100MB～ 2GB

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraDbDataFileDiskReads

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンスの起動後にこのデータ・ファイルに対して発行された読込みの
総数を、V$FILESTATの PHYRDSの値から取り出して示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
10,000～ 100,000またはそれ以上。インスタンスの存続期間によって異なります。

重要度重要度重要度重要度
低
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oraDbDataFileTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbDataFileDiskReadBlocks、oraDbDataFileDiskReadTimeTicks

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbDataFileDiskWrites

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンスの起動後にこのデータ・ファイルに対して発行された書込みの
総数を、V$FILESTATの PHYWRTSの値から取り出して示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
10,000～ 100,000またはそれ以上。インスタンスの存続期間によって異なります。

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbDataFileDiskWriteBlocks、oraDbDataFileDiskWriteTimeTicks

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbDataFileDiskReadBlocks

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンスの起動後にこのデータ・ファイルから読み込まれた物理ブロッ
クの総数を示します。この値は、V$FILESTATの PHYBLKRDの値から取り出されます。読
み込まれたバイト数は、この値に oraDbConfigDbBlockSizeの値（通常は 2KB）を掛けると
算出できます。
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oraDbDataFileTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
10,000～ 100,000またはそれ以上。インスタンスの存続期間によって異なります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigDbBlockSize、oraDbDataFileDiskReads

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbDataFileDiskWrittenBlocks

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後にこのデータ・ファイルに書き込まれた物理ブロックの
総数を示します。この値は、V$FILESTATの PHYBLKWRTの値から取り出されます。書き
込まれたバイト数は、この値に INIT.ORAパラメータの DB_BLOCK_SIZE（通常は 2KB）
の値を掛けると算出できます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
10,000～ 100,000またはそれ以上。インスタンスの存続期間によって異なります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbDataFileDiskWrites

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbDataFileDiskReadTimeTicks

構文構文構文構文
Counter32
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
INIT.ORAパラメータの TIMED_STATISTICSが TRUEの場合に、データベース・インスタ
ンス起動後にこのデータ・ファイルへの書込みに費やした時間を示します。（UNIXプラッ
トフォームでは、10msを 1ティックとして計測されます。）TIMED_STATISTICSが FALSE
の場合には、値 0が返されます。oraDbDataFileDiskReadTimeTicksの値は、V$FILESTAT
の READTIMの値から取り出されます。

ブロック当りの I/O実行の所要時間を知ることが統計として重要であるため、この合計の測
定値を知ることは、あまり重要ではありません。読込み実行の平均時間が、常に 2ティック
を超えている場合には、I/Oサブシステムの応答時間に問題があります。ほとんどの高性能
ディスク・ドライブでは、ディスク上のどのセクターでも 10ms以内で容易に見つけ出すこ
とができます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbDataFileDiskReads

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロック

oraDbDataFileDiskWriteTimeTicks

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
INIT.ORAパラメータの TIMED_STATISTICSが TRUEの場合に、データベース・インスタ
ンス起動後にこのデータ・ファイルへの書込みに費やした時間を示します。（UNIXプラッ
トフォームでは、10msを 1ティックとして計測されます。）TIMED_STATISTICSが FALSE
の場合には、値 0が返されます。oraDbDataFileDiskWriteTimeTicksの値は、V$FILESTAT
のWRITETIMの値から取り出されます。

ブロック当りの I/O実行の所要時間を知ることが統計として重要であるため、この合計の測
定値を知ることは、あまり重要ではありません。ミラーリングされていないデータに対する
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書込み実行の平均時間が常に 3ティックを超えている場合には、I/Oサブシステムの応答時
間に問題があります。ほとんどの高性能ディスク・ドライブでは、15ms以内で容易に書込
みを実行できます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
アクセスの多いデータベースの場合、約 3日間連続のインスタンス操作で 2147483647を上
限として、繰り返しカウント可能

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbDataFileDiskWrites

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロック

oraDbLibraryCacheTable
oraDbLibraryCacheTableには、データベース・インスタンスが最後に起動されてからのラ
イブラリ・キャッシュ・アクティビティを測定する変数が含まれます。ライブラリ・キャッ
シュとは、共有 SQLおよび PL/SQL領域を収めたメモリー構造です。ライブラリ・キャッ
シュを監視することは、Oracleの共有プールのサイズを変更する必要があるかどうかを判断
するために重要です。

oraDbLibraryCacheTableの各エントリは、ノード上の現行データベース・インスタンス内
の特定のライブラリ・キャッシュを表します。各エントリには、まず rdbmsDbIndex、次に
oraDbLibraryCacheIndexによって索引が付けられます。そのため、rdbmsDbTableのエン
トリと、それに対応する oraDbLibraryCacheTableのエントリとの間には、通常は 1対多の
関係が成立します。（rdbmsDbIndexの詳細は、付録 D「パブリック RDBMS MIBの変数の
解釈」を参照してください。）oraDbLibraryCacheTableの各変数の現行の設定値は、その
データベース・インスタンス内の指定したライブラリ・キャッシュの、V$LIBRARYCACHE
表の対応するフィールドから直接取り出されます。
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表 A-4に、oraDbLibraryCacheTableの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

oraDbLibraryCacheIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
oraDbLibraryCacheTableの各行に対する一意の整数

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
8のみ

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheNameSpace

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

表表表表 A-4 oraDbLibraryCacheTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbLibraryCacheIndex 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.1

oraDbLibraryCacheNameSpace 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.2

oraDbLibraryCacheGets 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.3

oraDbLibraryCacheGetHits 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.4

oraDbLibraryCachePins 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.5

oraDbLibraryCachePinHits 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.6

oraDbLibraryCacheReloads 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.7

oraDbLibraryCacheInvalidations 1.3.6.1.4.1.111.4.1.4.1.8
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oraDbLibraryCacheNameSpace

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この行が関連付けられている、V$LIBRARYCACHE表の名前領域を示します。この値は、
V$LIBRARYCACHEの NAMESPACEの値から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 30文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraDbLibraryCacheGets

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、システムがこの名前領域内のライブラリ・オブジェ
クトへのハンドルを要求した回数を示します。oraDbLibraryCacheGetsの値は、
V$LIBRARYCACHEの GETSの値から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 50,000/日

重要度重要度重要度重要度
中
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheGetHits

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheGetHits

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、ハンドルがすでにキャッシュ内に割り当てられてい
た回数を示します。oraDbLibraryCacheGetHitsの値は、V$LIBRARYCACHEの GETHITS
の値から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheGets

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCachePins

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、システムがキャッシュ内のオブジェクトにアクセス
するために、ピン要求を発行した回数を示します。oraDbLibraryCachePinsの値は、
V$LIBRARYCACHEの PINSの値から取り出されます。
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oraDbLibraryCachePinsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、ライ
ブラリ・キャッシュ・ミス率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryPinHits、oraDbLibraryCacheReloads

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCachePinHits

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、システムがピンしているオブジェクトがキャッシュ
内にすでに割り当てられ、初期化されていた回数を示します。oraDbLibraryCachePinHits
の値は、V$LIBRARYCACHEの PINHITSの値から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCachePins

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheReloads

構文構文構文構文
Counter32
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、ライブラリ・オブジェクトが老化または無効化した
ため、再初期化およびデータの再ロードを行わなければならなかった回数を示します。
oraDbLibraryCacheReloadsの値は、V$LIBRARYCACHEの RELOADSの値から取り出され
ます。

oraDbLibraryCacheReloadsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、
ライブラリ・キャッシュ・ミス率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCachePins

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheInvalidations

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、持続しないライブラリ・オブジェクト（たとえば共
有 SQL領域）が無効化した回数を示します。oraDbLibraryCacheInvalidationsの値は、
V$LIBRARYCACHEの INVALIDATIONSの値から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし
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表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheSumTable
LibraryCacheSumTableでは、LibraryCacheTableで 1つのデータベース・インスタンス内
の各キャッシュについて個別に追跡するのと同じ情報を、すべてのライブラリ・キャッシュ
について包括的に追跡します。これは主に便宜を図るためのものです。

oraDbLibraryCacheSumGets

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、システムがこの名前領域内のライブラリ・オブジェ
クトへのハンドルを要求した回数を示します。oraDbLibraryCacheSumGetsの値は、
V$LIBRARYCACHEの GETSの値から導出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 50,000/日

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheSumGetHits

表表表表 A-5 oraDBLibraryCacheSumTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbLibraryCacheSumGets 1.3.6.1.4.1.111.4.1.5.1.1

oraDbLibraryCacheSumGetHits 1.3.6.1.4.1.111.4.1.5.1.2

oraDbLibraryCacheSumPins 1.3.6.1.4.1.111.4.1.5.1.3

oraDbLibraryCacheSumPinHits 1.3.6.1.4.1.111.4.1.5.1.4

oraDbLibraryCacheSumReloads 1.3.6.1.4.1.111.4.1.5.1.5

oraDbLibraryCacheSumInvalidations 1.3.6.1.4.1.111.4.1.5.1.6
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表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheSumGetHits

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、ハンドルがすでにキャッシュ内に割り当てられてい
た回数を示します。oraDbLibraryCacheSumGetHitsの値は、V$LIBRARYCACHEの
GETHITSの値から導出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheSumGets

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheSumPins

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、システムがキャッシュ内のオブジェクトにアクセス
するために、ピン要求を発行した回数を示します。oraDbLibraryCacheSumPinsの値は、
V$LIBRARYCACHEの PINSの値から導出されます。

oraDbLibraryCacheSumPinsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のうち、
ライブラリ・キャッシュ・ミス率の算出に使用されます。
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代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryPinHits、oraDbLibraryCacheSumReloads

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheSumPinHits

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、システムがピンしているオブジェクトがキャッシュ
内にすでに割り当てられ、初期化されていた回数を示します。
oraDbLibraryCacheSumPinHitsの値は、V$LIBRARYCACHEの PINHITSの値から導出さ
れます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheSumPins

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheSumReloads

構文構文構文構文
Counter32
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、ライブラリ・オブジェクトが老化または無効化した
ため、再初期化およびデータの再ロードを行わなければならなかった回数を示します。
oraDbLibraryCacheSumReloadsの値は、V$LIBRARYCACHEの RELOADSの値から導出さ
れます。

oraDbLibraryCacheSumReloadsは、データベース・インスタンスのパフォーマンス率のう
ち、ライブラリ・キャッシュ・ミス率の算出に使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbLibraryCacheSumPins

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbLibraryCacheSumInvalidations

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンス起動後に、持続しないライブラリ・オブジェクト（たとえば共
有 SQL領域）が無効化した回数を示します。oraDbLibraryCacheSumInvalidationsの値は、
V$LIBRARYCACHEの INVALIDATIONSの値から導出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし
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表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDbSGATable
oraDbSGATableには、現行のシステム・グローバル領域（SGA）についての記憶域割当て
情報が含まれます。SGAは、現行のセッションをサポートする情報のための共通のデータ
ベース記憶域です。oraDbSGATableの属性の値は INIT.ORAファイルで構成されるため、
データベース・インスタンスの実行中にはこれらの値は変更されません。そのため、この集
合体レベルでの SGAを監視することは、他のデータベース構造体の場合ほど重要ではあり
ません。

oraDbSGATableの各エントリは、ノード上の現行データベース・インスタンスの SGAを表
します。各エントリには、rdbmsDbIndexによって索引が付けられます。ただし、
rdbmsDbTableには、アクティブにオープンされているかどうかにかかわらず、SNMPサ
ポート用に構成されたインストール済の各データベースを示すエントリが含まれているた
め、どの時点でもこれら 2つの表のエントリ間に 1対 1の対応関係が成立しているとは限り
ません。（rdbmsDbIndexの詳細は、付録 D「パブリック RDBMS MIBの変数の解釈」を参
照してください。）oraDbSGATableの各変数の現行の設定値は、そのデータベース・インス
タンスの V$SGA表内の対応するフィールドから直接取り出されます。

表 A-6に、oraDbSGATableの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

oraDbSGAFixedSize

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
V$SGASTATに示された、SGAの固定サイズ部分のサイズ（KB単位）

表表表表 A-6 oraDbSGATable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbSGAFixedSize 1.3.6.1.4.1.111.4.1.6.1.1

oraDbSGAVariableSize 1.3.6.1.4.1.111.4.1.6.1.2

oraDbSGADatabaseBuffers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.6.1.3

oraDbSGARedoBuffers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.6.1.4
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代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSGAVariableSize

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純な整数値

oraDbSGAVariableSize

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
V$SGASTATに示された、SGAの可変サイズ部分のサイズ（KB単位）

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSGAFixedSize

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純な整数値

oraDbSGADatabaseBuffers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
V$SGASTATに示された、SGAに割り当てられたデータベース・バッファの数

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
4KB～ 2GB

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSGARedoBuffers

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純な整数値

oraDbSGARedoBuffers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
V$SGASTATに示された、SGAに割り当てられた REDOバッファの数

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbSGADatabaseBuffers

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純な整数値

oraDbConfigTable
oraDbConfigTableには、値が V$PARAMETER表から直接取り出される変数が含まれます。
これらのパラメータによって、システム全体のリソースを制御し、このMIBの残りの変数
の値を変更できます。この表には、データベース・インスタンスのパフォーマンス監視タス
クに密接に関連する初期化パラメータが含まれます。これらのパラメータに使用しやすい固
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定オブジェクト IDを割り当てることで、これらのパラメータを、影響を受けるダイナミッ
ク・パフォーマンス値と一緒に簡単にグラフ表示できます。これらのパラメータの詳細は、
ご使用のシステム固有の『Oracle Serverリファレンス・マニュアル』および『Oracle Server
概要』を参照してください。

oraDbConfigTable内の各エントリには、rdbmsDbIndexによって索引が付けられます。た
だし、rdbmsDbTableには、アクティブにオープンされているかどうかにかかわらず、イン
ストール済の各データベースを示すエントリが含まれているため、どの時点でもこれら 2つ
の表のエントリ間に 1対 1の対応関係が成立しているとは限りません。（rdbmsDbIndexの
詳細は、付録 D「パブリック RDBMS MIBの変数の解釈」を参照してください。）

表 A-7に、oraDbConfigTableの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

表表表表 A-7 oraDbConfigTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDbConfigDbBlockBuffers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.1

oraDbConfigDbBlockCkptBatch 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.2

oraDbConfigDbBlockSize 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.3

oraDbConfigDbFileSimWrites 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.4

oraDbConfigDbMultiBlockReadCount 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.5

oraDbConfigDbWriters 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.6

oraDbConfigDistLockTimeout 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.7

oraDbConfigDistRecoveryConnectHold 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.8

oraDbConfigDistTransactions 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.9

oraDbConfigLogArchiveBufferSize 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.10

oraDbConfigLogArchiveBuffers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.11

oraDbConfigLogBuffer 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.12

oraDbConfigLogCheckpointInteval 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.13

oraDbConfigLogCheckpointTimeout 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.14

oraDbConfigLogFiles 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.15

oraDbConfigLogSmallEntryMax 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.16

oraDbConfigMaxRollbackSegments 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.17

oraDbConfigMaxDispatchers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.18

oraDbConfigMTSMaxServers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.19

oraDbConfigMTSServers 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.20
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oraDbConfigDbBlockBuffers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DB_BLOCK_BUFFERSパラメータから直接取り出
されます。SGAのメモリー内にキャッシュされたデータベース・ブロック数を示します。こ
のパラメータは、SGAサイズおよびデータベース・インスタンスのパフォーマンスを決定す
るための最も重要な要素です。各ブロックのサイズは、oraDbConfigDbBlockSizeを使用す
ることで決定できます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigDbBlockSize

oraDbConfigOpenCursors 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.21

oraDbConfigOpenLinks 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.22

oraDbConfigOptimizerMode 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.23

oraDbConfigProcesses 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.24

oraDbConfigSerializable 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.25

oraDbConfigSessions 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.26

oraDbConfigSharedPool 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.27

oraDbConfigSortAreaSize 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.28

oraDbConfigSortAreaRetainedSize 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.29

oraDbConfigTransactions 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.30

oraDbConfigTransactionsPerRollback 1.3.6.1.4.1.111.4.1.7.1.31

表表表表 A-7 oraDbConfigTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID
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表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigDbBlockCkptBatch

構文構文構文構文
INTEGER (0～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DB_BLOCK_CHECKPOINT_BATCHパラメータか
ら直接取り出されます。DBWRプロセスがチェックポイント専用の 1つのバッチで書き込む
ブロックの最大数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigDbBlockSize

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DB_BLOCK_SIZEパラメータから直接取り出されま
す。データベース用のデータベース・ブロックのサイズをバイト単位で示します。この情報
は、他の多くの変数にとって重要です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1024～ 8192（O/Sに依存）
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重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigDbFileSimWrites

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DB_FILE_SIMULTANEOUS_WRITESパラメータか
ら直接取り出されます。DBWRで書き込む場合の、各データベース・ファイルに対する同時
書込み（バッチ）の数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigDbMultiBlockReadCount

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNTパラメー
タから直接取り出されます。順次走査中に 1回の I/O操作で読み込むブロックの最大数を示
します。デフォルトは、INIT.ORAファイルの DB_BLOCK_BUFFERSおよび PROCESSES
パラメータの関数です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
値は 4～ 32の範囲が適切です。実際の最大値はオペレーティング・システムによって異な
ります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigDbBlockBuffers、oraDbConfigDbProcesses

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigDistLockTimeout

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DISTRIBUTED_LOCK_TIMEOUTパラメータから
直接取り出されます。分散トランザクションがロックされたリソースを待機する時間（秒単
位）を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロックまたは単純文字列
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oraDbConfigDistRecoveryConnectHold

構文構文構文構文
INTEGER (0～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの
DISTRIBUTED_RECOVERY_CONNECTION_HOLD_TIMEパラメータから直接取り出され
ます。分散トランザクションが失敗した後、接続を再確立せずに通信の復旧を待つために、
リモート接続をオープン状態に保持する時間（秒単位）を示します。この変数を 1800を超
える値に設定すると、接続がクローズされなくなります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 1800

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロックまたは単純文字列

oraDbConfigDistTransactions

構文構文構文構文
INTEGER (0～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの DISTRIBUTED_TRANSACTIONSパラメータから
直接取り出されます。データベースが同時に関与できる分散トランザクションの最大数を示
します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 2147483647
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重要度重要度重要度重要度
なし

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigDistTransactions

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigLogArchiveBufferSize

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの LOG_ARCHIVE_BUFFER_SIZEパラメータから直
接取り出されます。REDOログ・ブロック（オペレーティング・システム・ブロック）内の
各アーカイブ・バッファのサイズを示します。ほとんどのアプリケーションには、デフォル
ト値で十分です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigLogArchiveBuffers、oraDbConfigLogBuffer

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigLogArchiveBuffers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの LOG_ARCHIVE_BUFFERSパラメータから直接取
り出されます。アーカイブ用に割り当てられたバッファの数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigLogArchiveBufferSize、oraDbConfigLogBuffer

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigLogBuffer

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの LOG_BUFFERパラメータから直接取り出されます。
SGAの REDOログ・バッファに割り当てられたバイト数を示します。アクセスの多いシス
テムの場合、65536以上の値でも多すぎることはありません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1,000～ 100,000

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigLogArchiveBuffers、oraDbConfigLogArchiveBufferSize

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列
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oraDbConfigLogCheckpointInterval

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの LOG_CHECKPOINT_INTERVALパラメータから
直接取り出されます。次のチェックポイントが発生するまでの経過時間（秒単位）を示しま
す。値を 0に設定すると、時間ベースのチェックポイントが使用不可になります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigLogCheckpointTimeout

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロックまたは単純文字列

oraDbConfigLogCheckpointTimeout

構文構文構文構文
INTEGER (0～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの LOG_CHECKPOINT_TIMEOUTパラメータから直
接取り出されます。チェックポイント間の経過時間（秒単位）を示します。値を 0に設定す
ると、時間ベースのチェックポイントが使用不可になります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigLogCheckpointInterval

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロックまたは単純文字列

oraDbConfigLogFiles

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの LOG_FILESパラメータから直接取り出されます。
ログ・グループの最大数を示します。この変数によって、データベース・インスタンス実行
時にオープンできる REDOログ・ファイルの最大数が指定されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigMaxRollbackSegments

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルのMAX_ROLLBACK_SEGMENTSパラメータから直
接取り出されます。SGA内のロールバック・セグメント・キャッシュの最大サイズを示しま
す。
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代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 65536

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigMTSMaxDispatchers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルのMTS_MAX_DISPATCHERSパラメータから直接取
り出されます。同時に実行できるディスパッチャ・プロセスの最大数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigMTSMaxServers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルのMTS_MAX_SERVERSパラメータから直接取り出さ
れます。同時に実行できる共用サーバー・プロセスの最大数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigMTSServers

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルのMTS_SERVERSパラメータから直接取り出されま
す。インスタンス起動時に作成されるサーバー・プロセスの数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigOpenCursors

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの OPEN_CURSORSパラメータから直接取り出されま
す。1人のユーザーのプロセスが一度に持つことができるオープン・カーソル（コンテキス
ト領域）の最大数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigOpenLinks

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの OPEN_LINKSパラメータから直接取り出されます。
1つのユーザー・プロセスで同時にオープンできる、リモート・データベース・インスタン
スへの接続の最大数を示します。このパラメータは、分散トランザクションに使用される接
続のみを参照します。アプリケーション接続として指定された、リモート・データベース・
インスタンスへの直接接続はカウントされません。このパラメータを 0に設定すると、分散
トランザクションは使用できなくなります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 255

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし
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表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigOptimizerMode

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの OPTIMIZER_MODEパラメータから直接取り出さ
れます。このパラメータを RULEに設定すると、問合せでヒントを指定した場合を除き、
ルールベースの最適化が使用されます。COSTに設定すると、SQL文でアクセスされる少な
くとも 1つの表のディクショナリに関する統計がある場合には、オプティマイザではその
SQL文に対してコストベースのアプローチが使用されます。（そうでない場合には、ルール
ベースのアプローチが使用されます。）

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
RULE/COST

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigSessions

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列

oraDbConfigProcesses

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの PROCESSESパラメータから直接取り出されます。
複数プロセス操作を行うために、このパラメータには 1つの Oracle Serverに同時に接続で
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きるユーザー・プロセスの最大数を指定します。PROCESSESパラメータは、INIT.ORAの
SESSIONSパラメータを導出するために使用されます。デフォルトは 50です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
6～ O/S依存の上限値

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigSessions、oraDbConfigTransactions

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigSerializable

構文構文構文構文
TruthValue

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの SERIALIZABLEパラメータから直接取り出されま
す。値が TRUEの場合は、問合せを含んだトランザクションがコミットされるまで、読み込
まれたオブジェクトが更新されないように、問合せに表レベルの読込みロックが付与されま
す。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
TRUE/FALSE

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列
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oraDbConfigSessions

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの SESSIONSパラメータから直接取り出されます。
ユーザーおよびシステム・セッションの合計数を示します。パラメータのデフォルト値は、
INIT.ORAの PROCESSESパラメータの値に 1.1を掛けて導出します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigProcesses

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigSharedPool

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの SHARED_POOL_SIZEパラメータから直接取り出
されます。共有プールのサイズ（バイト単位）を示します。共有プールには、共有カーソル
およびストアド・プロシージャが含まれます。デフォルトは 3.5MBです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
300KB～ O/S依存の上限値

重要度重要度重要度重要度
中
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigSortAreaSize

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの SORT_AREA_SIZEパラメータから直接取り出され
ます。外部（ディスク）ソート用の PGAメモリーの最大量（バイト単位）を示します。ほ
とんどのデータベース操作には、デフォルト値（O/Sに依存）で十分です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
なし

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigRetainedSize、oraDbConfigSortSpaceMapSize

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigSortAreaRetainedSize

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの SORT_AREA_RETAINED_SIZEパラメータから直
接取り出されます。メモリー内ソート用のセッション・メモリーの最大量（バイト単位）を
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示します。デフォルト値は、INIT.ORAの SORT_AREA_SIZEパラメータに割り当てられた
値と同じです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ oraDbConfigSortAreaSizeの値

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraConfigSortAreaSize

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigTransactions

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの TRANSACTIONSパラメータから直接取り出されま
す。同時トランザクションの最大数を示します。デフォルト値は、INIT.ORAの
PROCESSESパラメータの値に 1.1を掛けた値です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigProcesses

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraDbConfigTransactionsPerRollback

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)
A-60　Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド



oraRepTable
最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数の値は、INIT.ORAファイルの TRANSACTIONS_PER_ROLLBACK_SEGMENTパ
ラメータから直接取り出されます。1つのロールバック・セグメントで許可される同時トラ
ンザクションの数を示します。デフォルトは 30です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ O/S依存の上限値

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigTransactions

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraRepTable
oraRepTableには、現行データベース内のレプリケートされたスキーマについての概要が含
まれます。リモート・サイトにレプリケートされるスキーマの数をカウントして表示するば
かりでなく、現行ノードに関する問題をレポートします。これらの問題には、レプリケート
されたデータの伝播または受信不能が含まれます。

oraRepPending2PhaseCommits

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

表表表表 A-8 oraRepTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraRepPending2PhaseCommits 1.3.6.1.4.1.111.4.3.1.1.1

oraRepDisabledTriggers 1.3.6.1.4.1.111.4.3.1.1.2

oraRepInvalidPackages 1.3.6.1.4.1.111.4.3.1.1.3

oraRepSchemas 1.3.6.1.4.1.111.4.3.1.1.4
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説明説明説明説明
この変数は、PREPARED状態で失敗した分散トランザクションの数を示します。データ
ベース間で同期通信が行われている場合に、構成を監視するために使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0

重要度重要度重要度重要度
この変数の値は、コミット・プロセス中に障害が発生したため未解決のまま残っている分散
トランザクションの数を示します。これは障害の影響を測定するために役立ちます。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepLinkErrors

表示内容表示内容表示内容表示内容
エラー・インジケータ

oraRepDisabledTriggers

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、使用不可にされているレプリケーション・トリガーの数を示します。トリガー
はローカルでの変更をリモート・データベースに伝播するためのメカニズムなので、レプリ
ケーション・トリガーを使用不可にすると、レプリケーション環境内のデータベースの同期
がとれなくなります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0

重要度重要度重要度重要度
レプリケーション・トリガーを使用不可にした状態で、レプリケートされた表に加えた変更
は、リモート・サイトには伝播されません。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepInvalidPackages

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたはエラー・インジケータ（>0の場合）
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oraRepInvalidPackages

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、無効にされているレプリケーション・パッケージの数を示します。これらの
パッケージはリモートでの変更をローカル・データベースに伝播するためのメカニズムなの
で、レプリケーション・パッケージを無効にすると、レプリケーション環境内のデータベー
スの同期がとれなくなります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0

重要度重要度重要度重要度
レプリケーション・パッケージを無効にすると、エラー・キュー内のトランザクション数が
増加する場合があります。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepDisabledTriggers

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたはエラー・インジケータ（>0の場合）

oraRepSchemas

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、ローカル・ノード内でレプリケーションに関係するスキーマの数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
ローカル・サイトでレプリケーションに関連するデータベース・スキーマの数
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepSchemaName

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraRepSchemaTable
oraRepSchemaTableには、現行のサイトにあるレプリケートされたデータベース・スキーマ
に関する情報が含まれます。レプリケートされたそれぞれのスキーマには、この表のインス
タンスが 1つずつ対応します。

これらの変数の値は、レプリケーション・カタログから直接取り出されます。現行のレプリ
ケーション環境のステータス（通常、静止中、静止）および構成（レプリケーション・サイ
トのタイプ、およびリモートのレプリケーション・サイトへのデータベース・リンク）は、
レプリケーション環境を視覚的に表示する場合に便利です。

oraRepSchemaIndex

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
これは、データベースに含まれるレプリケーション・スキーマ間で一意な、番号による索引
です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

表表表表 A-9 oraRepSchemaTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraRepSchemaIndex 1.3.6.1.4.1.111.4.3.2.1.1

oraRepSchemaName 1.3.6.1.4.1.111.4.3.2.1.2

oraRepSchemaType 1.3.6.1.4.1.111.4.3.2.1.3

oraRepSchemaStatus 1.3.6.1.4.1.111.4.3.2.1.4

oraRepSchemaLinks 1.3.6.1.4.1.111.4.3.2.1.5
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重要度重要度重要度重要度
スキーマに一意 IDを付与します。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraRepSchemaName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
これは、レプリケートされたスキーマの名前です。この名前は、そのスキーマのレプリケー
ションに関係するすべてのサイトで同一でなければなりません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
有効な Oracle ID

重要度重要度重要度重要度
レプリケートされたスキーマを識別します。レプリケーション環境を視覚的に表示する場合
に便利です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepSchemaType

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraRepSchemaType

構文構文構文構文
INTEGER{マスター定義 (1)、マスター (2)、スナップショット (3)}

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
この変数は、レプリケートされたスキーマがマスター定義スキーマまたはマスター・スキー
マ、スナップショット・スキーマのいずれであるかを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
ほとんどのレプリケーション管理タスクは、マスター定義サイトでしか実行できません。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepSchemaName

表示内容表示内容表示内容表示内容
色インジケータまたは単純文字列

oraRepSchemaStatus

構文構文構文構文
INTEGER{通常 (1)、静止処理中 (2)、静止 (3)}

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、レプリケートされたスキーマの状態を示します。静止状態の場合、レプリケー
ション・アクティビティは一時停止され、スキーマの変更が可能になります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 3

重要度重要度重要度重要度
それぞれの値の意味は次のとおりです。

1. レプリケーション環境の通常の動作状態です。

2. レプリケーション・アクティビティでは、一時停止するためのプロセスを実行中です。

3. レプリケーション・アクティビティは使用不可になっています。これは通常、管理作業
を行う場合に指定します。

スナップショット・サイトは、常に状態 1（通常）です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepSchemaType
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oraRepMasterSchemaTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
色インジケータまたは単純文字列

oraRepSchemaLinks

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数には、レプリケーションのためにスキーマで使用されるデータベース・リンクの数
が示されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
マスターの場合、ローカル・サイトから各リモート・マスターへのデータベース・リンクが
少なくとも 1つ必要です。

スナップショットの場合、スナップショット・サイトからマスターへのデータベース・リン
クが少なくとも 1つ必要です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepLinkName

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraRepMasterSchemaTable
oraRepMasterSchemaTableには、現行のマスター・サイトまたはマスター定義サイトにあ
る、レプリケートされたスキーマの固有の情報が含まれます。現行のサイトにあるレプリ
ケートされたそれぞれのスキーマには、この表のインスタンスが 1つずつ対応します。これ
らの値は、レプリケーション・カタログから直接取り出されます。

この表の値は、複数マスター構成を視覚的に表示する場合に便利です。マスター・サイトお
よびマスター定義サイトには、スナップショット・サイトへのデータベース・リンクは必要
ありません。現在のところ、スナップショット・スキーマは、関係付けられたサイトのレプ
リケーション・カタログには登録されません。任意のレプリケーション環境にある
oraRepMasterSchemaTableを考えた場合、すべてのスナップショット・サイトをこの表の
情報のみに基づいて探し出すことは不可能です。
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oraRepMasterSchemaTable
レプリケーション管理要求エラーの検出、および現行サイトで発生した競合の相対件数に関
する情報も提供されます。この表には、解決した競合の件数も表示されます。すべての競合
が解決されているとは限りません（データベース管理者が適切な競合の解決策を宣言しな
かったか、またはその競合が他の問題のために解決不可能であった場合）。

oraRepMasterSchemaRequestErrors

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、エラーに遭遇した管理要求の数を示します。エラー自体は、要求の発行元であ
るデータベースの管理キューに格納されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0

重要度重要度重要度重要度
この変数の値が 0より大きい場合、1つ以上の管理コマンドが 1つ以上のリモート・サイト
で失敗していることを示します。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepLinkAdminRequests

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは警告インジケータ

oraRepMasterSchemaResolvedConflicts

構文構文構文構文
Gauge32

表表表表 A-10 oraRepMasterSchemaTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraRepMasterSchemaRequestErrors 1.3.6.1.4.1.111.4.3.3.1.1

oraRepMasterSchemaResolvedConflicts 1.3.6.1.4.1.111.4.3.3.1.2

oraRepMasterSchemaOtherMasters 1.3.6.1.4.1.111.4.3.3.1.3
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oraRepMasterSchemaTable
最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、ローカル・データベースで正常に解決された競合の数を示します。この変数を
有効にするためには、データベース管理者は競合解決のための統計収集をアクティブにして
おかなければなりません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
環境が競合が発生しないように構成されている場合、この値は常に 0です。この値は解決さ
れていない競合を一切含まないため不正確ですが、競合がある場合には、管理者は発生して
いる競合の概数をこの値によって確認できます。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraRepMasterSchemaOtherMasters

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、スキーマのレプリケーションに関係するリモート・マスター・データベースの
数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
レプリケーション環境のマップを表示する場合に便利です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepSchemaLinks
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oraRepSnapshotSchemaTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraRepSnapshotSchemaTable
oraRepSnapshotSchemaTableには、現行のスナップショット・サイトにあるスナップ
ショット・スキーマの固有の情報が含まれます。現行のサイトのそれぞれのスナップショッ
ト・スキーマには、この表のインスタンスが 1つずつ対応します。これらの値は、レプリ
ケーション・カタログから直接取り出されます。

この表の値は、マスター・スナップショット構成を視覚的に表示する場合に便利です。ス
ナップショット・サイトには、マスター・サイトへのデータベース・リンクが必要ですが、
マスター・サイトには、関係付けられたスナップショット・サイトへのデータベース・リン
クは必要ありません。

oraRepSnapshotSchemaMaster

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、スナップショット・スキーマをリフレッシュしたマスター・データベースの名
前を示します。スナップショット・スキーマを所有できるのは、一度に 1つのマスター・
データベースに限られますが、この所有権はダイナミックです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
有効な Oracle ID

重要度重要度重要度重要度
レプリケーション環境のマップを表示する場合に便利です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraRepLinkName

表表表表 A-11 oraRepSnapshotSchemaTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraRepSnapshotSchemaMaster 1.3.6.1.4.1.111.4.3.4.1.1

oraRepSnapshotSchemaSnapshots 1.3.6.1.4.1.111.4.3.4.1.2
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oraRepLinkTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraRepSnapshotSchemaSnapshots

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数には、スキーマ内のスナップショット数が示されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
レプリケーション環境を視覚的に表示する場合に便利です。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraRepLinkTable
oraRepLinkTableには、現行サイトでレプリケーションに使用される各データベース・リン
クに関する情報が含まれます。現行のサイトでレプリケーションに使用される各データベー
ス・リンクには、この表のインスタンスが 1つずつ対応します。これらの値は、レプリケー
ション・カタログおよび遅延 RPC表の両方から取り出されます。

すべての情報は、データベース・リンク単位でレポートされます。たとえば、
oraRepLinkErrorでは、データベース・リンク oraRepLinkNameからのエラーを、そのリン
クを識別する oraRepLinkTableのインスタンス内ですべてカウントします。これは、
oraRepLinkDeferredTransactionsおよび oraRepLinkAdminRequestsでも同様です。

管理要求は、マスター定義サイトからリモート・マスター・サイトに対してのみ発行されま
す。スナップショット・サイトでは、レプリケーション管理要求の送受信は行いません。
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oraRepLinkTable
oraRepLinkIndex

構文構文構文構文
INTEGER32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
これは、個々のスキーマに関係付けられたレプリケーション・リンク間で一意な、番号によ
る索引です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
リンクに一意 IDを付与します。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraRepLinkName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

表表表表 A-12 oraRepLinkTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraRepLinkIndex 1.3.6.1.4.1.111.4.3.5.1.1

oraRepLinkName 1.3.6.1.4.1.111.4.3.5.1.2

oraRepLinkDeferredTransactions 1.3.6.1.4.1.111.4.3.5.1.3

oraRepLinkErrors 1.3.6.1.4.1.111.4.3.5.1.4

oraRepLinkAdminRequests 1.3.6.1.4.1.111.4.3.5.1.5
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oraRepLinkTable
説明説明説明説明
この変数は、データベース・リンクの名前を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
有効な Oracleデータベース・リンク名

重要度重要度重要度重要度
この変数は、トランザクションをレプリケートする宛先を示します。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容

単純文字列単純文字列単純文字列単純文字列

oraRepLinkDeferredTransactions

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、データベース・リンクの宛先に伝播するためにキューに入れられている遅延ト
ランザクションの数を示します。キュー内のトランザクションは、そのトランザクションを
発生させたデータベースで、宛先別に編成されて格納されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
一般的なルールとして、キューに入れられたトランザクションに大きな未処理分があっては
いけません。キューのサイズを適切に保つことで、競合、整合性制約およびカスケード・エ
ラーに関する問題が発生する危険を抑制できます。この値は、データ通信量から見たレプリ
ケーション・コストの尺度の 1つです。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし
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oraRepLinkTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列

oraRepLinkErrors

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、問題のデータベース・リンクからの遅延トランザクションが引き起こしたロー
カル・データベースでのエラーの数を示します。これらのエラーは、間違って形成されたト
ランザクションまたは競合が原因です。キュー内のエラーは、そのエラーが発生したデータ
ベースで、ソースごとに格納されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0

重要度重要度重要度重要度
エラーは、未解決の競合またはレプリケーション環境に関するその他の問題が存在すること
を示します（たとえば、レプリケーションのユーザーが正しい権限を持っていない、あるい
はデータベース・リンクが正しく作成されていない、など）。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは警告インジケータ

oraRepLinkAdminRequests

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この変数は、ローカル・データベースのためにキューに入っている、問題のデータベース・
リンクからの管理要求の数を示します。キュー内の項目は、要求元ごとに格納されます。
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oraRepLinkTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
構成に依存

重要度重要度重要度重要度
要求の未処理分が大きい場合、キューを定期的にプッシュするバックグラウンド・プロセス
に問題が発生している可能性があります。1つまたは一連の管理要求の完了率を表示するに
は、ゲージが便利です（つまり、値が 0になったら、すべての要求が完了したことがわかり
ます）。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたは単純文字列
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Oracleネットワーク・リスナーMIBの変数の解
B

Oracleネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーネットワーク・リスナーMIBの変数のの変数のの変数のの変数の

解釈解釈解釈解釈

この付録では、プライベートな Oracleネットワーク・リスナーMIBの各変数の解釈に役立
つ情報を提供します。特に、次の表のMIB変数を取り上げます。

� oraListenerTable

� oraSIDTable

� oraDedicatedSrvTable

� oraDispatcherTable

� oraPrespawnedSrvTable

� oraListenAddressTable

� oraListenerTraps

Oracleネットワーク・リスナーの詳細は、『Net8の理解』を参照してください。

oraListenerTable
oraListenerTableには、管理対象ノードにインストールされている汎用ネットワーク・リス
ナーについての情報が含まれています。ネットワーク・リスナーは、1つ以上のネットワー
ク・プロトコル上にある 1つ以上のデータベースに対する接続要求をリスニングするサー
バー・プロセスです。適切なデータベース・アクセスが行われるようにするには、リスナー
の監視は重要です。

oraListenerTableにある各エントリでは、ノード上の現行のデータベース・インスタンスに
対するネットワーク・リスナーを示しています。各エントリは、oraListenerIndexで索引が
付けられます。各 oraListenerTable変数の現行の値は、構成ファイルから取り出されるか、
または管理リスナーの内部バッファから算出されます。
釈 B-1



oraListenerTable
表 B-1に、oraListenerTableの各変数を示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraListenerIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
SNMP.ORA構成ファイルの snmp.index.listener-nameパラメータから取り出された、この管
理対象ノード上にあるすべての汎用リスナーの中で一意の数値索引。OraListenerIndexも、
oraListenAddressTableの 1次索引として機能します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
SNMP.ORAファイルの snmp.index.listener-nameフィールドに設定されている値によって異
なります。

表表表表 B-1 oraListenerTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraListenerIndex 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.1

oraListenerName 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.2

oraListenerVersion 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.3

oraListenerStartDate 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.4

oraListenerUptime 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.5

oraListenerTraceLevel 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.6

oraListenerSecurityLevel 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.7

oraListenerParameterFile 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.8

oraListenerLogFile 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.9

oraListenerTraceFile 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.10

oraListenerState 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.11

oraListenerNumberOfServices 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.12

oraListenerContact 1.3.6.1.4.1.111.5.1.1.1.13
B-2　Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド



oraListenerTable
重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenAddress

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

oraListenerName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
LISTENER.ORA構成ファイルから取り出された、この汎用リスナーの名前を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列

oraListenerVersion

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この汎用リスナーのバージョン番号をベンダー固有の形式で示します。この値は、内部リス
ナー表から取り出されます。
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oraListenerTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
30～ 50文字（物理的限界は 255文字）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerStartDate

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、この汎用リスナーが起動された日付と時刻を示します。
形式は、<日 >-<月 >-<年 > <時 >:<分 >:<秒 >です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
15～ 20文字（物理的限界は 255文字）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerUptime

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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oraListenerTable
説明説明説明説明
汎用リスナーが起動された時の sysUpTimeの値を示します。この値は、マスター・エー
ジェントから取り出され、マスター・エージェントの起動後の時間を 100分の 1秒単位でカ
ウントします。この変数の値は、リスナーが続いている間は 1つの定数でなければなりませ
ん。この変数の変更は、カウンタがリフレッシュされたことを示しています。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
クロック

oraListenerTraceLevel

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 17)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
リスナーがトレースされるレベルを示します。値 4は、USERレベルでのトレースが指定さ
れていることを示し、6は ADMINレベルでのトレースが指定されていることを示します。
値 17は、トレースが行われないことを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1～ 17

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNavigatorTraceFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコン、あるいは OFF、USERまたは ADMINの単純文字列
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oraListenerTable
oraListenerSecurityLevel

構文構文構文構文
INTEGER (1) ONまたは (2) OFF

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
LISTENER.ORA構成ファイルの PASSWORDS_listener_nameパラメータで指定されている
とおり、汎用リスナーがパスワード保護を受けているかどうかを示します。セキュリティが
ON (1)の場合、リスナー制御ユーティリティを使用してリスナーに対してある DBAタスク
を実行するにはパスワードが必要です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1または 2

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerParameterFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
管理リスナーの内部バッファから取り出された、管理対象ノード上にあるリスナー構成ファ
イルの名前を示します。デフォルトは、
$ORACLE_HOME/network/admin/listener_name.ORAです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
40～ 70文字（物理的限界は 255文字）

重要度重要度重要度重要度
中
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oraListenerTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerLogFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
LISTENER.ORA構成ファイルの LOG_DIRECTORYパラメータから取り出された、リス
ナー・イベントに対して自動的に生成されるログ・ファイルのディレクトリを示します。デ
フォルトは、オペレーティング・システム固有で、UNIXでは、
$ORACLE_HOME/network/log/listener_name.logです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
20～ 70文字（物理的限界は 255文字）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerTraceFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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oraListenerTable
説明説明説明説明
LISTENER.ORA構成ファイルの TRACE_FILEパラメータで指定されたとおりに、トレース
情報が記述されるファイルの名前を示します。デフォルトは、
$ORACLE_HOME/network/trace/listener_name.trcです。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
20～ 70文字（物理的限界は 255文字）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenerTraceLevel

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerState

構文構文構文構文
INTEGER (1) 稼働中または (2) 停止中

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部表から取り出された、汎用リスナーの現行の状態を示します。停止中値 (2)は、汎用リ
スナーは利用できないが、Agentには認識されていることを示します。稼働中値 (1)は、汎
用リスナーが実行中で、汎用で使用可能であることを示します。この値は、Agentによって
oraListenerStateChangeトラップの受取り時に検査されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1または 2

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenerStateChange

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列またはアイコン
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oraListenerTable
oraListenerNumberOfServices

構文構文構文構文
INTEGER (0～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
リスナーで構成されている異なるタイプのサービス、専用サーバー、ディスパッチャまたは
事前作成済のシャドウの数を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 25。構成パラメータによります。

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerContact

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
たとえば、名前、電話番号、電子メール・アドレスを含む、この管理リスナーの接続情報を
提供する自由形式のテキストです。この値は、SNMP.ORA構成ファイルの
snmp.contact.listener_nameパラメータから取り出されます。

範囲範囲範囲範囲
0～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
低
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oraSIDTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraSIDTable
oraSIDTableには、現行のデータベース・インスタンスの接続ステータスについての情報が
含まれています。この情報の監視は、データベースへのアクセスを検索しているクライアン
トのために重要です。

oraSIDTableの各エントリは、リスナーがリスニングしている現行のデータベース・インス
タンスを示しています。各エントリは、oraSIDNameで索引が付けられます。

表 B-2に、oraSIDTableの各変数を示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraSIDListenerIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
管理対象ノード上のすべての汎用リスナーの中で一意の数値索引です。リスナーとリスニン
グするデータベースを関連付けます。この値は、SNMP.ORA構成ファイルの
snmp.index.listener_nameパラメータから取り出されます。

表表表表 B-2 oraSIDTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraSIDListenerIndex 1.3.6.1.4.1.111.5.1.5.1.1

oraSIDName 1.3.6.1.4.1.111.5.1.5.1.2

oraSIDCurrentConnectedClients 1.3.6.1.4.1.111.5.1.5.1.3

oraSIDReservedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.5.1.4
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oraSIDTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
SNMP.ORA構成ファイルの snmp.index.listener-nameフィールドに設定されている値によっ
て異なります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenerIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

oraSIDName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・インスタンスを識別する一意の名前です。この SIDは、LISTENER.ORA構
成ファイルの SID_NAMEパラメータから取り出され、リスナーの定義に従っています。
oraSIDNameは、oraDedicatedSrvTable、oraDispatcherTableおよび
oraPrespawnedSrvTableの 1次索引として機能します。このようにして、oraSIDNameで識
別されるデータベース・インスタンスのリスニングを行うディスパッチャ、専用サーバーま
たは事前作成済サーバーのエントリを探せます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 25文字（物理的限界は 255文字）

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDedicatedSrvIndex、oraDispatcherIndex、oraPrespawnedSrvIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列またはアイコン
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oraSIDTable
oraSIDCurrentConnectedClients

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部のリスナー表から取り出された、事前作成済のシャドウおよびディスパッチャを通じて
このデータベース・インスタンスに現在接続されているクライアントの総数を示します。
oraSIDCurrentConnectedClientsの値が oraSIDReservedConnectionsの値に近づくと、この
データベース・インスタンスへの接続要求数がしきい値（このデータベース・インスタンス
上のクライアントに対する接続の予約数）に近づきます。

oraSIDCurrentConnectedClientsの値が oraSIDReservedConnectionsの値と同じとき、着信
接続要求は専用サーバーに宛先を変更されます。専用サーバーでは、ディスパッチャあるい
は事前作成済のシャドウで行うより多くのシステム・リソースを必要とするため、この措置
が望ましくない場合があります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ oraSIDReservedConnectionsの値

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDispatcherCurrentConnections、oraPrespawnedSrvCurrentConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraSIDReservedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
事前作成済のシャドウおよびディスパッチャを通じてこのデータベース・インスタンスに対
するクライアントの予約接続の総数を示します。
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oraDedicatedSrvTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 1,000。データベースに対するディスパッチャおよび事前作成済のシャドウ・プロセスの
数によります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDispatcherMaximumConnections、oraSIDCurrentConnectedClients

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraDedicatedSrvTable
oraDedicatedSrvTableには、管理リスナーが提供する専用サーバーについての情報が含まれ
ています。専用サーバーは、データベース・ユーザー・プロセスを代表して Oracleサー
バー・コードを実行するプロセスです。専用サーバーの監視は、データベースへのアクセス
を検索しているクライアントのために重要です。

oraDedicatedSrvTableにある各エントリでは、管理対象ノード上の現行のデータベース・イ
ンスタンスに関連付けられた専用サーバーを示しています。各エントリは、まず
oraSIDNameによって、次に oraDedicatedSrvIndexによって索引が付けられます。このよ
うに、現行のデータベース・インスタンスとそれに関連付けられている専用サーバーの間に
は、1対多の関係があります。最初に oraSIDNameによって索引が付けられ、指定した SID
に関連付けられているすべての専用サーバーは、SNMP走査操作（get-nextおよび
get-bulk）を使用して見つけられます。各 oraDedicatedSrvTable変数の現行の値は、内部の
リスナー・バッファから取り出されます。

表 B-3に、oraDedicatedSrvTableの各変数を示します。

各変数の説明は次のとおりです。

表表表表 B-3 oraDedicatedSrvTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDedicatedSrvIndex 1.3.6.1.4.1.111.5.1.2.1.1

oraDedicatedSrvEstablishedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.2.1.2

oraDedicatedSrvRejectedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.2.1.3
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oraDedicatedSrvTable
oraDedicatedSrvIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、すべての専用サーバーの中で一意の数値索引です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 5。このリスナーがリスニングするデータベース・インスタンスの数によります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraSIDName

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

oraDedicatedSrvEstablishedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この専用サーバーが、この管理リスナーの起動後に受け取った着信接続要求の数を示しま
す。内部リスナー表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDedicatedSrvRejectedConnections、oraDispatcherRejectedConnections、
oraPrespawnedSrvRejectedConnections
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oraDispatcherTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDedicatedSrvRejectedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この専用サーバーが、この管理リスナーの起動後に拒否した着信接続要求の数を示します。
内部リスナー表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDedicatedSrvEstablishedConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDispatcherTable
oraDispatcherTableには、管理リスナーが提供しているディスパッチャの情報が含まれてい
ます。ディスパッチャは、マルチスレッド・サーバー構成が使用されるときにのみ存在する
オプションのバックグラウンド・プロセスです。ディスパッチャの監視は、データベースへ
のアクセスを検索しているクライアントのために重要です。

oraDispatcherTableにある各エントリは、現行のデータベース・インスタンスに関連付けら
れているディスパッチャを示します。各エントリは、まず oraSIDNameによって、次に
oraDispatcherIndexによって索引が付けられます。このように、現行のデータベース・イン
スタンスとそれを動作させるディスパッチャ・プロセスの間に 1対多の関係があります。こ
の索引作成方法を使用すると、指定した SIDに関連付けられているすべてのディスパッチャ
を SNMP走査操作（get-nextおよび get-bulk）で見つけられます。ほとんどの
oraDispatcherTable変数の現行の値は、内部リスナー表から取り出されます。
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oraDispatcherTable
表 B-4に、oraDispatcherTableの各変数を示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraDispatcherIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー・バッファから取り出された、すべてのディスパッチャの中で一意の数値索引
です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 5。データベース・インスタンスに対して構成されたディスパッチャの数によります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

表表表表 B-4 oraDispatcherTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraDispatcherIndex 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.1

oraDispatcherEstablishedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.2

oraDispatcherRejectedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.3

oraDispatcherCurrentConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.4

oraDispatcherMaximumConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.5

oraDispatcherState 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.6

oraDispatcherProtocolInfo 1.3.6.1.4.1.111.5.1.3.1.7
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oraDispatcherTable
oraDispatcherEstablishedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このディスパッチャが、この管理リスナーの起動後に受け取った着信接続要求の数を示しま
す。内部リスナー・バッファから取り出されます。

oraDispatcherEstablishedConnectionsの値が oraDispatcherMaximumConnectionsの値に近
づくと、このディスパッチャがしきい値（受け取れる接続要求の最大数）に近づきます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ oraDispatcherMaximumConnectionsの値

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDedicatedSrvEstablishedConnections、oraDispatcherMaximumConnections、
oraDispatcherRejectedConnections、oraPrespawnedSrvEstablishedConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDispatcherRejectedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このディスパッチャが、この管理リスナーの起動後に拒否した着信接続要求の数を示しま
す。内部リスナー表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295
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oraDispatcherTable
重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDedicatedSrvEstablishedConnections、oraDispatcherEstablishedConnections、
oraDispatcherState、oraPrespawnedSrvEstablishedConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraDispatcherCurrentConnections

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このディスパッチャが現在宛先変更している接続要求の数を示します。内部リスナー表から
取り出されます。oraDispatcherCurrentConnectionsと oraDispatcherMaximumConnections
を一緒に監視すると、ディスパッチャの負荷とアクティビティが示されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ oraDispatcherMaximumConnections

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraSIDCurrentConnectedClients、oraDispatcherMaximumConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraDispatcherMaximumConnections

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 21474836647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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oraDispatcherTable
説明説明説明説明
このディスパッチャが受け取れる接続要求の最大数を示します。内部リスナー表から取り出
されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ oraSIDReservedConnectionsの値

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDispatcherCurrentConnections、oraSIDReservedConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraDispatcherState

構文構文構文構文
INTEGER (1)ブロックまたは (2)準備完了

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、このディスパッチャの現行の状態を示します。ブロック
値 (1)では、ディスパッチャが宛先変更された接続要求を一時的に受け取っていないことを
示します。準備完了値 (2)では、このディスパッチャが宛先変更された接続要求を受け取る
準備ができていることを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1または 2

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDispatcherRejectedConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列
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oraPrespawnedSrvTable
oraDispatcherProtocolInfo

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
プロトコル固有の情報と一緒に、このディスパッチャがリスニングするプロトコルを示しま
す。INIT.ORA構成ファイルのMTS_LISTENER_ADDRESSパラメータから取り出されま
す。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列またはアイコン

oraPrespawnedSrvTable
oraPrespawnedSrvTableには、現行のデータベース・インスタンスに関連付けられた管理リ
スナーで提供される、事前作成済サーバーの情報が含まれます。事前作成済サーバーは、リ
スナーが起動されるときに作成され、データベースへの接続に利用できるオプションのシャ
ドウ・プロセスです。事前作成済サーバーでは、新しい接続要求ごとにシャドウを作成する
必要性を排除することで、接続時間が削減されます。事前作成済サーバーの監視は、データ
ベースへのアクセスを検索しているクライアントのために重要です。

oraPrespawnedSrvTableにある各エントリでは、現行のデータベース・インスタンスに関連
付けられている事前作成済サーバーを示します。各エントリは、まず oraSIDNameによっ
て、次に oraPrespawnedSrvIndexによって索引が付けられます。このように、データベー
ス・インスタンスとそれを動作させる事前作成済サーバーの間に 1対多の関係があります。
この索引作成方法を使用すると、指定した SIDに関連付けられているすべての事前作成済
サーバーを SNMP走査操作（get-nextおよび get-bulk）で見つけられます。ほとんどの
oraPrespawnedSrvTable変数の現行の値は、内部リスナー・バッファから取り出されます。
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oraPrespawnedSrvTable
表 B-5に、oraPrespawnedSrvTableの各変数を示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraPrespawnedSrvIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、この管理リスナー用に構成された事前作成済サーバーの
中で一意の数値索引です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 1,000。構成された事前作成済のシャドウの数によります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

表表表表 B-5 oraPrespawnedSrvTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraPrespawnedSrvIndex 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.1

oraPrespawnedSrvEstablishedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.2

oraPrespawnedSrvRejectedConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.3

oraPrespawnedSrvCurrentConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.4

oraPrespawnedSrvMaximumConnections 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.5

oraPrespawnedSrvState 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.6

oraPrespawnedSrvProtocolInfo 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.7

oraPrespawnedSrvProcessorID 1.3.6.1.4.1.111.5.1.4.1.8
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oraPrespawnedSrvTable
oraPrespawnedSrvEstablishedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この事前作成済サーバーが、起動後に受け取った着信接続要求の数を示します。内部リス
ナー表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraPrespawnedSrvRejectedConnections

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この事前作成済サーバーが、起動後に拒否した接続要求の数を示します。内部リスナー表か
ら取り出されます。oraPrespawnedSrvRejectedConnectionsの値が近づいてくる場合は、
oraPrespawnedStateを監視する必要があります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295

重要度重要度重要度重要度
高
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oraPrespawnedSrvTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDedicatedSrvEstablishedConnections、oraPrespawnedSrvEstablishedConnections、
oraPrespawnedSrvState

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

oraPrespawnedSrvCurrentConnections

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この管理リスナーの起動後に、事前作成済サーバーによって、現在宛先変更されている着信
接続要求の数を示します。内部リスナー表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4249467295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraPrespawnedSrvMaximumConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraPrespawnedSrvMaximumConnections

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
この事前作成済サーバーが受け取れる接続要求の最大数を示します。リスナーではリアルタ
イムにこの値が更新されます。
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oraPrespawnedSrvTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 1,000。構成によります。

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraPrespawnedSrvCurrentConnections

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

oraPrespawnedSrvState

構文構文構文構文
INTEGER (1)ブロックまたは (2)準備完了

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、この事前作成済サーバーの現行の状態を示します。ブ
ロック値 (1)では、事前作成済サーバーが宛先変更された接続要求を一時的に受け取ってい
ないことを示します。準備完了値 (2)では、この事前作成済サーバーが宛先変更された接続
要求を受け取る準備ができていることを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1または 2

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraPrespawnedSrvRejectedConnection

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告またはアイコン

oraPrespawnedSrvProtocolInfo

構文構文構文構文
DisplayString
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oraPrespawnedSrvTable
最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
プロトコル固有の情報と一緒に、この事前作成済サーバーがリスニングするプロトコルを示
します。この情報は、内部リスナー表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列またはアイコン

oraPrespawnedSrvProcessorID

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、この事前作成済サーバーのプロセス IDを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 10。オペレーティング・システムによります（物理的限界は 225文字）。

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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oraListenAddressTable
oraListenAddressTable
oraListenAddressTableには、リスナーがリスニングしているアドレスが含まれています。
これらのアドレスの監視は、リスナーが起動できない場合に重要です。これらのアドレスは
その後、正しい形式であるかどうかが調べられます。

oraListenAddressTableの各エントリは、指定したアクティブなリスナーがリスニングして
いるアドレスを示します。各エントリは、まず oraListenerIndexによって、次に
oraListenAddressIndexによって索引が付けられます。このように、リスナーとリスニング
しているアドレスの間には、1対多の関係があります。

表 B-6に、oraListenAddressTableの各変数を示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraListenAddressIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
内部リスナー表から取り出された、リスナーがリスニングしているすべてのアドレスの中で
一意の数値索引です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 5。構成によります。

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenAddress、oraListenIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

表表表表 B-6 oraListenAddressTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraListenAddressIndex 1.3.6.1.4.1.111.5.1.6.1.1

oraListenAddress 1.3.6.1.4.1.111.5.1.6.1.2
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oraListenerTraps
oraListenAddress

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
LISTENER.ORA構成ファイルの ADDRESSセクションから取り出された、リスナーがリス
ニングしているアドレスを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenerIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraListenerTraps
表 B-7に、oraListenerTrapsの変数を示します。

この変数の説明は次のとおりです。

oraListenerStateChange

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
{oraListenerState}

説明説明説明説明
この Agentで管理されているリスナーの 1つによって、アクセスしにくくなるように、
listenerStateが変更されたことを示します。

表表表表 B-7 oraListenerTraps変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraListenerStateChange 1.3.6.1.4.1.111.5.2.1.1.1
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oraListenerTraps
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
2のみ

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraListenerState

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告
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Oracle Names MIBの変数の解
C

Oracle Names MIBの変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈

この付録では、このリリースに実装されているプライベート Oracle Names MIBの変数の解
釈に役立つ情報を提供します。特に、次の表の SNMP変数を取り上げます。

� oraNamesTNSTable

� oraNamesConfigTable

� oraNamesServerTable

Oracle Names製品の詳細は、『Oracle Names管理者ガイド』を参照してください。このリ
リースに実装されていないものも含め、Oracle Names MIBのすべての変数のリストは、
MIBを参照してください。

oraNamesTNSTable
oraTNSTableには、SQL*Net上で実行されるすべてのアプリケーションに共通に使用できる
変数が含まれています。SQL*Netは、あらゆるネットワークでクライアント・サーバー間お
よびサーバー相互の通信が可能となる Oracleのリモート・データ・アクセス用のソフト
ウェアです。これらの変数の監視は、Oracle Namesアプリケーションに関する基本的な
（通常、静的な）情報を得る場合に便利です。

oraNamesTNSTableの各エントリは、管理対象ノード上にあるアクティブな特定の
SQL*Netアプリケーションを示しています。（この場合、該当するアプリケーションは
Oracle Namesです。）各エントリには、applIndexによって索引が付けられます。
（applIndexの詳細は、付録 E「ネットワーク・サービスMIBの実装済変数の解釈」を参照
してください。）各 oraNamesTNSTable変数の現行の設定値は、内部表または管理対象ノー
ド上の NAMES.ORA構成ファイル内の対応するフィールドから取り出されます。
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oraNamesTNSTable
表 C-1に、これらの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

各変数の説明は次のとおりです。

oraNamesTNSTraceLevel

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
サーバーがトレース・ファイルに書き込むトレース・メッセージの量と細分性（ある場合）
を示します。数値が高くなるほど、トレース情報の冗長度も増大します。列挙型のレベルに
は、4（ユーザー）と 6（管理者）または 17（オフ）が含まれます。この変数の値は、
NAMES.ORAファイルの NAMES.TRACE_LEVELフィールドから取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1～ 17

表表表表 C-1 oraNamesTNSTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraNamesTNSStartDate* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.1

oraNamesTNSTraceLevel 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.2

oraNamesTNSSecurityLevel* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.3

oraNamesTNSParameterFile 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.4

oraNamesTNSLogFile 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.5

oraNamesTNSTraceFile 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.6

oraNamesTNSState* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.7

oraNamesTNSContact 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.8

oraNamesTNSListenAddresses* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.9

oraNamesTNSFailedListenAddresses* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.10

oraNamesTNSReload 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.11

oraNamesTNSRunningTime 1.3.6.1.4.1.111.6.1.1.1.12

*印の付いた変数は、サポートされていません。
これらの変数にアクセスしようとすると、エラーになる場合があります。
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重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile、oraNamesTNSTraceFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesTNSParameterFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
このサーバーのすべてのサイト固有の構成およびチューニング設定が含まれた起動ファイル
の名前を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の正当なファイル名

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSListenAddresses、oraNamesTNSLogFile、oraNamesTNSTraceFile、
onsrTNSTraceLevel

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesTNSLogFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み
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説明説明説明説明
このサーバーによって、通常のイベント、エラー、および（場合によっては）定期的な静的
ダンプに関するログ情報が書き込まれるファイルの名前を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の正当なファイル名

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesTNSTraceFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
トレースが使用可能な場合に、このサーバーによってトレース情報が書き込まれるファイル
の名前を示します。このトレース情報には、操作上の問題解決に使用される、サーバーの操
作に関する内部の詳細が含まれています。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の正当なファイル名

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile、oraNamesTNSTraceLevel

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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oraNamesTNSContact

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーの操作または管理に関して連絡する担当者および連絡方法についての情報を示
します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSState

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesTNSReload

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
このサーバーが再ロードされるまでの時間（1/100秒単位）を示します。この変数は、この
サーバーを自動的に再ロードしたり、再ロードがいつ発生するかを表示するために使用でき
ます。再ロードによって、サーバーでは、パラメータ・ファイル、ネットワーク定義および
リセットされた統計などを再読込みできます。0に設定すると、サーバーは、ただちに再
ロードされます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967296センチ秒（1/100秒）

重要度重要度重要度重要度
低
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigTable、oraNamesTNSRunningTime、oraNamesTNSState

表示内容表示内容表示内容表示内容
ストップウォッチ

oraNamesTNSRunningTime

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
サーバーが実行されている時間（秒単位）を示します。この変数は、カウンタおよび移動平
均値を求めるための統計基準として使用できます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerTable変数

表示内容表示内容表示内容表示内容
ストップウォッチ

oraNamesConfigTable
oraNamesConfigTableには、oraNamesTNSTableに含まれていない Oracle Namesサーバー
構成パラメータに関する情報が含まれています。この情報の監視は、Oracle Namesサー
バーの操作特性を示すために重要です。

oraNamesConfigTableの各エントリは、ノード上のアクティブな特定の SQL*Netアプリ
ケーションを示します。各エントリには、applIndexによって索引が付けられます。
（applIndexの詳細は、付録 E「ネットワーク・サービスMIBの実装済変数の解釈」を参照
してください。）各 oraNamesConfigTable変数の現行の設定値は、管理対象ノード上の
NAMES.ORA構成ファイル内の対応するフィールドから直接取り出されます。
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表 C-2に、このリリースで実装される各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

表表表表 C-2 oraNamesConfigTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraNamesConfigAdminRegion 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.1

oraNamesConfigAuthorityRequired 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.2

oraNamesConfigAutoRefreshExpire 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.3

oraNamesConfigAutoRefreshRetry 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.4

oraNamesConfigCacheCheckpointFile 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.5

oraNamesConfigCacheCheckpointInterval 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.6

oraNamesConfigConfigCheckpointFile* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.7

oraNamesConfigDefaultForwarders* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.8

oraNamesConfigDefaultForwardersOnly 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.9

oraNamesConfigDomainCheckpointFile* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.10

oraNamesConfigDomainHints* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.11

oraNamesConfigDomains* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.12

oraNamesConfigForwarding-Available 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.13

oraNamesConfigForwardingDesired 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.14

oraNamesConfigLogDirectory* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.15

oraNamesConfigLogStatsInterval 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.16

oraNamesConfigLogUnique* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.17

oraNamesConfigMaxOpenConnections* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.18

oraNamesConfigMaxReforwards 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.19

oraNamesConfigMessagePool-StartSize* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.20

oraNamesConfigNoModifyRequests 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.21

oraNamesConfigNoRegionDatabase* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.22

oraNamesConfigResetStatsInterval 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.23

oraNamesConfigServerName 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.24

oraNamesConfigTopologyCheckpointFile* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.25

oraNamesConfigTraceDirectory* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.26
Oracle Names MIBの変数の解釈 C-7



oraNamesConfigTable
各変数の説明は次のとおりです。

oraNamesConfigAdminRegion

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
このサーバーで管理する管理領域の名前を示します。このサーバーが担当する名前領域と、
この領域のネットワーク定義の位置を指定します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の有効な領域名

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigAuthorityRequired

構文構文構文構文
TruthValue

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

oraNamesConfigTraceFunc* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.27

oraNamesConfigTraceMask* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.28

oraNamesConfigTraceUnique* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.2.1.29

*印の付いた変数は、サポートされていません。
これらの変数にアクセスしようとすると、エラーになる場合があります。

表表表表 C-2 oraNamesConfigTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID
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説明説明説明説明
TRUEは、このサーバーでは、生成されるシステム問合せ要求に対して、権限のある応答が
必要であることを示します。FALSEの方が応答は速いですが、サーバーの問合せに対する応
答の信頼性は低下します。権限付きの要求には、権限のない、キャッシュなしのサーバーか
らは応答できません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
TRUE/FALSE

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigDomainHints、oraNamesConfigDomains

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigAutoRefreshExpire

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
実行中の Oracle Namesサーバーでは、ネットワーク定義が更新されているかどうかが定期
的にチェックされます。チェックに失敗した場合、Oracle Namesサーバーでは、
AutoRefreshExpireに設定した時間の周期で再試行されます。この場合、サーバーでは、更
新が必要になるまで、現行のネットワーク定義を使用して操作が継続されます。デフォルト
は 72時間です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1分～ 3か月

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigAutoRefreshRetry、oraNamesConfigAdminRegion、
oraNamesTNSParameterFile
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表示内容表示内容表示内容表示内容
ノブ・アジャスタ付きの日時カウントダウンまたはスライド・アジャスタ付きの砂時計

oraNamesConfigAutoRefreshRetry

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
実行中の Oracle Namesサーバーでは、ネットワーク定義が更新されているかどうかが定期
的にチェックされます。チェックに失敗した場合、Oracle Namesサーバーでは、
AutoRefreshRetryに設定した頻度で再試行されます。この場合、サーバーでは、更新が必要
になるまで、現行のネットワーク定義を使用して操作が継続されます。デフォルトは 3分で
す。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1分～ 10時間

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigAutoRefreshExpire、oraNamesConfigAdminRegion、
oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
ノブまたはスライド（reostatなど）

oraNamesConfigCacheCheckpointFile

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
Oracle Namesサーバーでは、キャッシュの内容が定期的にディスクに書き込まれ、起動時
にはそのキャッシュが読み込まれます。oraNamesConfigCacheCheckpointFileの値は、この
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キャッシュが書き込まれるファイルの名前です。このファイル内のまだ有効な（有効期限内
の）データは、新しいサーバーの起動時に保持されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の正当なファイル名

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigCacheCheckpointInterval

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
キャッシュのチェックポイント間の時間を示します。
oraNamesConfigCacheCheckpointIntervalの値が 0より大きい場合、サーバーでは指定した
頻度でキャッシュが書き込まれます。サーバーの再起動時には、キャッシュ内のまだ有効な
（有効期限内の）外部データは保持されます。0（デフォルト）に設定すると、チェックポイ
ントが不能になり、サーバーが停止すると、外部データはすべて失われます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 3日

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigCacheCheckpointFile、oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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oraNamesConfigDefaultForwardersOnly

構文構文構文構文
TruthValue

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
TRUEは、このサーバーが DEFAULT-FORWARDERS-ONLYモードで動作することを示し
ます。このモードのサーバーには、デフォルトの転送装置が少なくとも 1つなければなりま
せん。そうすると、サーバーはスレーブ・モードで動作し、より正確なサーバー情報のある
なしにかかわらず、すべての外部要求が少なくとも 1つのデフォルトの転送装置に転送され
ます。この機能では、ほとんどの外部要求が DefaultForwarders付近の名前に対するものと
仮定して、管理の最適化が行われます。

FALSEは、サーバーが正常に動作している、すなわち名前があるサブドメイン・サーバー、
またはルートに外部要求が渡されることを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
TRUE/FALSE

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigDefaultForwarders、oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigForwardingAvailable

構文構文構文構文
TruthValue

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
転送が行われないサーバーでは、クライアントの要求は処理されませんが、他の領域への参
照が行われる場合があります。参照は、要求者が別のネーム・サーバーである場合にのみ可
能です。したがって、通常のクライアントでは、参照を処理できません。転送を行わない
サーバーでは仲介を避けることにより、（要求者を犠牲にして）作業が半減します。FALSE
はデフォルトの設定であり、ドメイン・データがまったくない領域（通常はルート・ドメイ
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ン）のみが対象になります。TRUEは、このサーバーでは、権限が必要でないデータの要求
ならば優先的に転送されることを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
TRUE/FALSE

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigForwardingDesired

構文構文構文構文
TruthValue

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
TRUEは、このサーバーでは、ここで生成された要求を他のサーバーによって転送する必要
があることを示します。このサーバーで転送される要求は、元の要求者によって「転送希
望」に設定されています。このサーバーでは、要求者をその次に近いサーバーに任せるので
はなく、仲介するサーバーによって優先的に要求が転送される場合には、権限のあるサー
バーへのホップ回数の 1回分の負荷を軽減できます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
TRUE/FALSE

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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oraNamesConfigLogStatsInterval

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
サーバーの静的カウンタ（Oracle Names MIB変数のサブセット）がログ・ファイルに書き
込まれる間隔（1/100秒単位）を示します。デフォルトは 0で、変数は記録されません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 1日

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSLogFile、oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigMaxReforwards

構文構文構文構文
Integer32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
サーバーでは、より近いネーム・サーバーへの参照によって転送された任意の問合せが返さ
れる回数がカウントされます。参照の回数が oraNamesConfigMaxReforwardsに指定された
値を超えると、問合せは取り消され、要求者にエラーが返されます。高い値を設定すれば、
失敗した問合せの解決が持続的に試みられます。低い値を設定すると、サーバーの時間が節
約され、通信量が削減されます（通常、わずかです）。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 15

重要度重要度重要度重要度
低
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigNoModifyRequests

構文構文構文構文
TruthValue

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
この値を「ON」に設定すると、サーバーでは、領域データを変更する要求が拒否されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
TRUE/FALSE

重要度重要度重要度重要度
低。Oracle Namesのバージョン 2.2の場合は適用外です。後続のバージョンに、挿入、更新
および削除のサポートが追加されると、この変数により、領域データの変更を可能および不
能にします。

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigResetStatsInterval

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
すべてのサーバーの静的カウンタがゼロにリセットし直される間隔（1/100秒単位）を示し
ます。このパラメータにより管理者は、サーバーの動作を中断することなく、指定頻度です
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べてのMIB統計を自動的にリセットできます。0に設定すると、統計はリセットされませ
ん。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0または 10～ 4294967295センチ秒（1/100秒）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigLogStatsInterval、oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesConfigServerName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
ネットワーク定義に定義された、このサーバーの名前を示します。すべてのサービスには、
一意のドメイン修飾名が付いています。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の有効なサービス名

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesTNSParameterFile

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesServerTable
oraNamesServerTableには、Oracle Namesサーバーの現在の動作ステータスを説明する変
数が含まれています。サーバーが確実に起動し、完全に機能するようにするために、これら
の指標の監視が重要です。
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oraNamesServerTableの各エントリは、ノード上でアクティブな Oracle Name Resolution 
Serverを示します。各エントリには、applIndexによって索引が付けられます。（applIndex
の詳細は、付録 E「ネットワーク・サービスMIBの実装済変数の解釈」を参照してくださ
い。）各 oraNamesServerTable変数の現行の設定値は、Oracle Namesサーバーの内部表から
取り出されます。

表 C-3に、このリリースで実装される各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

表表表表 C-3 oraNamesServerTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraNamesServerQueriesReceived 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.1

oraNamesServerLastNnamesNotFound* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.2

oraNamesServerQueriesTotalTime 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.3

oraNamesServerDeletesReceived* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.4

oraNamesServerDeletesRefused* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.5

oraNamesServerDeletesTotalTime* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.6

oraNamesServerRenamesReceived* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.7

oraNamesServerRenamesRefused* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.8

oraNamesServerRenamesTotalTime* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.9

oraNamesServerUpdatesReceived* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.10

oraNamesServerUpdatesRefused* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.11

oraNamesServerUpdatesTotalTime* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.12

oraNamesServerCorruptMessagesReceived 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.13

oraNamesServerResponsesSent 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.14

oraNamesServerErrorResponsesSent* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.15

oraNamesServerAliasLoopsDetected 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.16

oraNamesServerLookupsAttempted 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.17

oraNamesServerCreatedOnLookup 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.18

oraNamesServerLookupFailures 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.19

oraNamesServerExactMatches 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.20

oraNamesServerForwardFailures 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.21

oraNamesServerForwardTimeouts 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.22

oraNamesServerResponsesReceived 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.23
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各変数の説明は次のとおりです。

oraNamesServerQueriesReceived

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーで受信した問合せ要求の数を示します。このサーバーの全体のロードのインジ
ケータとしての役割を果たします。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerLastNnamesNotFound、
oraNamesServerQueriesTotalTime

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerErrorResponsesReceived* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.24

oraNamesServerRequestsForwarded 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.25

oraNamesServerLastReload* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.26

oraNamesServerReloadCheck-Failures 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.27

oraNamesServerLastCheckpoint* 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.28

oraNamesServerName 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.29

oraNamesServerAdminRegion 1.3.6.1.4.1.111.6.1.3.1.30

*印の付いた変数は、サポートされていません。
これらの変数にアクセスしようとすると、エラーになる場合があります。

表表表表 C-3 oraNamesServerTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID
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oraNamesServerQueriesTotalTime

構文構文構文構文
TimeTicks

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
要求の転送および応答の受信にかかる時間も含めた、問合せ要求の処理にかかる合計時間
（1/100秒単位）を示します。現行のバージョン（2.2）では、これがサーバーの主要なアク
ティビティのすべてです。削除、名前変更および更新がサポートされていると、この変数で
は、他の 3つのタイプの要求による負荷を基準にして問合せ処理の負荷が記述されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295センチ秒（1/100秒）

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerQueriesReceived

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesServerCorruptMessagesReceived

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーが受信した破損メッセージの数を示します。破損メッセージとは、クライアン
トまたはネットワーク・トランスポート内にバグが存在する、またはコール側に Oracle 
Namesサーバーをコールする意図がない（番号違い）のいずれかを示します。後者が原因
であることが多く、構成に一貫性がないことがわかります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295
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重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerResponsesSent

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーから送信されたあらゆる種類の応答の数を示します。この変数は、累積ロード
がよくわかる一般的指標です。応答の数は、受信した要求の総数と一致していなければなり
ません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerDeletesReceived、oraNamesServerQueriesReceived、
oraNamesServerRenamesReceived

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerAliasLoopsDetected

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
このサーバーによって検出された別名ループの数を示します。別名ループは、複数の領域で
何組かのドメイン・データが誤って定義された結果発生します。別名ループは、ただちに解
決しなければなりません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 10

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゼロ以外の値に対する警告ライト

oraNamesServerLookupsAttempted

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーで実行された問合せの負荷（名前の参照操作の数）を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerCreatedOnLookup、oraNamesSeerverExactMatches、
oraNamesServerLookupFailures

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ
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oraNamesServerCreatedOnLookup

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
見つからなかったために参照時に作成された名前の数を示します。サーバーで特定の名前の
問合せが初めて受信されたときには、キャッシュ・エントリが作成されます。この値は、外
部領域への問合せの多様性の程度を示します。高い値の場合には、チューニングが必要なこ
とがあります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerLookupsAttempted

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerLookupFailures

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーで不明の名前に対する名前参照の数を示します。たびたび参照が失敗するの
は、構成に一貫性がないことを示している可能性があり、その場合、クライアントでは未定
義のドメインの名前が検索されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerLookupsAttempted

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerExactMatches

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーで認識されている情報と正確に一致した名前参照の数を指すヒット率を示しま
す。この値には、ローカル領域データの問合せと、すでにキャッシュされている外部の名前
の問合せの両方が含まれます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerLookupsAttempted、oraNamesServerLookupFailures

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerForwardFailures

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
要求に応答するサーバーがなかったため失敗した転送要求の数を示します。高い値は、他の
いくつかの領域のネーム・サーバーが停止しているか、またはこのサーバーのトポロジ・
データが間違っていることを示します。
Oracle Names MIBの変数の解釈 C-23



oraNamesServerTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerRequestsForwarded

表示内容表示内容表示内容表示内容
サイレン付きのローリング・カウンタ

oraNamesServerForwardTimeouts

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーが転送したが、応答待ちの間にタイム・アウトになった要求の数を示します。
原因は、外部サーバーでの処理の負荷が高かったためか、または一部のネットワーク関連の
遅延のためと考えられます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerRequestsForwarded

表示内容表示内容表示内容表示内容
サイレン付きのローリング・カウンタ

oraNamesServerResponsesReceived

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
C-24　Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド



oraNamesServerTable
説明説明説明説明
このサーバーが受信した応答の数を示します。この値は、oraNamesServerForwardFailures
および oraNamesServerForwardTimeoutsを除く、転送された要求の数と一致していなけれ
ばなりません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerRequestsForwarded

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ

oraNamesServerRequestsForwarded

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
要求された名前に対する権限がないため、このサーバーから転送された要求の数を示しま
す。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesServerForwardFailure、oraNamesServerForwardTimeout、
oraNamesServerErrorResponsesReceived

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタ
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oraNamesServerReloadCheckFailures

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
領域データが変更され、再ロードする必要があるかどうかを調べるチェックで、このサー
バーが失敗した数を示します。このサーバーのネットワーク定義のソースが使用できないこ
とを示します。これらの失敗は、通常、特に障害はありませんが、この Oracle Namesサー
バーの不正確な構成情報に原因がある可能性があります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigAdminRegion、oraNamesServerAdminRegionDescription

表示内容表示内容表示内容表示内容
サイレン付きのローリング・カウンタ

oraNamesServerName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
起動時のバナーに表示される、このサーバーの名前を示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の有効なサーバー名

重要度重要度重要度重要度
中
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

oraNamesServerAdminRegion

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
これは、サーバーの領域を定義する説明です。この説明には、領域名とネットワーク定義の
位置が含まれています。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
任意の有効な領域名

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraNamesConfigAdminRegion

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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パブリック RDBMS MIBの変数の解
D

パブリックパブリックパブリックパブリック RDBMS MIBの変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈

この付録には、Oracleでのパブリック RDBMS MIB実装における、個々の変数の解釈に役立
つ情報が提供されています。この付録では、Oracleによる実装に重点が置かれていることに
注意してください。これらの変数の他の実装方法についての情報は、MIBを参照してくださ
い。

この付録の各項では、Oracleにより次の表内に実装されるパブリック RDBMS MIB変数につ
いて説明しています。

� rdbmsDbTable

� rdbmsDbInfoTable

� rdbmsSrvTable

� rdbmsSrvInfoTable

� rdbmsSrvParamTable

� rdbmsRelTable

� rdbmsTraps

Oracleでは、パブリック RDBMS MIBの次の表は実装されないことに注意してください。

� rdbmsDbParamTable

� rdbmsDbLimitedResourceTable

� rdbmsSrvLimitedResourceTable

Oracleによって実装されない変数にアクセスしようとすると、noSuchName（SNMPv1）ま
たは noSuchInstance（SNMPv2）が返されます。
釈 D-1
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rdbmsDbTable
rdbmsDbTableには、管理対象ノード上にインストールされた各データベースに関する概要
が含まれています。SNMPサポート用に構成されているインストール済のデータベースは、
現在オープンされているかどうかにかかわらず、rdbmsDbTable内の 1行により表されま
す。

rdbmsDbTable内の各エントリは、ノード上にインストールされた特定のデータベースを表
します。各エントリには、rdbmsDbIndexによって索引が付けられます。rdbmsDbTable変
数の現行の設定値は、管理対象ノード上の様々なソースから取り出されます。

Oracleでは、すべての rdbmsDbTable変数が実装されます。表 D-1に、rdbmsDbTableの各
変数および対応するオブジェクト IDを示します。

rdbmsDbIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
アクセス不可

説明説明説明説明
数値索引であり、この管理対象ノードにインストールされているベンダー各社のデータベー
スの中で一意の値です。この値は、概念上一意のキー {vendorOID, databasename}に代わる
ものです。Oracleによる実装では、この変数の値は、Oracle Parallel Serverが稼働していな
ければ、このインストール済のデータベース・サーバーの rdbmsSrvIndexの値です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 10

重要度重要度重要度重要度
高

表表表表 D-1 rdbmsDbTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsDbIndex 1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.1

rdbmsDbPrivateMIBOID 1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.2

rdbmsDbVendorName 1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.3

rdbmsDbName 1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.4

rdbmsDbContact 1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.5
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rdbmsDbTable
関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

rdbmsDbPrivateMIBOID

構文構文構文構文
OBJECT IDENTIFIER

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このインストール済データベースのプライベートMIBの正式な IDを表示します。Oracleに
よる実装では、rdbmsDbVendorOIDの値は、Oracleの OIDサブツリーのルートとしてハー
ドコード化されます（1.3.6.1.4.1.111）。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1.3.6.1.4.1.111のみ

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvVendorOID

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsDbVendorName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
その RDBMSによりこのインストール済データベースが管理されるベンダー名を情報として
表示します。Oracleによる実装では、この変数の値は、「Oracle」としてサブエージェント
内にハードコード化されます。
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rdbmsDbTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
6文字のみ

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvVendorName

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列

rdbmsDbName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このインストール済のデータベース名を製品固有の形式で表示します。Oracleによる実装で
は、rdbmsDbNameの値は、SNMP.ORA内の DB_NAME変数から取り出されます。この名
前は大域的に一意であり、ドメイン情報があります。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
5～ 25文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvName

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列

rdbmsDbContact

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み
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rdbmsDbInfoTable
説明説明説明説明
このインストール済のデータベースの接続者の名前を、当人への接続方法を示す情報ととも
に表示します。Oracleによる実装では、この変数の値は SNMP.ORA構成ファイルから取り
出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
2～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvContact

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsDbInfoTable
rdbmsDbInfoTableには、管理対象ノード上で現在オープンされているデータベース・イン
スタンスに関するその他の概要が含まれています。インストールされたデータベースが
SNMPサポート用に構成されていて、現在オープンされていない場合、この表内の対応する
インスタンスにアクセスしようとすると、noSuchName（SNMPv1）または noSuchInstance
（SNMPv2）が返されます。現在オープンされているかどうかは、rdbmsRelTable内にある、
このデータベースにおけるすべての rdbmsRelStateエントリの値により決定されます。

rdbmsDbInfoTable内の各エントリは、ノード上の現在オープンされている特定のデータ
ベース・インスタンスを表します。各エントリには、rdbmsDbIndexによって索引が付けら
れます。ただし、データベースが現在オープンされているかどうかにかかわらず、
rdbmsDbTableにはそのノードにインストールされた各データベースのエントリが含まれて
いるため、任意の時点で 2つの表内のエントリ間に 1対 1の対応がある場合とない場合があ
ります。rdbmsDblnfoTable変数の現行の設定値は、管理対象ノード上の様々なソースから
取り出されます。
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表 D-2に、Oracleで実装される rdbmsDbInfoTableの各変数および対応するオブジェクト
IDを示します。

Oracleでは個別の表領域のバックアップを取ることができるため、rdbmsDbInfoLastBackup
は実装されないことに注意してください。そのため、最後にデータベース全体のバックアッ
プを取る時間は無駄になります。

rdbmsDbInfoProductName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータベース・インスタンスを作成または最後に再構成したサーバーの文字による製品
名を表示します。Oracleによる実装では、この変数の値は、V$VERSION内の BANNER
フィールドから取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
253文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvProductName

表表表表 D-2 rdbmsDbInfoTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsDbInfoProductName 1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.1

rdbmsDbInfoVersion 1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.2

rdbmsDbInfoSizeUnits 1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.3

rdbmsDbInfoSizeAllocated 1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.4

rdbmsDbInfoSizeUsed 1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.5

rdbmsDbInfoLastBackup* 1.3.6.1.2.1.39.1.2.1.6

*印の付いた変数は、サポートされていません。
これらの変数にアクセスしようとすると、エラーになる場合があります。
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rdbmsDbInfoTable
表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列

rdbmsDbInfoVersion

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータベース・インスタンスを作成または最後に再構成したサーバーのバージョン番号
を表示します。この形式は、製品によって異なります。Oracleによる実装では、この変数の
値は内部的に導出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
中（アプリケーションにより異なる）

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
applVersion

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsDbInfoSizeUnits

構文構文構文構文
INTEGER (1) バイト、(2) KB、(3) MB、(4) GB、(5) TB

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
rdbmsDbInfoSizeAllocatedおよび rdbmsDbInfoSizeUsedの値によって示されるとおり、こ
のデータベース・インスタンスのサイズの測定に使用される単位を表示します。Oracleによ
る実装では、rdbmsDbInfoSizeUnitsの値は、rdbmsDbInfoSizeAllocatedを 32ビット整数と
して表わせる最小値です。
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rdbmsDbInfoTable
(1)は、バイト単位で測定したサイズを示します。(2)は、KBの単位を示します。(3)は、
MBの単位を示します。(4)は、GBの単位を示します。(5)は、TBの単位を示します。これ
らの単位の各測定値は、2の倍数です（1K = 1024）。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1～ 5

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbInfoSizeAllocated、rdbmsDbInfoSizeUsed

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsDbInfoSizeAllocated

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
このデータベース・インスタンスの見積りサイズ（rdbmsDbInfoSizeUnitsの単位）を表示
します。これは、データベース・インスタンスに割り当てられたディスク領域で、このホス
トのユーザーは使用できません。rdbmsDbInfoSizeAllocated変数は、必ずしもデータベース
のデータ用に実際に使用される領域サイズを示しません。かわりに、この値は
rdbmsDbInfoSizeUsedによって取り出されます。Oracleによる実装では、この変数の値は
DBA_DATA_FILES表の行の BYTESフィールドの合計です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbInfoSizeUnits、rdbmsDbInfoSizeUsed

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列またはゲージ
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rdbmsSrvTable
rdbmsDbInfoSizeUsed

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
実際にデータベース・データに使用されているこのデータベース・インスタンスの見積りサ
イズ（rdbmsDbInfoSizeUnitsの単位）を表示します。Oracleによる実装では、
rdbmsDbInfoSizeUsedの値は、DBA_DATA_FILESの BYTESフィールドの値の合計から、
DBA_FREE_SPACEの BYTESフィールドの値の合計を引いた値です。
rdbmsDbInfoSizeUsedは常に、rdbmsDbInfoSizeAllocatedより小さいか等しくなければな
りません。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbInfoSizeAllocated、rdbmsDbInfoSizeUnits

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

rdbmsSrvTable
rdbmsSrvTableには、管理対象ノード上にインストールされた各データベース・サーバーに
関する概要が含まれています。標準の Oracle構成では、1つのサーバーによって 1つのデー
タベースがサポートされます。このように、rdbmsSrvTableの内容は本質的に
rdbmsDbTableの内容を写したものですが、Oracleではパブリック RDBMS MIB標準の主要
規則の 1つを完全に遵守するため、両方の表が実装されます。この規則は、その他のベン
ダーのアーキテクチャを説明するために、データベースとそのサーバーの区別をつけなけれ
ばならない、というものです。

SNMPサポート用に構成されているインストール済のデータベースは、現在オープンされて
いるかどうかにかかわらず、rdbmsDbTable内の 1行により表されます。rdbmsSRvTable内
の各エントリは、ノード上の特定のデータベース・サーバーを表します。各エントリには、
applIndexによって索引が付けられます。各 rdbmsSrvTable変数の現行の設定値は、管理対
象ノード上の様々なソースから直接取り出されます。
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rdbmsSrvTable
Oracleでは、すべての rdbmsSrvTable変数が実装されます。表 D-3に、rdbmsSrvTableの
各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

rdbmsSrvPrivateMIBOID

構文構文構文構文
OBJECT IDENTIFIER

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーのプライベートMIBの正式な IDを表示します。Oracleによる実装では、この
変数の値は、Oracleの OIDサブツリーのルートとしてハードコード化されます
（1.3.6.1.4.1.111）。プライベートMIBに OBJECT IDENTIFIERがない場合、このオブジェク
トにアクセスしようとすると、noSuchName（SNMPv1）または noSuchInstance
（SNMPv2）が返されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1.3.6.1.4.1.111のみ

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbVendorOID

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsSrvVendorName

構文構文構文構文
DisplayString

表表表表 D-3 rdbmsDbSrvTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsSrvPrivateMIBOID 1.3.6.1.2.1.39.1.5.1.1

rdbmsSrvVendorName 1.3.6.1.2.1.39.1.5.1.2

rdbmsSrvProductName 1.3.6.1.2.1.39.1.5.1.3

rdbmsSrvContact 1.3.6.1.2.1.39.1.5.1.4
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rdbmsSrvTable
最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このインストール済のデータベース・サーバーのベンダー名を表示します。Oracleによる実
装では、この変数の値は、「Oracle」としてサブエージェント内にハードコード化されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
6文字のみ

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbVendorName

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列

rdbmsSrvProductName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このサーバーの製品名を表示します。Oracleによる実装では、この変数の値は、「Oracle7 
Server」としてハードコード化されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
14文字のみ

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbInfoProductName

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは単純文字列
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rdbmsSrvInfoTable
rdbmsSrvContact

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
この管理対象のサーバーの接続者の文字による IDを、当人への接続方法を示す情報ととも
に表示します。Oracleによる実装では、この変数の値は SNMP.ORA構成ファイルから取り
出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsDbContact

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsSrvInfoTable
rdbmsSrvInfoTableには、管理対象ノード上で現在実行されている各データベース・サー
バー・インスタンスに関する追加情報が含まれています。rdbmsSrvInfoTable内のデータ
ベース・サーバー・インスタンスの可視性は、そのデータベース・サーバーに対応する
applOperStatusオブジェクトの値によって決まります。（applOperStatusの詳細は、付録 E
「ネットワーク・サービスMIBの実装済変数の解釈」を参照してください。）これらの変数
の監視は、I/O、アクセスおよびアクティビティなどのサーバー機能のチューニングの際に
重要です。

rdbmsDbSrvInfoTable内の各エントリは、ノード上で現在オープンされている特定のデータ
ベース・サーバー・インスタンスを表します。各エントリには、applIndexによって索引が
付けられます。各 rdbmsDbSrvInfoTable変数の現行の設定値は、このデータベース・サー
バー・インスタンスの様々な V$ダイナミック・パフォーマンス表から直接取り出されます。
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rdbmsSrvInfoTable
表 D-4に、Oracleで実装される rdbmsDbInfoTableの各変数および対応するオブジェクト
IDを示します。

Oracleでは、次の rdbmsDbInfoTable変数は実装されません。

� rdbmsSrvInfoDiskOutOfSpaces

� rdbmsSrvInfoRequestRecvs

� rdbmsSrvInfoRequestSends

rdbmsSrvInfoStartupTime

構文構文構文構文
DateAndTime

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

表表表表 D-4 rdbmsDbSrvInfoTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsSrvInfoStartupTime 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.1

rdbmsSrvInfoFinishedTransactions 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.2

rdbmsSrvInfoDiskReads 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.3

rdbmsSrvInfoLogicalReads 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.4

rdbmsSrvInfoDiskWrites 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.5

rdbmsSrvInfoLogicalWrites 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.6

rdbmsSrvInfoPageReads 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.7

rdbmsSrvInfoPageWrites 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.8

rdbmsSrvInfoDiskOutOfSpaces* 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.9

rdbmsSrvInfoRequestsHandled 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.10

rdbmsSrvInfoRequestsRecvs* 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.11

rdbmsSrvInfoRequestSends* 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.12

rdbmsSrvInfoHighwaterInboundAssociations 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.13

rdbmsSrvInfoMaxInboundAssociations 1.3.6.1.2.1.39.1.6.1.14

*印の付いた変数は、サポートされていません。
これらの変数にアクセスしようとすると、エラーになる場合があります。
パブリック RDBMS MIBの変数の解釈 D-13



rdbmsSrvInfoTable
説明説明説明説明
このサーバーが最後に起動された日時を表示します。Oracleによる実装では、この変数の値
は、V$INSTANCE内の STARTUP TIME-JULIANおよび STARTUP TIME-SECONDS
フィールドから計算されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
applUpTime

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsSrvInfoFinishedTransactions

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
データベース・サーバー・インスタンスの起動後、COMMITまたは ABORT操作のいずれ
かが完了し、このサーバーで参照可能なトランザクションの数を表示します。読取り専用の
問合せなど、一部のデータベース操作では、トランザクションが作成されないことがありま
す。Oracleによる実装では、この変数の値は、V$SYSSTATの USER ROLLBACKSおよび
USER COMMITSの合計です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ
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rdbmsSrvInfoDiskReads

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータベース・サーバー・インスタンスの起動後、このサーバーからオペレーティン
グ・システムに対して発行されたデータベース・ファイルの読込み回数の合計を表示しま
す。Oracleによる実装では、この変数の値は、V$SYSSTAT内の PHYSICAL READSから取
り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoLogicalReads、rdbmsSrvInfoPageReads

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoLogicalReads

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
起動後に、このサーバーにより内部的に行われたデータベース・ファイルの論理読込み回数
の合計を表示します。この値と rdbmsSrvInfoDiskReadsの値により、読込み操作での
キャッシュの効果がわかります。Oracleによる実装では、この変数の値は、V$SYSSTATの
CONSISTENT GETSおよび DB BLOCK GETSの合計です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295
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重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoDiskReads

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoDiskWrites

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
起動後にこのサーバーからオペレーティング・システムに対して発行されたデータベース・
ファイルの書込み回数の合計を表示します。Oracleによる実装では、この変数の値は、
V$SYSSTAT内の PHYSICAL WRITESから取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoPageWrites、rdbmsSrvInfoLogicalWrites

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoLogicalWrites

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
データベース・ファイルの一部に使用済とマークされた回数とディスクに書き込む必要があ
る回数の合計。この値と rdbmsSrvInfoDiskWritesにより、データベース操作と比較して、
ディスクへの書込み回数を減らすときのライトビハインド方法の効果がある程度わかりま
す。データベース・ファイルの一部に使用済のマークを付けるサーバー以外のサーバーによ
る書込みが行われる可能性があるので、これらの値は、共通のキャッシュを共有するすべて
のサーバーで集計しなければ意味がない場合があります。数値は、製品間で比較できませ
ん。Oracleによる実装では、この変数の値は、V$SYSSTAT内の DB BLOCK CHANGESか
ら取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoDiskWrites

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoPageReads

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータベース・サーバー・インスタンスの起動後、このサーバーにより読み込まれた
データベース・ファイルの合計ページ数を表示します。ページとは、ディスク I/O操作の製
品固有の単位です。この値と rdbmsSrvInfoDisksReadsの値により、走査などの一部の問合
せのパフォーマンス改善に使用できる、グループ先読みの効果がわかります。Oracleによる
実装では、この変数の値は、V$FILESTATのすべての PHYBLKRDエントリの合計です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoDiskReads

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoPageWrites

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータベース・サーバー・インスタンスの起動後、このサーバーにより書き込まれた
データベース・ファイルの合計ページ数を表示します。ページとは、ディスク I/O操作の製
品固有の単位です。この値と rdbmsSrvInfoDisksWritesの値により、連続ページの論理的書
込みをオペレーティング・システムの 1回のコールに縮小する書込み方法の効果がわかりま
す。Oracleによる実装では、この変数の値は、V$FILESTATのすべての PHYBLKWRTエン
トリの合計です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoDiskWrites

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoRequestsHandled

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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説明説明説明説明
このデータベース・サーバー・インスタンスの起動後、インバウンド結合上のサーバーに出
された要求の合計を表示します。

rdbmsSrvInfoRequestsHandledでは、クライアントとサーバー間またはピア間で高度な意味
論上の操作がカプセル化されます。たとえば、1つの要求が 1つの SELECTまたは INSERT
文に対応する場合があります。rdbmsSrvInfoDiskReadsまたは rdbmsSrvInfoDiskWritesと
は対照的に、この変数ではディスクの I/O操作回数は獲得できません。

Oracleによる実装では、この変数の値は、V$SYSSTAT内の user callsから取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoRequestRecvs、rdbmsSrvInfoRequestSends

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

rdbmsSrvInfoHighwaterInboundAssociations

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
このデータベース・サーバー・インスタンスの起動後、このサーバーに対して同時にオープ
ンされたインバウンド結合の最大数を表示します。Oracleによる実装では、この変数の値
は、V$LICENSE内の SESSION_HIGHWATERから取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ rdbmsSrvInfoMaxInboundAssociationsの値

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsSrvInfoMaxInboundAssociations
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表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ

rdbmsSrvInfoMaxInboundAssociations

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
このサーバーと同時にオープンできるインバウンド結合の最大数を表示します。制限がない
場合、この値は 0（ゼロ）でなければなりません。Oracleによる実装では、この変数の値
は、V$LICENSE内の SESSIONS_MAXから取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
applInboundAssociations、rdbmsSrvInfoHighwaterInboundAssociations

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsSrvParamTable
rdbmsSrvParamTableには、この管理対象ノード上にインストールされたデータベース・
サーバーの構成パラメータが含まれています。この表は通常、付録 Aに記載されているプラ
イベート OracleデータベースMIBの oraDbConfigTableに対応しています。Oracle固有の
アプリケーションを開発している場合は、この表を考慮する必要はありません。そのかわ
り、より便利に使用できるように設計された oraDbConfigTableに注目してください。

rdbmsSrvParamTable内の各エントリは、ノード上のデータベース・サーバーに対する特定
の構成パラメータを表します。各エントリには、最初に applIndex、次に
rdbmsSrvParamName、最後に rdbmsSrvParamSubIndexによって索引が付けられます。こ
のように、通常は、データベース・サーバーとその構成パラメータ間には 1対多の関係が、
構成パラメータとその複数の値の間には 1対多の関係があります。（applIndexの詳細は、付
録 E「ネットワーク・サービスMIBの実装済変数の解釈」を参照してください。）ただし、
Oracleによる実装では、構成パラメータの複数の値はそのパラメータの 1つのエントリに連
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結されます。各 rdbmsSrvInfoTable変数の現行の設定値は、このデータベース・サーバーの
INIT.ORA構成ファイル内の対応する変数から直接取り出されます。

対応する applOperStatusオブジェクトの値が動作（1）の場合、サーバーへのエントリがな
ければなりません。（applOperStatusオブジェクトの詳細は、付録 Eを参照してください。）
applOperStatusのインスタンスが動作していない（1以外）場合、この表内の対応するイン
スタンスにアクセスしようとすると、Agentによって noSuchName（SNMPv1）または
noSuchInstance（SNMPv2）が返されます。

表 D-5に、Oracleで実装される rdbmsSrvParamTableの各変数および対応するオブジェク
ト IDを示します。

Oracleでは、次の rdbmsSrvParamTable変数は実装されません。

� rdbmsSrvParamComment

� rdbmsSrvParamID

rdbmsSrvParamName

構文構文構文構文
DisplayString (1～ 64)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
アクセス不可

説明説明説明説明
サーバーの構成パラメータ名を表示します。この名前は製品固有です。キーの通信量を最小
限にし、1行に収めるため、長さは 64文字までに制限されています。Oracleによる実装で
は、この変数の値は、INIT.ORAファイル内のパラメータの名前です。

表表表表 D-5 rdbmsDbSrvParamTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsSrvParamName 1.3.6.1.2.1.39.1.7.1.1

rdbmsSrvParamSubIndex 1.3.6.1.2.1.39.1.7.1.2

rdbmsSrvParamID* 1.3.6.1.2.1.39.1.7.1.3

rdbmsSrvParamCurrValue 1.3.6.1.2.1.39.1.7.1.4

rdbmsSrvComment* 1.3.6.1.2.1.39.1.7.1.5

*印の付いた変数は、サポートされていません。
これらの変数にアクセスしようとすると、エラーになる場合があります。
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代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 45文字

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigTableの各変数

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsSrvParamSubIndex

構文構文構文構文
INTEGER (1～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
アクセス不可

説明説明説明説明
このパラメータの副索引値。Oracleによる実装では、この変数の値は必ず 1です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1のみ

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

rdbmsSrvParamCurrValue

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み
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説明説明説明説明
Oracleによる実装で INIT.ORAファイルから取り出された、この構成パラメータの現行の設
定値を表示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 255文字

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraDbConfigTable変数

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

rdbmsRelTable
rdbmsRelTableでは、この管理対象ノード上のデータベースとサーバーの関係が示されま
す。Oracleによる標準的な実装では、1つのサーバーによって 1つのデータベースがサポー
トされます。それにもかかわらず、この表が実装されているのは、パブリック RDBMS MIB
標準を完全に遵守するためです。

rdbmsDbRelTable内の各エントリは、ノード上のデータベース・サーバーとデータベース間
のマップを示します。各エントリには、最初に rdbmsDbIndex、次に applIndexによって索
引が付けられます。このように、1つのデータベースについて 1つのサーバーという標準の
Oracle構成の場合、これら 2つの索引は同じです。（applIndexの詳細は、付録 E「ネット
ワーク・サービスMIBの実装済変数の解釈」を参照してください。）

表 D-6に、Oralceで実装される rdbmsRelTableの各変数および対応するオブジェクト IDを
示します。

rdbmsRelState

構文構文構文構文
INTEGER (2)アクティブまたは (5)使用不可

表表表表 D-6 rdbmsRelTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsRelState 1.3.6.1.2.1.39.1.9.1.1

rdbmsRelActiveTime 1.3.6.1.2.1.39.1.9.1.2
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最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り /書込み

説明説明説明説明
このサーバーによるこのデータベースへのアクセス状態を表示します。Oracleでは、(2)ア
クティブおよび (5)使用不可のみが実装されます。アクティブ (2)は、サーバーによりデータ
ベースが現在使用中であることを示します。使用不可 (5)は、このサーバーではデータベー
スが使用できないことを示します。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
2または 5

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
appleOperStatus、rdbmsStateChange

表示内容表示内容表示内容表示内容
アイコンまたは警告

rdbmsTraps
他の SNMP変数とは異なり、トラップ変数は、管理ステーションによる情報の要求に対す
る Agentの応答ではありません。むしろ、Agentによりなんらかの条件が発生したこと（し
きい値に到達したなど）が感知されたときに、Agentから管理ステーションに対して自動的
に送られるメッセージです。

表 D-7に、rdbmsTrapsの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

rdbmsStateChange

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
{rdbmsRelState}

説明説明説明説明
rdbmsStateChangeトラップは、このノード上のデータベース・サーバーの 1つによって、
その rdbmsRelStateが使用時にアクセス制限されるように変更されたことを意味します。

表表表表 D-7 rdbmsTraps変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

rdbmsStateChange 1.3.6.1.2.39.2.1.1.1
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Oracleによる実装では、アクティブ (2)は完全にアクセス可能であると見なされます。ト
ラップによって送られる状態は、アクセス制限された新しい状態（使用不可 (5)）です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
5のみ

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
rdbmsRelState

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告
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ネットワーク・サービス MIBの実装済変数の解
E

ネットワーク・サービスネットワーク・サービスネットワーク・サービスネットワーク・サービスMIBの実装済変数のの実装済変数のの実装済変数のの実装済変数の

解釈解釈解釈解釈

この付録では、Oracleによって実装されたパブリックなネットワーク・サービスMIB、バー
ジョン 2（RFC 1565）のこれらの変数の解釈に役立つ情報を提供します。特に、次の表の
SNMP変数を取り上げます。

� applTable

applTable
applTableには、すべての種類のネットワーク・サービス・アプリケーションに適用するよ
うに設計された汎用変数が含まれています。特定の applTable変数が、Oracle7および
Oracle8のデータベース・サーバーと Oracle Namesの 3つの Oracleサービス用に実装され
ています。（リスナーでは、ネットワーク・サービスMIB変数をまったく使用しません。）

applTable内の各エントリは、管理されたノード上のこれらの 3つのアプリケーションの 1
つを表しています。Oracle7および Oracle8データベース・サーバー・アプリケーションの
applTableの各エントリは、そのインストール済のデータベース・サーバーの現行インスタ
ンスが実行中かどうかにかかわらず、SNMP.ORA構成ファイルで構成されたデータベー
ス・サーバーを表しています。一方、Oracle Names用の applTableのエントリは、これら
のサービスの現行インスタンスのみを表しています。Oracle Namesが SNMP.ORAで構成
されているが、現在実行されていない場合、applTable内のエントリとして表示されません。
applTableの各エントリには、applIndexによって索引が付けられています。
釈 E-1



applTable
表 E-1に、applTableの変数をリストし、3つの Oracleサービス（Oracle7および Oracle8の
データベース・サーバーと Oracle Names）のそれぞれに対して、どの変数が実装されてい
るかを示します。

これらのいずれの Oracleサービスに対しても実装されていない唯一の applTable変数は、
applDirectoryです。これは、この変数が、OSIディレクトリ・サービスを使用するサイト
のみに対して意味を持つためです。

表表表表 E-1 2つのつのつのつの Oracleサービスに対して実装されているサービスに対して実装されているサービスに対して実装されているサービスに対して実装されている applTable変数変数変数変数

変数名変数名変数名変数名
Oracle7 Serverおよびおよびおよびおよび
Oracle8 Server Oracle Names

applIndex x x

applName x x

applDirectoryName

applVersion x x

applUptime x

applOperStatus x

applLastChange x

applInboundAssociations x

applOutboundAssociations

applAccumulatedInboundAssociations x

applAccumulatedOutboundAssociations x

applLastInboundActivity

applLastOutboundActivity

applRejectedInboundAssociations x

applFailedOutboundAssociations x
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applTable
表 E-2に、実装されている applTableの変数および対応するオブジェクト IDを示します。

実装済のすべての applTable変数の説明は次のとおりです。

applIndex

構文構文構文構文
INTEGER (0～ 2147483647)

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
アクセス不可

説明説明説明説明
アプリケーションを一意に識別するための索引。この整数は、SNMP.ORAファイルで割り
当てられます。

applIndexは、Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバー、Oracle Namesサービス
のそれぞれに対して実装されています。

表表表表 E-2 applTable変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

applIndex 1.3.6.1.2.1.27.1.1.1

applName 1.3.6.1.2.1.27.1.1.2

applDirectoryName 1.3.6.1.2.1.27.1.1.3

applVersion 1.3.6.1.2.1.27.1.1.4

applUptime 1.3.6.1.2.1.27.1.1.5

applOperStatus 1.3.6.1.2.1.27.1.1.6

applLastChange 1.3.6.1.2.1.27.1.1.7

applInboundAssociations 1.3.6.1.2.1.27.1.1.8

applOutboundAssociations 1.3.6.1.2.1.27.1.1.9

applAccumulatedInboundAssociations 1.3.6.1.2.1.27.1.1.10

applAccumulatedOutboundAssociations 1.3.6.1.2.1.27.1.1.11

applLastInboundActivity 1.3.6.1.2.1.27.1.1.12

applLastOutboundActivity 1.3.6.1.2.1.27.1.1.13

applRejectedInboundAssociations 1.3.6.1.2.1.27.1.1.14

applFailedOutboundAssociations 1.3.6.1.2.1.27.1.1.15
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applTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 2147483647

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
applName

表示内容表示内容表示内容表示内容
該当なし

applName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
ネットワーク・サービス・アプリケーションの識別のために選択する名前を示します。
ApplNameは、Oracle7と Oracle8のデータベース・サーバー、および Oracle Namesアプ
リケーションのそれぞれに対して実装されています。

Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバーの場合、applNameの値は、SNMP.ORA
構成ファイル内の SIDパラメータの値です。

Oracle Namesサービスの場合、applNameの値は、NAMES.ORAファイルの
NAMES.SERVER_NAMEフィールドから取り出されます。Oracle Namesのすべての表で
は、appleNameが索引として使用されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
5～ 25文字

重要度重要度重要度重要度
Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバーの場合は、高（Oracle Namesの場合は、
低）

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
applIndex

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列
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applVersion

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
アプリケーション・ソフトウェアのバージョンを示します。値は、内部的に取り出されま
す。

applVersionは、Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバー、Oracle Namesアプリ
ケーションのそれぞれに対して実装されています。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
1～ 15文字

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

applUptime

構文構文構文構文
TimeStamp

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
マスター・エージェントが保持する変数である sysUptimeの値を示します。これは、特定の
アプリケーション・インスタンス（Oracle7または Oracle8のデータベース・サーバー）の
最後の初期化時に取り出されます。

この変数に対する 2つの要求で同じ値が返された場合、このアプリケーションに関連付けら
れたカウンタで、要求の間にリセットされたものはありません。

applUptimeは、Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバーに対して実装されていま
す。
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applTable
代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージまたはカウンタ

applOperStatus

構文構文構文構文
INTEGER (1) 稼働中および (2) 停止中

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
アプリケーションの動作ステータスを示します。Oracleでは、(1)稼働中および (2)停止中が
実装されています。稼働中値 (1)は、アプリケーションが稼働中で使用可能であることを示
します。停止中値 (2)は、アプリケーションが使用できないことを示します。
AppleOperStatusは、Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバーに対して実装され
ています。

このアプリケーションに対する applOperStatus変数の値が 2であり、使用できないことを
示している場合、サブエージェントではそれに接続できません。この場合、そのアプリケー
ションの動作ステータスとは無関係に存在するMIB表のみが、SNMPアクセス可能です。
Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバーの場合、これらの表は、パブリックな
RDBMS MIBの rdbmsDbTableおよび rdbmsSrvTableのみです。applOperStatusの値が 2
（停止中）の場合、プライベートな Oracle Database MIBのすべての表がアクセス不可になり
ます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
列挙型 1または 2

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし
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表示内容表示内容表示内容表示内容
アラームまたは単純文字列

applLastChange

構文構文構文構文
TimeStamp

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
ネットワーク・サービス・アプリケーションが、現行の動作状態に入った時点での
sysUptimeの値を示します。sysUptimeは、この管理対象ノード上のマスター・エージェン
トによってメンテナンスされます。ローカル・ネットワーク管理サブシステムの最後の初期
化の前に現行の状態に入った場合、オブジェクトには、0の値が含まれます。

applLastChangeは、Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバーに対して実装されて
います。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
applUpTime、sysUptime

表示内容表示内容表示内容表示内容
単純文字列

applInboundAssociations

構文構文構文構文
Gauge32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
アプリケーションがその応答側となっている、このアプリケーションへの現行の関連付けの
数を示します。applInboundAssociationsは、Oracle7および Oracle8のデータベース・サー
バーに対して実装されています。
ネットワーク・サービス MIBの実装済変数の解釈 E-7



applTable
ダイナミックな単一スレッド・プロセスとして構成されている Oracle7または Oracle8の
データベース・サーバーの場合、この値は、V$LICENSE内の SESSIONS_CURRENTから取
り出されたアプリケーション・インスタンスの数です。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 5（Oracle Names）、1～ 1,000（Oracle7および Oracle8のデータベース・サーバー）

重要度重要度重要度重要度
低

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ゲージ、ala Tach（Names）

applAccumulatedInboundAssociations

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
初期化後の、このアプリケーションへの、応答側となっている関連付けの合計数を示しま
す。この変数は、全体的な要求負荷を表しています。この変数は、Oracle Namesサービス
に対して実装されています。

Oracle Namesサービスの場合、この変数は、内部表から導出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraServerDeletesReceived（Oracle Names）、oraServerQueriesReceived（Oracle Names）、
oraServerRenamesReceived（Oracle Names）、oraServerUpdatesReceived（Oracle Names）

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタまたはゲージ
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applAccumulatedOutboundAssociations

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
転送ロード（初期化後の、このアプリケーションへの、イニシエータとなっている関連付け
の合計数）を示します。この変数は、Oracle Namesサービスに対して実装されています。

Oracle Namesサービスの場合、この変数は、内部表から導出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
カウンタ

applRejectedInboundAssociations

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
初期化後の、アプリケーション・エントリによって拒否されたインバウンドな関連付けの合
計数を示します。この変数は、Oracle Namesサービスに対して実装されています。

Oracle Namesの場合、この変数は、クライアントの障害、または構成内の非一貫性の可能
性を示します。この変数は、内部表から取り出されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295
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applTable
重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタまたはゲージ /時刻と警告ライト

applFailedOutboundAssociations

構文構文構文構文
Counter32

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
初期化後の、アプリケーション・エントリがイニシエータとなっており、関連付けの確立が
失敗した関連付けの合計数を示します。この変数は、Oracle Namesサービスに対して実装
されています。

Oracle Namesの場合、この変数は、リモート・サーバーが停止中か、またはサーバーのト
ポロジ・データで正しく定義されていないことを示します。この変数は、内部表から取り出
されます。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
0～ 4294967295

重要度重要度重要度重要度
中

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
ローリング・カウンタまたはゲージ /時刻と警告ライト
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Oracle Enterprise Manager MIBの変数の解釈
F

Oracle Enterprise Manager MIBの変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈の変数の解釈

この付録では、このリリースで実装されているプライベート Oracle Enterprise Manager MIB
の変数の解釈に役立つ情報を提供します。特に、次の表の SNMP変数を取り上げます。

� oraAgentEventTable

� oraAgentTraps

oraAgentEventTable
表 F-1に、oraAgentEventTableの変数および対応するオブジェクト IDを示します。

各変数の説明は次のとおりです。

表表表表 F-1 oraAgentEventTable 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraAgentEventIndex 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.1

oraAgentEventName 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.2

oraAgentEventID 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.3

oraAgentEventService 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.4

oraAgentEventTime 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.5

oraAgentEventSeverity 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.6

oraAgentEventUser 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.7

oraAgentEventAppID 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.8

oraAgentEventMessage 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.9

oraAgentEventArguments 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.10

oraAgentEventResults 1.3.6.1.4.1.111.12.1.1.1.11
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oraAgentEventTable
oraAgentEventIndex

構文構文構文構文
INTEGER

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

説明説明説明説明
OraAgentEventTableの索引

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventName

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
発生したイベントの名前

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高
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関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventID

構文構文構文構文
INTEGER

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
このイベントの発生を生成した登録の ID

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventService

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須
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oraAgentEventTable
説明説明説明説明
このイベントで監視しているサービス（データベース、SQL*Netリスナーなど）の名前

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventTime

構文構文構文構文
DateAndTime

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
イベントが検出された時刻

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告
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oraAgentEventTable
oraAgentEventSeverity

構文構文構文構文
INTEGER {警戒 (1)、警告 (2) }

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
イベントの重要度の相対的な基準

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventUser

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
このイベントを登録したユーザーの名前

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし
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oraAgentEventTable
重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventAppID

構文構文構文構文
Integer

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
このイベントが登録された Oracle Enterprise Managerコンソール・アプリケーションの ID

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventMessage

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用
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oraAgentEventTable
ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
イベントに関連付けられたメッセージ

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentEventArguments

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
このイベントを検出したスクリプトに渡された引数

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告
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oraAgentTraps
oraAgentEventResults

構文構文構文構文
DisplayString

最大アクセス最大アクセス最大アクセス最大アクセス
読取り専用

ステータスステータスステータスステータス
必須

説明説明説明説明
このイベントを検出したスクリプトによって生成された結果

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
なし

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

oraAgentTraps
他の SNMP変数とは異なり、トラップ変数は、管理ステーションによる情報の要求に対す
る Agentの応答ではありません。むしろ、Agentがある条件の発生（しきい値に達するな
ど）を感知した場合に、Agentから管理ステーションに自動的に送られるメッセージです。

Oracle Enterprise Manager Agentによって検出されるすべてのイベントは、イベントの発生
時に SNMPトラップを送信するように構成できます。

Oracle Enterprise Manager Agentによって送出されたトラップは、標準的な UDPポート
162でリスニングしており、必要な ASN.1デコードを実行できるすべてのツールによって受
信できます。そのような製品には、インターネット上で入手できるフリー・ソフトウェアか
ら、HPの OpenView、Sunの Solstice、IBMの NetView/6000など、高度なネットワーク
管理プラットフォームに至るまで、様々なものがあります。

Oracle Enterprise Manager Agentのこの機能は、SNMPをサポートするプラットフォーム上
で、拡張性のある SNMP Master Agentが起動されている場合にのみ使用可能です。Agent
では、起動時に SNMP Master Agentに接続しようとします。プラットフォームで SNMPが
サポートされていないか、またはマスター・エージェントが起動されていないために接続が
失敗した場合、トラップは送信されません。すべてのトラップの宛先は、SNMP Master 
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oraAgentTraps
Agentの構成事項によって決まります。詳細は、オペレーティング・システム固有のドキュ
メントを参照してください。

表 F-2に、oraAgentTrapsの各変数および対応するオブジェクト IDを示します。

oraAgentEventOcc

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト
{oraAgentEventName、oraAgentEventID、oraAgentEventService、oraAgentEventTime、
oraAgentEventSeverity、oraAgentEventUser、oraAgentEventAppID、
oraAgentEventMessage、oraAgentEventArguments、oraAgentEventResults}

説明説明説明説明
Oracle Enterprise Manager Agentでは、特定のトラップがないイベントの発生が検出されま
した。

代表的範囲代表的範囲代表的範囲代表的範囲
該当なし

重要度重要度重要度重要度
高

関連する変数関連する変数関連する変数関連する変数
oraAgentEventName、 oraAgentEventID、oraAgentEventService、oraAgentEventTime、
oraAgentEventSeverity、oraAgentEventUser、oraAgentEventAppID、
oraAgentEventMessage、oraAgentEventArguments、oraAgentEventResults

表示内容表示内容表示内容表示内容
警告

表表表表 F-2 oraAgentTraps 変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト変数および対応するオブジェクト ID

変数名変数名変数名変数名 オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID

oraAgentEventOcc 1.3.6.1.4.1.111.12.2.2
Oracle Enterprise Manager MIBの変数の解釈 F-9



oraAgentTraps
F-10　Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド



キーボード・ショートカッ
G

キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

この付録には、一般的なWindowsのキーボード・ショートカットのリストが記載されてい
ます。Windowsのキーボード・ショートカットおよびナビゲーションの完全なリストは、
ご使用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

表表表表 G-1 一般的な一般的な一般的な一般的なWindows キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

キーキーキーキー 動作動作動作動作

[F1] アクティブ・オブジェクトまたはウィンドウ全体のヘルプ情報を表示。

Windowsキーまたは
[Ctrl]+[Esc]

タスクバー上にある「スタート」メニューを開く。

[Ctrl]+[Alt]+[Del] Microsoft Windowsでは、「プログラムの強制終了」ダイアログ・ボックスを
開く。ここには、終了する対象のアプリケーションのリストと、「終了」、
「シャットダウン」および「キャンセル」のコマンド・ボタンが表示されます。

Microsoft Windows NTでは、「Windows NTのセキュリティ」ダイアログ・
ボックスを開く。ここには「ワークステーションのロック」、「ログオフ」、
「シャットダウン」、「パスワードの変更」、「タスク マネージャ」および「キャ
ンセル」のオプションがあります。ログインしていない場合は、ログイン・ダ
イアログ・ボックスが開きます。

[Del] 選択した項目を削除。項目がファイルの場合、それらを「ごみ箱」に移しま
す。

[Shift]+[Del] 選択した項目を削除。項目がファイルの場合、それらを「ごみ箱」に移さず、
ただちに削除します。

[Ctrl]+[N] 「新規作成」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「新規作
成」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[O] 「ファイルを開く」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの
「開く」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[P] 「印刷」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「印刷」コマ
ンドを選択することもできます。）
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[Ctrl]+[S] 「ファイル名を付けて保存」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メ
ニューの「上書き保存」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[X] 選択した項目を切り取り、クリップボードに移す。（「編集」メニューの「切り
取り」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[Insert]または [Ctrl]+[C] 選択した項目をクリップボードにコピー。（「編集」メニューの「コピー」コマ
ンドを選択することもできます。）

[Shift]+[Insert]または [Ctrl]+[V] クリップボードから、コピーした項目を貼り付ける。（「編集」メニューの「貼
り付け」コマンドを選択することもできます。）

[Alt]+[Back Space]または [Ctrl]+[Z] 直前の操作を元に戻す。操作の中には元に戻せないもの（シャットダウンな
ど）もあることに注意してください。（「編集」メニューの「元に戻す」コマン
ドを選択することもできます。）

[Alt]+[Shift]+[Back Space] 直前の元に戻す操作を繰り返す。（「編集」メニューの「やり直し」コマンドを
選択することもできます。）

Windowsキー +[M] すべてのウィンドウを最小化。キーボードのフォーカスは、デスクトップ上で
直前に選択されていたアイコンに移ります。前に開いていたウィンドウを拡大
し、最後に使用していたアプリケーションにフォーカスを戻すには、[Shift]を
一緒に押します。

キーキーキーキー 動作動作動作動作
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用語集用語集用語集用語集

Agent（（（（agent））））

ノード上のすべての SNMPトランザクションを担当する、その管理対象ノード上のプロセ
ス。Agentでは、管理ステーションからの要求が受け取られ、データを返してそれらの要求
に応答する。さらに、例外的な状況が検出されると、トラップが開始される。

ASN.1

抽象構文表記法 1。MIB変数の定義に使用される表記法。

DBA_DATA_FILES

データベース・ファイルについての情報を表示するデータ・ディクショナリ表示。
DBA_DATA_FILESのフィールドは、rdbmsDbInfoSizeAllocated変数の値を取り出し、
rdbmsDbInfoSizeAllocatedおよび rdbmsDbInfoSizeUsed変数の値を導出するのに使用され
る（標準 RDBMS MIB（RFC 1565）の Oracleによる実装の場合）。さらに、プライベート
OracleデータベースMIBの oraDbDataFileTableの変数のいくつかは、DBA_DATA_FILES
の 1つの列に直接対応している。

DBA_FREE_SPACE

すべての表領域にある空きエクステントについての情報を表示するデータ・ディクショナリ
表示。DBA_FREE_SPACEは、rdbmsDbInfoSizeUsed変数の値の導出に使用される（パブ
リック RDBMS MIB（RFC 1565）の Oracleによる実装の場合）。

DBA_TABLESPACES

最後のインスタンスが起動されて以降の Oracle7または Oracle8データベースの表領域アク
ティビティの基準を含むダイナミック・パフォーマンス表。プライベート Oracleデータ
ベースMIBの oraDbTablespaceTableにある各変数の値は、DBA_TABLESPACESの対応す
る変数から直接取り出される。
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INIT.ORA構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（INIT.ORA configuration file））））

データベース・システムの起動時に読み込まれるパラメータのリストを含むデータベース・
システム・ファイル。パラメータでは、データベースおよび制御システム全体のリソースが
識別される。パラメータは SGAのサイズに影響し、インスタンスのパフォーマンスにも影
響を与える。プライベート OracleデータベースMIBの oraDbConfigTableにある各変数の
値は、INIT.ORAの対応するパラメータから直接取り出される。

MIB

管理情報ベース。たとえば、データベース・サーバーの使用方法パフォーマンス、および初
期化パラメータなどのオブジェクトの属性を記述するように問合せできる変数の収集。

MultiProtocol Interchange

「Oracle MultiProtocol Interchange」を参照。

Network Services MIB

すべてのタイプのネットワーク・サービス・アプリケーションに適用するように設計された
一般的な変数を含むパブリックMIB（RFC 1565）。Oracleは、Oracle7 Server、Oracle 
MultiProtocol Interchangeおよび Oracle Names製品に関連するこのMIBの変数を実装し
た。

OID

「オブジェクト識別子（object identifier）」を参照。

OIDサブツリー（サブツリー（サブツリー（サブツリー（OID subtree））））

指定エンティティに固有のMIBツリーの一部。Oracleエンタープライズのサブツリーは、
1.3.6.1.4.1.111。Oracle MIBのすべての変数は、OIDサブツリーで始まる。ルート OIDとも
呼ばれる。

Oracle MultiProtocol Interchange

複数のネットワーク・プロトコル間にアプリケーションの接続性を提供する製品。

Oracle Names

データベース・アドレスおよびデータベース・リンク情報をネットワーク内のすべてのノー
ドで利用可能にすることによって、ディレクトリ・サービスを提供する製品。

Oracle7 Serverおよびおよびおよびおよび Oracle8 Server（（（（Oracle7 and Oracle8 Servers））））

オラクル社が開発および販売しているリレーショナル・データベース管理システム
（RDBMS）。これらの RDBMSには、情報にアクセスして操作するサーバーと、その情報を
格納するデータベースが含まれている。
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Oracleデータベースデータベースデータベースデータベース MIB（（（（Oracle Database MIB））））

このプライベートMIBは、パブリック RDBMS MIBの機能を拡張する。Oracleデータベー
スMIBには、Oracle7アーキテクチャに固有の追加の RDBMS統計が含まれている。

RDBMS MIB

IETFのワーキング・グループが定義した、リレーショナル・データベースに対して提案さ
れている標準MIB。このMIBにより、データベースの検出、識別、データベースのサイズ
およびアクティビティ・レベルの特徴付けが可能。

SGA

「共有グローバル領域（Shared Global Area）」を参照。

SNMP.ORA

管理ノードの構成ファイル。SNMP.ORAには、Oracleのサブエージェントの起動時に読み
込まれるパラメータのリストが含まれる。

V$DATABASE

制御ファイルからのデータベース情報を含むダイナミック・パフォーマンス表。

V$FILESTAT

Oracle7データベースのファイル書込み /読取り統計を含むダイナミック・パフォーマンス
表。プライベート OracleデータベースMIBの oraDbDataFileTableにある変数のいくつか
は、V$FILESTATの 1つの列から直接取り出される。

V$INSTANCE

現行のインスタンスの状態についての情報を含むダイナミック・パフォーマンス表。

V$LIBRARYCACHE

最新のインスタンスが起動されて以降のすべてのライブラリ・キャッシュ・アクティビティ
の基準を含むダイナミック・パフォーマンス表。プライベート OracleデータベースMIBの
oraDbLibraryCacheTableにある各変数の値は、V$LIBRARYCACHEの対応する変数から直
接取り出される。

V$LICENSE

ライセンス制限についての情報を含むダイナミック・パフォーマンス表。

V$ROWCACHE

最新のインスタンスが起動されて以降のすべてのデータ・ディクショナリ・アクティビティ
の基準を含むダイナミック・パフォーマンス表。プライベート OracleデータベースMIBの
oraDbRowCacheTableにある各変数の値は、V$ROWCACHEの対応する変数から直接取り
出される。
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V$SESSTAT

現行の各セッションで使用されるメモリーの総計についての現行の統計を含むダイナミッ
ク・パフォーマンス表。マルチスレッド・サーバー・アーキテクチャでは、Oracleはセッ
ション情報をユーザー・プロセスのメモリーではなく、共有プールに格納する。プライベー
ト OracleデータベースMIBにある変数が V$SESSTATにある変数と直接対応していないの
に対して、V$SYSSTATは V$SESSTATから導出される。「V$SYSSTAT」も参照。

V$SGA

Oracle7または Oracle8データベースのシステム・グローバル領域についてのサマリー情報
を含むダイナミック・パフォーマンス表。プライベート OracleデータベースMIBの
oraDbSGATableにある各変数の値は、V$SGAの対応する変数から直接取り出される。

V$SGASTAT

Oracle7または Oracle8データベースのシステム・グローバル領域についての詳細な情報を
含むダイナミック・パフォーマンス表。プライベート OracleデータベースMIBの
oraDbSGAStatTableにある各変数の値は、V$SGASTATの対応する変数から直接取り出され
る。

V$SYSSTAT

V$SESSTATの各変数の現行システム全体の値を含むダイナミック・パフォーマンス表。プ
ライベート OracleデータベースMIBの oraDbSysTableにある各変数の値は、V$SYSSTAT
の対応する変数から直接取り出される。

V$VERSION

Oracle Serverのコア・ライブラリ・コンポーネントのバージョン番号を含むダイナミック・
パフォーマンス表。「ライブラリ（library）」も参照。

V$表（表（表（表（V$ table））））

SGA内でユーザーがメモリー構造にアクセスできるようにする仮想表の総称。V$表は、
Oracleインスタンスのプロセスのパフォーマンスをモニターするのに使用できる。これらの
表は、データベースがオープンで使用中の間は継続的に更新されるため、ダイナミック・パ
フォーマンス表とも呼ばれる。多くのプライベート OracleデータベースMIB変数の値は、
V$表の対応する変数から直接取り出される。

インスタンス（インスタンス（インスタンス（インスタンス（instance））））

Oracle7および Oracle8 Server用に定義され、インスタンスには、ORACLEデータベースへ
のアクセスに必要なバックグラウンド・プロセスおよびメモリー領域が含まれる。SNMPで
は、インスタンスには別の意味がある。表に表示されるオブジェクトごとに、表の各行にそ
のオブジェクトのインスタンスが定義される。

インターチェンジ（インターチェンジ（インターチェンジ（インターチェンジ（Interchange））））

「Oracle MultiProtocol Interchange」を参照。
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オブジェクト識別子（オブジェクト識別子（オブジェクト識別子（オブジェクト識別子（object identifier））））

各オブジェクトを一意に識別する、SNMP標準（RFC 1442）で指定される要素のシーケン
ス。オブジェクト識別子（OID）は、識別子の階層組織を示すシーケンス。

管理アプリケーション（管理アプリケーション（管理アプリケーション（管理アプリケーション（management application））））

より専門化されたネットワークまたはデータベース・タスクを完成させるために、管理フ
レームワークに統合できるソフトウェア・アプリケーション。

管理フレームワーク（管理フレームワーク（管理フレームワーク（管理フレームワーク（management framework））））

SNMPプロトコルを使用して取り出された情報の表示、およびそれに対する応答用のソフト
ウェア・パッケージ。「管理アプリケーション（management application）」も参照。

管理ステーション（管理ステーション（管理ステーション（管理ステーション（management station））））

SNMPプロトコルを使用してオブジェクトのモニターまたは管理が行われるノード。管理コ
ンソール、管理システムまたはノード管理としても知られている。

管理対象オブジェクト（管理対象オブジェクト（管理対象オブジェクト（管理対象オブジェクト（managed object））））

管理ステーションによって現行のステータスを問い合せることのできるエンティティ、デバ
イス、LANサーバーなどのノード、ゲートウェイまたはクライアント・アプリケーション。

管理対象ノード（管理対象ノード（管理対象ノード（管理対象ノード（managed node））））

モニターまたは管理されるオブジェクトが存在する、UNIXサーバーなどのプラットフォー
ム。

共有グローバル領域（共有グローバル領域（共有グローバル領域（共有グローバル領域（Shared Global Area））））

データベース操作中に Oracle7および Oracle8 Serverで使用される一時データ・キャッシュ
を含む共有セグメント。SGAは、サーバーの起動時に初期化され、サーバーが実行中でない
ときは使用できない。システム・グローバル領域としても知られている。

共有プール（共有プール（共有プール（共有プール（shared pool））））

インスタンス起動時に作成される、共有 SQL領域のような共有メモリー構造を含む SGAの
一部。共有 SQL領域は、データベースに入力されるすべての一意の SQL文を処理するのに
必要。1つの共有 SQL領域は、同じ文を発行する複数のアプリケーションで使用されるた
め、他の使用に対してより多くの共有メモリーが残る。

サーバー（サーバー（サーバー（サーバー（server））））

RFC 1565（標準 RDBMS MIB）に定義されている、1つ以上のデータベースにアクセスを提
供する非依存型のエンティティ。

サブエージェント（サブエージェント（サブエージェント（サブエージェント（subagent））））

特定のアプリケーションの問合せをマスター・エージェントから受け取り、応答を返すプロ
セス。
用語集用語集用語集用語集 -5



システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（システム・グローバル領域（System Global Area））））

「共有グローバル領域（Shared Global Area）」を参照。

制御ファイル（制御ファイル（制御ファイル（制御ファイル（control file））））

データベース・システムの開始および実行に必要な管理ファイル。制御ファイルには、デー
タベースの物理構造が記録される。

ダイナミック・パフォーマンス表（ダイナミック・パフォーマンス表（ダイナミック・パフォーマンス表（ダイナミック・パフォーマンス表（dynamic performance table））））

「V$表（V$ table）」を参照。

登録（登録（登録（登録（registration））））

サブエージェントが、リスナー、Oracle7または Oracle8 Serverのような管理オブジェクト
のかわりに動作して、マスター・エージェントに次の 2つを通知する方法。まず、サブエー
ジェントが、マスター・エージェントからの情報についての要求を受け取る通知と、次に、
情報を提供する項目のリスト（MIB）の通知。

名前（名前（名前（名前（Names））））

「Oracle Names」を参照。

ピン（ピン（ピン（ピン（pin））））

ライブラリ・キャッシュにある項目の実行。

マスター・エージェント（マスター・エージェント（マスター・エージェント（マスター・エージェント（master agent））））

管理フレームワークからの問合せを受け取り、その問合せに応答するためにアプリケーショ
ンと通信するプロセス。

ライブラリ（ライブラリ（ライブラリ（ライブラリ（library））））

ファイルまたはデータベースに一緒に格納され、同時にいくつかの表示で参照可能な 1つ以
上の PL/SQLプログラム単位の収集。

ライブラリ・キャッシュ（ライブラリ・キャッシュ（ライブラリ・キャッシュ（ライブラリ・キャッシュ（library cache））））

共有 SQLおよび PL/SQL領域を含むメモリー構造。ライブラリ・キャッシュは、共有プー
ルの 3つの部分の 1つ。

リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（Listener））））

各種の基礎プロトコルで実行されるアプリケーションにかわって接続を受信する、プロトコ
ルに依存しないアプリケーション・リスナー。リスナーとは、Oracleのリモート・データ・
アクセス製品である SQL*Netのコンポーネント。
用語集用語集用語集用語集 -6
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